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Ⅰ 職員意識調査 

設問１ あなたの所属、補職級、職種を記入してください。 

回答者の属性は、以下のとおりです。 

１）部名 

部名 件数 割合 

総務部 76 19.1%

市民部 67 16.9%

経済環境部 37 9.3%

建設部 37 9.3%

水道部 26 6.5%

教育委員会 34 8.6%

議会事務局 4 1.0%

会計課 4 1.0%

保育園 10 2.5%

幼稚園 7 1.8%

土岐口財産区 3 0.8%

総合病院 19 4.8%

消防本部 69 17.4%

保育園 0 0.0%

幼稚園 0 0.0%

選挙管理委員会 2 0.5%

無回答 2 0.5%

総計 397 100.0%
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２）課名 

課名 件数 割合 課名 件数 割合 

総合政策課 10 2.5% 学校教育課 4 2.5%

秘書広報課 9 2.3% 生涯学習課 7 2.3%

総務課 12 3.0% 文化振興課 6 3.0%

管財課 9 2.3% スポーツ振興課 5 2.3%

税務課 25 6.3% 教育研究所 2 6.3%

市民課 23 5.8% 学校給食センター 3 5.8%

保健センター（健康増進課） 12 3.0% 図書館 2 3.0%

子育て支援課  10 2.5% 議会事務局 3 2.5%

福祉課 10 2.5% 選挙管理委員会 3 2.5%

高齢介護課 9 2.3% 下石保育園 1 2.3%

養護老人ホーム・恵風荘 4 1.0% 山神保育園 1 1.0%

農業委員会 0 0.0% つまぎ保育園 1 0.0%

産業振興課 13 3.3% のうなん保育園 1 3.3%

美濃焼振興室  2 0.5% みなみ保育園 1 0.5%

陶磁器試験場・セラテクノ土岐 10 2.5% あま池保育園 1 2.5%

環境課 6 1.5% ひだ保育園 0 1.5%

衛生センター 2 0.5% みつば保育園 0 0.5%

環境センター 3 0.8% いずみ保育園 1 0.8%

監理用地課 12 3.0% 久尻保育園 1 3.0%

都市計画課 16 4.0% 土岐津小学校附属幼稚園 1 4.0%

土木課 7 1.8% 下石小学校附属幼稚園 1 1.8%

水道課 12 3.0% 妻木小学校附属幼稚園 1 3.0%

下水道課 10 2.5% 駄知小学校附属幼稚園 1 2.5%

浄化センター 3 0.8% 肥田小学校附属幼稚園 1 0.8%

総合病院 16 4.0% 泉小学校附属幼稚園 1 4.0%

会計課 4 1.0% 泉西小学校附属幼稚園 1 1.0%

消防本部 68 17.1% その他 22 17.1%

庶務課 4 1.0% 無回答 4 1.0%

総計 397 100.0%
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３）補職級 

補職 件数 割合 

部長級 6 1.5%

次長級 11 2.8%

課長級 28 7.1%

主幹級 16 4.0%

園長 17 4.3%

課長補佐級 35 8.8%

係長級 62 15.6%

主任主査級 45 11.3%

主査級 97 24.4%

上記以外 79 19.9%

無回答 1 0.3%

総計 397 100.0%

４）職種 

職名 件数 割合 

一般事務職 255 64.2%

技術職 53 13.4%

研究職 0 0.0%

医師・歯科医師 0 0.0%

薬剤師・医療技術職 0 0.0%

看護・保健職 5 1.3%

保育士・幼稚園教諭 15 3.8%

消防職 65 16.4%

技能労務職 2 0.5%

無回答 2 0.5%

総計 397 100.0%



4 

設問２ 「第五次土岐市総合計画」の施策に基づく以下の３６項目について、

これまでの市の取り組みに対する「満足度」と「重要度」を、それ

ぞれ回答してください。 

「第五次土岐市総合計画」の施策に基づく以下の３６項目について、取り組みの満足

度・重要度について、５段階で評価をしてもらいました。評価結果について、以下のよう

に点数化し施策ごとに平均点を算出しました。 

満足=+1.0、やや満足=+0.5、やや不満=-0.5、不満=-1.0、 

重要=+1.0、やや重要=+0.5、あまり重要でない=-0.5、重要でない=-1.0 

どちらともいえない・無回答=0 

取り組み 満足度 重要度 

1 協働まちづくりの推進 -0.01 0.37

2 情報共有の推進 0.02 0.25

3 男女共同参画の推進 0.01 0.14

4 適正な行政経営の推進 0.05 0.42

5 国際交流・国際化の推進 -0.05 -0.01

6 陶磁器産業の振興 -0.02 0.29

7 新産業の育成 0.07 0.51

8 商業の振興 -0.02 0.46

9 観光の振興 0.01 0.43

10 農林業の振興 -0.03 0.02

11 雇用環境の充実 -0.06 0.50

12 社会教育の充実 0.05 0.27

13 学校教育の充実 0.08 0.42

14 生涯学習の充実 0.09 0.21

15 スポーツの振興 0.05 0.12

16 文化・芸術の振興 0.05 0.08

17 保健の充実 0.09 0.34

18 病院の充実 -0.32 0.58

19 地域福祉の充実 0.01 0.36

20 児童福祉の充実 0.02 0.46

21 高齢者福祉の充実 0.03 0.40

22 障がい者福祉の充実 0.03 0.29

23 社会福祉の充実 0.03 0.32

24 保険・年金の健全運営 0.03 0.32

25 環境保全の推進 0.05 0.18

26 廃棄物処理・リサイクルの推進 0.11 0.22

27 交通安全の推進 0.06 0.22

28 防犯の強化 0.04 0.27

29 消防・救急の充実 0.11 0.41

30 防災の強化 0.07 0.49

31 中心市街地の整備 -0.16 0.38

32 道路・河川の整備 0.05 0.28

33 公共交通の充実 -0.10 0.28

34 上下水道の整備 0.14 0.15

35 住環境・街並みの整備 -0.04 0.28

36 公園・緑地の整備 0.02 0.15

平均点 0.02 0.30
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■満足度

以下の 13施策が平均値を下回っています。
9 観光の振興 35 住環境・街並みの整備 

3 男女共同参画の推進 5 国際交流・国際化の推進 

19 地域福祉の充実 11 雇用環境の充実 

1 協働まちづくりの推進 33 公共交通の充実 

8 商業の振興 31 中心市街地の整備 

6 陶磁器産業の振興 18 病院の充実 

10 農林業の振興  

0.14

0.11

0.11

0.09

0.09

0.08

0.07

0.07

0.06

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.05

0.04

0.03

0.03

0.03

0.03

0.02

0.02

0.02

0.01

0.01

0.01

-0.01

-0.02

-0.02

-0.03

-0.04

-0.05

-0.06

-0.10

-0.16

-0.32

-0.40 -0.30 -0.20 -0.10 0.00 0.10 0.20

34上下水道の整備

26廃棄物処理・リサイクルの推進

29消防・救急の充実

14生涯学習の充実

17保健の充実

13学校教育の充実

30防災の強化

7新産業の育成

27交通安全の推進

16文化・芸術の振興

25環境保全の推進

4適正な行政経営の推進

12社会教育の充実

32道路・河川の整備

15スポーツの振興

28防犯の強化

23社会福祉の充実

24保険・年金の健全運営

21高齢者福祉の充実

22障がい者福祉の充実

2情報共有の推進

20児童福祉の充実

36公園・緑地の整備

9観光の振興

3男女共同参画の推進

19地域福祉の充実

1協働まちづくりの推進

8商業の振興

6陶磁器産業の振興

10農林業の振興

35住環境・街並みの整備

5国際交流・国際化の推進

11雇用環境の充実

33公共交通の充実

31中心市街地の整備

18病院の充実

満足度平均

0.02
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■重要度

以下の 19施策が平均値を下回っています。
6 陶磁器産業の振興 14 生涯学習の充実 

22 障がい者福祉の充実 25 環境保全の推進 

33 公共交通の充実 36 公園・緑地の整備 

35 住環境・街並みの整備 34 上下水道の整備 

32 道路・河川の整備 3 男女共同参画の推進 

12 社会教育の充実 15 スポーツの振興 

28 防犯の強化 16 文化・芸術の振興 

2 情報共有の推進 10 農林業の振興 

26 廃棄物処理・リサイクルの推進 5 国際交流・国際化の推進 

27 交通安全の推進  
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18病院の充実

7新産業の育成

11雇用環境の充実

30防災の強化

20児童福祉の充実

8商業の振興

9観光の振興

13学校教育の充実

4適正な行政経営の推進

29消防・救急の充実

21高齢者福祉の充実

31中心市街地の整備

1協働まちづくりの推進

19地域福祉の充実

17保健の充実

23社会福祉の充実

24保険・年金の健全運営

6陶磁器産業の振興

22障がい者福祉の充実

33公共交通の充実

35住環境・街並みの整備

32道路・河川の整備

12社会教育の充実

28防犯の強化

2情報共有の推進

26廃棄物処理・リサイクルの推進

27交通安全の推進

14生涯学習の充実

25環境保全の推進

36公園・緑地の整備

34上下水道の整備

3男女共同参画の推進

15スポーツの振興

16文化・芸術の振興

10農林業の振興

5国際交流・国際化の推進

重要度平均

0.30



7 

満足度をＸ軸、重要度をＹ軸とするグラフ上に各取り組み点数を散布図で表すと、次ペー

ジの図となります。平均点で区分される４つの領域のどこに位置しているかで各取り組みを

評価します。各領域の定義は次のとおりです。 

表 満足度と重要度による取り組み評価の考え方

満足度 

Ａ重点課題 

満足度：平均点未満

重要度：平均点以上

重要性の認識は高いが、取

り組みに対する満足度は

低く、他区分の取り組みに

優先した重点的な対応が

望まれます。

Ｂ継続推進 

満足度：平均点以上

重要度：平均点以上

重要性の認識も取り組み

に対する満足度もともに

高く、現在の水準を下げな

いように継続的な対応が

望まれます。

Ｃ検討課題 

満足度：平均点未満

重要度：平均点未満

重要性の認識が低く、取り

組みに対する満足度も低

く、必要性の検証や取り組

み内容の見直しなどを検

討し適切な対応が望まれ

ます。

Ｄ成果検証 

満足度：平均点以上

重要度：平均点未満

重要性の認識は低いが、取

り組みに対する満足度は

高く、一定成果を遂げてい

るため、必要性を検証し適

切な対応が望まれます。

重
要
度
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Ａの領域では、「18 病院の充実」、「31 中心市街地の整備」、「11 雇用環境の充実」など 36

施策中、7施策があげられています。 

Ｂの領域では、「7新産業の育成」、「30 防災の強化」、「29消防・救急の充実」など 36 施策

中、10 施策があげられています。 

Ｃの領域では、「33公共交通の充実」、「35 住環境・街並みの整備」、「6陶磁器産業の振興」

など 36 施策中、6施策があげられています。 

Ｄの領域では、「34 上下水道の整備」、「26 廃棄物処理・リサイクルの推進」、「14生涯学習

の充実」など 36施策中、13 施策があげられています。 

取り組み 取り組み 取り組み 

1 協働まちづくりの推進 13 学校教育の充実 25 環境保全の推進 

2 情報共有の推進 14 生涯学習の充実 26 廃棄物処理・リサイクルの推進 

3 男女共同参画の推進 15 スポーツの振興 27 交通安全の推進 

4 適正な行政経営の推進 16 文化・芸術の振興 28 防犯の強化 

5 国際交流・国際化の推進 17 保健の充実 29 消防・救急の充実 

6 陶磁器産業の振興 18 病院の充実 30 防災の強化 

7 新産業の育成 19 地域福祉の充実 31 中心市街地の整備 

8 商業の振興 20 児童福祉の充実 32 道路・河川の整備 

9 観光の振興 21 高齢者福祉の充実 33 公共交通の充実 

10 農林業の振興 22 障がい者福祉の充実 34 上下水道の整備 

11 雇用環境の充実 23 社会福祉の充実 35 住環境・街並みの整備 

12 社会教育の充実 24 保険・年金の健全運営 36 公園・緑地の整備 
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設問３ 設問２の３６項目の施策のうち、今後、土岐市として特に重点的な

取り組みが必要な施策はどれですか？ 

特に重点的な取り組みが必要な施策としては、「病院の充実」が 53.1％と最も多く挙げら

れており、以下、「雇用環境の充実」が 32.7％、「新産業の育成」が 30.7％、「児童福祉の充

実」が 29.5％、「観光の振興」が 26.2％と続いています。 
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設問４ 今後重点的に取り組むべきだと思う課題について、項目欄に施策の

分類を選び、回答欄①に重点課題の説明を、回答欄②に課題解決に

向けての具体的なアイデア・提案などを、それぞれ記入してくださ

い。特に重要だと思うものを３つまでお答えください。 

１）重点課題の施策分類 

重点課題の施策分類としては、「病院の充実」が 34.0％と最も多く挙げられており、以下、

「児童福祉の充実」が 15.1％、「中心市街地の整備」が 15.1％、「雇用環境の充実」が 14.4％、

「陶磁器産業の振興」が 12.8％、「観光の振興」が 12.8％と続いています。 
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２）重点課題と課題解決のアイデア・提案など 

重点課題とその解決に向けたアイデアや提案などとして、以下の意見が挙げられています。 

1 協働まちづくりの推進 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 1.防災拠点となる新庁舎の建
設。 

 2.テラスゲート土岐の集客。

 1.集中司令室となるシェルターを備える。 

 2.リニア名古屋駅テラスゲート土岐間直通バスの運行。 

 アウトレットや大型ショッピ
ングモールの建設等により、
土岐市を訪れる人は増えてい
ると思われるが、市内へ住む
方は減っている。 

 区画整理等を行い、住みやすい環境を作る。 

 これからの市政運営には住民
の協働参加が欠かせない 

 難しい会議を多く開いて、充て職で参加するような形態では発展し
ない。ボランティア活動を盛んにして、市政参加を促す。 

 まちづくりについては、住民
のニーズに合わせたまちづく
りを推進していくために、住
民の参画や意見の反映などの
充実に取り組んでいるとは思
うが、協働まちづくりの仕組
みとしてスムーズに機能して
いるとは感じられない。委員
会や審議会のメンバー選定や
日程調整に重きが向いてしま
い、議論すべきことに重きが
向いていない感じがする。 

 住民協働の仕組みづくりを更に充実させ、提案や意見を吸い上げる
手法を確立する必要があると思われる。職員はもちろん、住民も議
論すべき事業についての意識向上が必要であり、一体感のある取り
組みが遂行出来るような仕組みを確立することが、協働まちづくり
に繋がると思われる。これらの課題については大変難しい問題であ
り、一朝一夕でアイデアや提案が出るような案件ではない。 

 まちづくり課（仮称）を作り、
８町が協働したまちづくりを
する。市民をコーディネート
出来る職員を育成する。 

 議会事務局に配属していた時、特別委員会の視察で千葉県我孫子
市、習志野市、東京都武蔵市、三鷹市へ行った。４市とも市民協働
が盛んな街で、『きっかけがあれば、街は一つになる』と『みんな
の思いが同じになれば、街が変わる』と学んだ。私は郷土料理をみ
んなで作る企画を提案したい。土岐市は味ごはん、味噌汁だと思っ
ている。土岐市食生活改善推進委員会のみなさんの協力をお借りし
ながら、市民参加型で郷土料理を作る企画を提案したい。市民参加
型でも８町の町民が参加しないと意味がない。これがきっかけにな
り、市民協働の始まりとなればいい。 

 安全・安心・環境整備・街の
活性化には協働が不可欠。行
政まかせではなく、住民自ら
が主役で取組むという住民意
識の醸成。 

 ボランティア団体等の設立や社会教育や生涯教育でのきっかけづ
くり。特に高齢者を巻き込むことによってやりがい、生きがいを持
たれ活動されることは医療費の軽減にもつながる。 

 一人一人が土岐市や自分の住
む地域に愛着と誇りが持てる
ような地域づくり型生涯学習
を推進し、いったん都会に流
出した若者が再び住んでみた
いと思える魅力ある故郷づく
りをしていく必要がある。地
域の魅力とテラスゲートやア
ウトレットなどの商業的魅力
を融合させ、住んでみたいま
ちづくりを進めていく必要が
ある。 

 土岐市のよさの一つが地域の絆の強さだと感じる。そのよさをさら
に発展させる必要がある。そのために、地域づくり型生涯学習の充
実をめざし、誰もが地域の一員として地域行事に参加したり、地域
行事を運営したりする中で、「当てにし、当てにされる」関係づく
りを推進していく。また、中学生ボランティアや若者が参加しやく
い環境をつくり、共働の思いを大切に育てていくことが大切。その
ような思いやノウハウを伝え、推進していくコーディネータ―役の
人を育てていく必要がある。 

 駅前付近の社会基盤整備を実
施したのちの、まちづくりに

 まずは地元住民がどのようなまちにしたいのか、自らまとまる必要
がある。駅前付近は、公共交通を充実させ、商業系でなく住居系と
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ついて考える必要がある。 するなど、駅周辺の役割を検討する。 

 各地域（町）の指導者の発掘
と育成 

 協働のまちづくりを行っていくには、住民の郷土に対する愛着が根
底になければならないと思う。この郷土愛こそが協働につながって
行くものではないかと考える。また、市が自分たちのために何をお
こなってくれるのかではなく、自分たちが自分の住んでいる市（地
域）のために何が出来るのかといった考え方の住民を育成すること
が大切ではないでしょうか。市が地域の集会等に積極的に参加する
などして、住民の考え方や地域の行事等よく把握し、また行政側の
方針も伝え、地域と密着した行政の姿勢を築いていけば、協働のま
ちづくりにつながっていくものと思います。そのためには、地域で
の指導力が発揮できる人材を発掘、育成するべく、協働のまちづく
りを推進していく部署の設置を希望します。 

 各町の区長級自治会役員は、
市行政等各般からの依頼業務
も多く、相当な時間的拘束を
強いられており、毎年度人選
に苦慮している現状である。
その業務量は、他の嘱託員等
に匹敵或いはそれ以上のもの
であると言え、報酬制の導入
について検討をする時期に来
ている。 

 他の自治体の先例を調査、法規上の整合性等を精査の上、各町の区
長級自治会役員について、土岐市非常勤の特別職等の職員の報酬及
び費用弁償に関する条例別表第 11 項に定める臨時又は非常勤の顧
問、参与、調査員、嘱託員及びこれらの者に準ずる者として位置付
ける。 

 官民共同のまちづくりの推
進。 

 合併前の旧町村ごとの主張が強い土地柄を生かし、小規模多機能自
治による住民主体のまちづくりを推進する。企業誘致による市の活
性化や雇用の創出を否定するものではないが、もう少し市内に目を
向けるべき。 

 既に全国的な人口減少社会に
突入しており、濃南地区や旭
ヶ丘、泉が丘等の団地など、
地域によっては急激な人口減
少や人口構成の変化（超高齢
化）が起こっている。地域（地
区）ごとに抱える課題やニー
ズも多様化しており、行政が
一元的に対応することは困難
な状況となってきている。そ
れぞれのニーズや課題を的確
に把握し、地域住民と行政の
役割や責任、関係を明確にし
ていく必要がある。 

 住民同士、または住民と市が地域課題を共有するための（定期的な）
話し合いの場を設ける。今後急増するリタイア世代や、地域に密着
している自営業主など地域活動のリーダー・担い手となりうる人材
の育成、活躍できる場の提供。やる気のある地域や団体に対する活
動支援により、他地域や他団体などへの波及効果により全体の活性
化を図る。 

 協働・住民参加による政策・
事業の方向性の決定 

 協働といっても審議会、検討委員会を設置するだけで実際に住民、
市民は参加していない。利害関係者と無作為抽出によって選出され
た市民が議論し、優先順位や方向性を決める。そして、地域住民が
責任を自覚する仕組みづくりの構築が必要。協働は定義が曖昧なの
で住民参加とした方がよいと思います。 

 協働したしたまちづくりの取
り組みの努力はされているも
のの、市民の行政（防災・福
祉・商工等）に対する要望・
依存度は依然に高く、なかな
か実質的な協働には至ってい
ないのでは。 

 よりよいまちづくりは、市民、行政のどちらか一方的であっても成
し得るものでなく、行政と市民が知恵・労力・資金等お互いが負担
し合ってこそ成しえるものと思う。そのために、日頃から市民と行
政の交流を深めて役割分担を確認しながら推進していくことが重
要。 

 協働まちづくりのキーマンが
不足している。 

 職員が地域活動（消防、自治会、各種団体等）に積極的に参加し、
地域活動を支援していく。 

 市職員の住宅手当支給要件の改正 

 市内居住のみ支給自宅３万円／月 
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 借家３万円／月＋家賃 

 元気な土岐市をつくり出す  行政だけでなく、各種団体、ＮＰＯ、地域住民等の多様な団体がま
ちづくりに参加できる仕組みづくりを構築する 

 行政コストを下げ且つ満足度
を向上させるために市民との
協働は重要である。 

 市民団体等の自主的活動をサポートするための仕組みを考える。 

 行政の主役は、住民です。行
政職員は、住民からの多様な
意見を集約、コーディネイト
する必要がある。 

 まちづくり、人づくりを所管する課の新設が必要と考えます。 

 財政状況の逼迫化、公務員数
の減少、住民ニーズの高度
化・多様化など時代変化とと
もに自治体を巡る環境が大き
く変化する中、行政サービス
のあり方についても、大きな
転換を求められている。今後、
市民と行政がともに力を合わ
せたまちづくりが必要であ
り、行政と地域コミュニティ
組織との新しい体制を改革す
る必要がある。 

 高齢化とコミュニティの希薄化に伴う、伝統的な「協働」相手であ
る自治会・町内会・老人クラブ・青年団・消防団・PTA との参加・
協働システムを再編成する。さらに、ボランティア団体・NPO を活
性化し参加・協働するシステムを確立する。 

 参加している人がいつも同じ
で、若い人の参加が少ない（よ
うに感じる）。 

 現在、各地域でまちづくりをしている方々が高齢化しているのは、
若い人がまちづくりに興味がないということも理由のひとつでは
あるが、昔からの”力のある人たち”によって作られた組織に入っ
ていきにくいという現状があると思う。若い人や子どもを対象に、
自分たちで理想的なまちづくりについて話あい、実際に作ってみる
などの、楽しめるワークショップを開催したい。 

 市が活性化するには、市民の
参加は不可欠である。市民が
市や町に関心を持たないこと
が活性化を妨げている。市民
に自分の町に関心を持たせ、
市全体を活性化させることが
重要である。 

 各町で実施する行事（各町特有な行事）に、市として支援する。 

 市長と語る会や公共施設の地
元説明会などに参加すると、
どうしても市民と市との対立
の構図にしかならない。権利
は主張するが義務や受忍など
には関心が低い。協働という
のであれば手間は相当かかる
が、もっと参画意識を持たせ
ることも必要か。 

 瑞浪市の各地区で行われているまちづくり協議会のようなシステ
ムを土岐市でも取り入れたらどうか。 

 市内のＮＰＯ法人は多いとは
言えず、その活動や新たな取
り組みについてのＰＲも十分
ではないと思う。とりわけ、
まちづくりを主な活動とする
団体はまだまだ少なく、拡充
を図るべきである。 

 市ホームページのトップにＮＰＯ法人の紹介や設立・運営の仕方等
を説明するバナーを設ける。市広報にも特集を組む。 

 このほど、可児市が導入した「可児市社会貢献システム（Ｋマネー
事業）」は、市民、事業者、行政を挙げて取り組む「社会貢献シス
テム」であり、より広くかつ容易に参画できる協働の姿として優れ
た事業であると思う。 

 市内の各種団体との連携  まずは機構改革で、専門部署を設置する。各地域にまちづくり支援
の窓口を作る（自治会、支部社協、社会教育関係団体等の事務所的
機能）専門職員（非常勤等）の配置、補助メニュー等の充実を図る

 市内各地にまちづくり団体が  市内各地のまちづくり団体同士をつなげ、土岐市として一緒に活動
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あるが、団体同士の横のつな
がりが薄く、土岐市としてま
とまりのある事業がしにくい
状態がある。また、そもそも
まちづくり団体の運営も人員
不足や資金不足で、民意があ
ったとしても思うように団体
活動が成り立たない状態があ
る。 

する（何か一つの事業をやることに限らず、お互いの顔を合わせて、
情報共有し、各地区が一緒に土岐市のことを話し合ったり将来のこ
とを考えたりすること自体も一緒に活動することになると思う。）
場や仕組みを作る。また、団体運営の支援として、各地区出身の職
員をまちづくり支援員として派遣するとよいのではないか。（県が
まちづくり支援チームとして地域に派遣していたようなイメージ
で。） 

 市民がまちづくりに積極的に
参加できるような体制づくり
が、市の組織上できていない。
協働のまちづくりを進めるた
めには、市（行政）と市民を
結びつけるための仕掛けづく
り・仕組みづくりが大切であ
ると思う。 

 協働まちづくり課などを行政組織の中に位置付け、市（行政）と市
民等が協働してまちづくりを行えるような体制を整える。市民、地
域のまちづくりについては、ここが窓口となって、市民からの意見
聴取を行い、行政と市民等がともにすすめるまちづくりを展開す
る。ＰＲも必要。まずは、そこからスタートだと思う。 

 市民が市政に参画できるよう
情報の共有化を進めること。

 既存の広報媒体からの情報提供し意見を募る方法以外に、政策立案
の過程から市民が関わるかたちで情報共有できると望ましい。防
犯・安全といったような誰にとっても身近な分野から導入できると
よいのではないか。 

 市民が主となった、意見を市
政に反映できる仕組み 

 アンケート・パブコメ・ホームページ・広報・まちづくり活動の援
助 

 市民との協働・市民とのまち
づくりのための意見等を集約
して、行政の施策へつなげて
いける体制がない。 

 まちづくりの課をつくり、まずは市民の声を受け取る体制にする。
特に、子ども達や高齢者の方の声を集約すると、何かよい施策へつ
ながるものが出てくるような気がします。日常の中の小さなことか
ら、まちづくりへと広がっていくのもよいのではないかと思いま
す。 

 市民と行政がそれぞれの責任
と役割を自覚し共同で町づく
りをしていくこと 

 地域の行事や市の主催の行事等に参加し市民の声を聞き交流を深
めながら市政に関心を持ってもらう。 

 市民と行政の仕組みづくりと
職員の意識改革。 

 地域型協働まちづくり、職員自ら地元自治会の活動に参加。現役時
代に、地域のことに最も詳しい地元住民として参加することで、地
元の声、問題点、情報提供、苦情不満等に耳を傾け調整と摺合せが
できる人材育成が必要。 

 市民の意識改革  各自治会からの要望事項に配分する予算を縮小したうえで、まちづ
くり支援事業費補助金の枠を拡大するとともに、10/10 補助もメニ
ューに加え、自治会等団体からも積極的提案を求める。 

 市民意見反映の実行  私の友人から話を聞くと窓口業務を延長してほしいという声があ
がる。瑞浪市のように平日窓口延長を考える。 

 自家用車のない高齢者の方は
買い物をすることが困難。 

 各町の商店街を利用できるように公共交通を充実させ歩道を整備
する。 

 住んでみたいと思うような魅
力的なまちづくり 

 韓国の地方都市がカジノを誘致してまちおこしをしたり、愛媛の今
治 FC（サッカーチーム）がサッカーをとおしてまちの活性化を狙
っているという記事を読みました。土岐市でも、「○○のまち」と
言えば土岐市となるような、地域を活性化しようとする企業や NPO
を積極的に支援し、協働してまちづくりを行う。 

 住民にとって行政が、遠い存
在であってはならない。身近
な存在に感じてもらうための
施策は必要である。市役所（行
政）は、どんな仕事をしてい
て、どのようなサービスを受
けられるのかなど低年齢層か
ら知っていただくことは、一

 刊行物・イベントのみならず、学校での出前講座の実施など、市役
所（行政）の仕事・機能を低年齢層（児童・生徒）から知ってもら
う。場合によっては、園児等にも寸劇や紙芝居で知ってもらうのも
よい。 
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定の効果があると思う。 

 少子高齢化、家族や地域の変
容、経済・雇用の不安定化等、
社会を取巻く環境が厳しさを
増す中、行政だけでは多様な
課題を解決できない状況があ
る。安全・安心で住み易いま
ちづくりを実現するには、行
政主体のまちづくりから、
人々が地域で支え合い、市民
と行政が互いに役割と責任を
担う、自立と協働による人に
やさしいまちづくりを進めて
いく必要がある。 

 ○市民参加型の行政運営の仕組みづくりの研究と実践○地域のリ
ーダー、地域づくり人の育成○地域コミュニティ、ボランティア団
体、ＮＰＯ法人、老人サロン等の活動支援と各活動の交流支援○社
会福祉協議会の活動支援○地域コミュニティ等に参加する学生（大
学等と連携）や陶芸家を目指す若者等へ住まいを提供する仕組み等
を検討し、空き家対策と若い力を活用した地域活性化を図る○若年
層の年金受給高齢者の地域支援活動、まちづくり活動参画への誘導
○先進市町村の視察、先進事例の検討と実践 

 少子高齢化による人口減少の
ため、自治会活動に支障が出
てきており、市の財政力も弱
くなってきて、何でも市頼り
にできる状況ではなくなって
きている。 

 定住促進やまちづくりに特化した課をつくり市も本気を入れてい
ることを示す。 

 人口減少と少子化高齢化に伴
い、全ての行政サービスを行
政が直営で提供し続けるには
限界があると思われる。この
ため、市民協働を推進し、地
域のリーダーの発掘や育成を
行い、行政が提供すべき行政
サービスと、住民自らが行っ
ていくべき内容を更に精査し
ていく必要がある。 

 自治会によっては、高齢化が進展し、今後十分な自治会活動を維持
することも困難なことが予想される。また、住民意識も多様化し、
本来は住民が対処できる問題であっても全て行政におんぶにだっ
この状況が見受けられる。このため、もう一度自治活動と行政サー
ビスを市民とともに見直し、行政サービスをスリム化するととも
に、地域のリーダーを発掘・育成し、地域活動を推進し、住民協働
のまちづくりを推進して行ったらどうか。 

 地域を元気にするには、その
地域ごとの活動（まちおこし
活動・イベント）が活発的に
行われる必要がある。 

 イベントが活発に行われるには、金銭的な支援も必要だが、人的支
援も重要である。（特定の人が参加するだけのイベントでは地域は
元気にならない。）多くの人がイベントに参加するように促すため、
イベント参加に対するポイント付与を行い、地域振興券的なもので
参加者にそのポイントをバックできるようにしてはどうだろうか。

 地区まちづくり団体との協働
による地域課題の解決に向け
た活動 

 例えば地域のまちづくり団体などの自治会組織とは異なる世代横
断的な組織（まちづくり協議会など）を核として、地域の課題を解
決してもらうための自主的な活動・運営を促進し、市がその活動に
助成する。 

 地元住民間の関わりが希薄と
なってきている。 

 地域活動などへの参加を促すような組織・体制づくりができるとよ
い。 

 地方分権が進み、これからの
まちづくりには、市が自らの
責任と選択のもとに、地域の
個性や特徴に応じて施策を展
開していくことが重要である
が、厳しい経済情勢や市民ニ
ーズが多様化・高度化してい
る現状では、行政主導でのま
ちづくりには限界がある。市
民が求める「まち」をつくる
ためには、市民と行政がそれ
ぞれの役割と責任を担い、自
立と協働に基づくまちづくり
を進めて行くことが不可欠で
あるが、現在の土岐市にはそ

 各自治会に補助金を支給する。現在、市道の維持・補修や交通安全
施設等の設置については、地元要望に基づき、市が優先順位を付け、
順次施工しているが、各自治会に補助金を支給し、地元の現状がわ
かっている自治会が行うことにより、住民のニーズにあったきめ細
かな対応が可能となる。また、市が行う場合よりも自由度を高くし、
地元業者に依頼するなど、地域経済の活性化にも役立つような仕組
みとする。自治会役員の負担が増えることになるが、支給する補助
金から役員手当を支給したり、事務員を雇うなど各自治会でやりや
すい形を選択して進めて行く。「自分たちの住んでいるまちを自分
たちでより住みやすいまちにする」という意識改革にも繋がる。 
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

のような仕組みがない。 

 超少子高齢社会となることか
ら、地域の絆がより重要とな
る。 

 昔の地域の絆ある社会に戻す必要がある。疎遠になっている地域の
会合、まつりなど徐々に増やす。そのきっかけが必要。例えば、Ｄ
ＩＧの開催により、皆が集まると、そこから絆が発生する。あるい
は、何かの講座からボランティアができ、活動が始まるなど、その
きっかけを行政が作り、必要な助成も行いながら、地域社会の活動
を広げていく。結果として、高齢者の見守りなど支え合いも醸成さ
れていくのではないかと思う。 

 土岐市としての括りはあるも
のの、8 つの町がバラバラに
動いている印象がある。大き
な組織としての目標が必要で
あるが、行政側からの目標で
はなく、住民、自治会サイド
から発生した目標であるべ
き。 

 連合自治会を利用し、各町の連携が深まるようなイベントなどを開
催。 

 保育園に預けられる時間が他
市と比べ短いため、協働（共
働き）の妨げとなっているの
では？正社員で働こうと考え
たとき、時間的制約により断
念する場合があると聞きま
す。 

 保育時間のさらなる延長を行い、土岐市に転居しようと思った時の
妨げとならないようすることにより、人口増加も見込めるのではな
いでしょうか。 

2 情報共有の推進 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 【行政サービスの透明化】市
民にとって活用できるサービ
スがあっても、それを知らず
に損をしてしまうケースがあ
る。また、役所はどんな仕事
をしているのか、広く市民に
知ってもらい、『開かれた行
政』を目指す必要がある。 

 広報ときで、各課が自分たちの仕事を紹介するページを設ける。こ
れは、ただ文書で紹介するのではなく、各課のオリジナリティが出
るよう自由なレイアウトで作成する。写真等を用いて楽しい紙面に
する必要がある。そうすることで、読んでもらえる機会も増え我々
の仕事内容を周知するとともに、今まで知らなかったサービスを知
ってもらえたり、役所はこんなこともしているんだ、といった新た
な発見にも繋がることが期待される。 

 市の情報発信は従来から広報
ときや回覧板を中心に行って
いるが、１日と１５日しか配
布されない。 

 今では多くの人がスマートフォンを利用しているので、これらの情
報機器を活用した発信をもっと積極的に考えてはどうか。観光情報
などは市外の方でも送ることができる。 

 市民が何を知りたいか、行政
は市民に何を知ってほしい
か。行政情報の発進量を増や
すのみで良いのか。発信の方
法を検討したことがあるの
か。良い意味でも悪い意味で
も、日常生活において行政の
ことなど考えていないという
のが市民の本音でないでしょ
うか。 

 情報共有が大切だとしても、意識を引くために目立つ必要はなく、
市民が何を知りたいか、行政は市民に何を知ってほしいかを考える
ことで情報の質が変わると思います。そのためには、情報の理解が
重要になると思います。職員間で情報の理解（知識）の共有ができ
ているでしょうか。 

 窓口手続きなどの行政情報が
わかりづらく、ＨＰの情報表
示法も担当課によってまちま
ち。 

 ①閲覧者を増やすために、スマートフォンでのＨＰの閲覧しやすさ
を追求する。 

 ②ＦＡＱを充実させ、わかりやすさを向上させる。 

 ③職員も活用できるＨＰにし、ＨＰを活性化させる。 

 他係・他課・他部門等の間で、
連携した方が良い情報が連携

 法律との兼ね合いもあるため、簡単にはいかないと思うが、個人情
報にかかわることは、最初の部署が他の関係部署にも通知して良い
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

されず、またそのシステムも
ない。その時の連携の精度が
担当者によるような状況でミ
スやクレームの温床になって
いる気がする。個人情報は個
人情報保護の問題もあるかも
しれないが、例えば DV の情報
などは、個人情報の観点と個
人の安全の観点と主旨はどち
らかを考えて他課と連携して
ほしい。 

かどうかを確認するなどして連携できるようにしてほしい。現在の
職務で他課の情報でどんな情報が分かると良いかなどを調査の上、
調整できるような機会があると良い。 

 庁内でも各部・課・係間での
情報共有ができていないと感
じる。市民に対しても、必要
な情報が伝わっていないこと
がある。 

 部・課・係間で伝達したい内容（この手続きにはこの書類が必要、
書類の請求にはこういった内容指定が必要、など）をメモ程度でも
渡せる様式があるとよいのでは。（たとえば電話交換からは他課の
内容の電話がつながることがありますが、中々訂正連絡ができませ
ん）／市民に対しては、広報や掲示物、市役所のサイトが主な情報
提供方法だと思いますが、サイトは目的のページを探しやすく、ま
た目的の情報を見やすく改善してほしいです。 

 必要な情報の共有（各種情報
提供ツールの整備） 

 ホームページの情報通信の活用について、より活発な情報発信をし
た方がいいと思います。（内容の充実・最新性、更新頻度）それに
より、市政の透明性の向上、市のイメージアップにつながるかと思
います。ホームの「新着情報一覧」が分かりにくい位置にあります。

3 男女共同参画の推進 

（意見なし） 

4 適正な行政経営の推進 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 横のつながりが可能となるシ
ステムづくり 

 まずは、横で顔合わせての情報交流いつでも情報交流できる雰囲気
づくり 

 各財政指標の健全化。  行政評価の充実と、それに伴う適正な予算配分。 

 各部署とも定数削減の中、権
限移譲も相乗となり、個人の
業務範囲が広くなっている。
少人数で１部署では事務ロー
テーションも難しく、人事異
動や担当者の長期休暇等によ
る事務停滞が憂慮される。（特
に窓口対応においては、案内
不足によりトラブルが発生す
る）：スペシャリストの不在。
日々雇用職員の増による市民
対応は検討課題 

 職員定数の増加が不可能な場合、総合力の強化のため複数部署の統
合を行い、不足分野の一括管理等行う必要があると考える。日々雇
用職員についても、知識と経験を買う採用方針に転換する必要があ
ると考える。（当然賃金は上げざるを得ないが） 

 機動的な財政  公共事業の拡充 

 行政のスリム化 

人口減少・少子高齢化により、
今後大幅な税の減収は必至で
ある。電源立地地域対策金も
早晩無くなり、地方交付税も
国の借金を考えれば大幅に縮
小されると考えられる。こう
した中で最低限の行政を維持
するためには、効果があまり

 費用対効果の悪い地場産業の振興等の支出の大幅な削減が実施す
る。（１０年かけて縮小を実施する） 
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

見いだせない施策を削る必要
がある。 

 合併後６０年を経過しても変
わらないおらが街意識を改革
する。 

 超少子高齢化を見据え、市内に点在する類似施設・使用頻度の低い
施設の積極的統廃合を政策として市民に公表し、スリム化へ向けた
取り組みを推進する。 

施策推進のバックボーンを明確にする。 

 市で管理しているが市で管理
する必要のないと思う土地が
多く存在する。（道路の余剰
地や山林など）このような土
地は管理が不十分でトラブル
の元となることもあり、その
トラブルに対応する職員の労
力や時間が無駄だと感じる。
また草刈をするなど土地の維
持管理にも費用がかかる。不
必要な市有地の適正化が無駄
な費用や労力の削減に繋が
り、職員数の適正化や無駄の
排除になる。 

 公共で利用しない市有地の売払い、地籍調査の推進、境界立会の推
進。 

 市の負担かはわかりません
が、選挙の従事者数（人件費）
が他市に比べて多すぎると思
います。 

 土岐市は投票所が多すぎると思うので、地元の反発や投票率低下の
恐れはあろうかと思いますが中学校区単位にするなど削減できれ
ば思います。 

 市役所内に職員が施策や行政
運営のアイデアについて語り
合う環境が必要。 

 市役所は土岐市最大のシンクタンクであるべき。市役所内に施策や
ちょっとした仕事のアイデアについて議論する組織風土を醸成し、
そこから土岐市の未来をどうするかといった遠大なテーマが語り
合える仕組みを構築していく。それはわざわざ公式に組織を作らな
くても、まずは、課単位あるいは係単位で自分たちの所掌事務にこ
だわりを持って仕事をすること、そのための議論やアイデア出しを
することから始める。組織としての明確な方向性が定まっていない
施策が多く、対外的にどう進めていいのかわからないことが多分に
ある。 

 市有地未利用地の活用及び管
理 

 現在、市有地の貸付件数が膨大となっているため、貸付を積極的に
は行なっていない。しかし、借受の要望または貸さざるを得ない状
況（無断使用）が増えてきている。また、活用しきれていない市有
地は管理費用が発生してしまう。貸し付けることにより、貸付料を
徴収し、管理費用を削減できる。そのため、今後は貸付を広く受け
つける方針でもよいと思う。 

 施策立案、事業目的と効果の
検証 

 市全体での政策決定、実施計画→予算要求→決算→事業評価→実施
計画一元サイクルで検証 

 施設の老朽化により公共施設
等の維持管理費は増大する。

 公共施設やインフラを再編し管理する数を減らす方向で検討する。

 事業の中身を先を見据えずに
削減することによる先々の追
加経費 

 先を見据えた計画 

 少子高齢化の進行等による
国、地方の財政状況の悪化に
より、今後土岐市においても
財政状況が厳しくなることが
予想される。市の人口等を含
めた規模が縮小していく中で
これに合わせた行財政運営が
重要となる。公共施設につい
て、今後老朽化への対応、維





19 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

持コストが市にとって大きな
負担となることから、部門ご
とではなく市全体の管理計画
を策定し、施設需要、維持コ
ストなどから総合的に施設の
統廃合を進めていく必要があ
る。 

 生涯学習課公民館係を中心と
して各種講座などを実施して
いるが、広報やチラシなどを
見ていると他課でも同じよう
な企画の事業が実施されてい
ることも多い。それぞれ開催
の意図が異なるため別途開催
しているのであるが、共同開
催などできる部分もあるので
はないか。そもそも他課が開
催することすら知らないこと
も多い。 

 土木事業における公共事業調整会議のような各課の事業のすり合
わせを、各種講座や事業にも取り入れたらどうか。共通する部分を
持つ企画については共同で開催するなどで、受講者の取り合いなど
も防ぐことができると考える。 

 税金や保険料の収納率の向上  クレジット収納等の導入 

 組織の改編  これまでは部課の統合が進められてきたが、１つの部課の業務量が
過大となってきており、今後の組織改編にあたっては業務量により
分割や業務の特化なども検討すべき。 

 総合病院の経営形態の見直し  慢性的な赤字経営に加え、業務委託に関しても委託業者の業務につ
いてを細部まで職員が確認をおこなっている現状など、経営に関し
てかなり無駄が多い。公的機関としてサービスを提供するのか、１
企業として利益を追及するのかがあまりにも中途半端であり、市の
直営を見直すべきと考えます。 

 地域医療のあり方を踏まえた
総合病院の運営。 

 広域的な地域医療の連携強化による診療科目の整理や指定管理者
制度の導入。 

 地方自治の運営に関してもも
っとも重要な問題は財政の健
全化であろう。各種施策や事
業の中で真に必要で優先度の
高いものから実施する必要が
ある。 

 良いアイデアが出ないが、一度試験的に人件費、義務的経費、必要
経費以外を部単位で予算枠を持ち、課に割り振るとどうなるか試し
てみたい。総額ありきでの分配です。 

 定住促進、企業誘致、雇用の
場の確保等収入増加へつなが
る政策はとられているが、人
口の減少も進み市税等の定着
した自主財源の増収は難しい
ものとなっている。しかし、
市を維持するための経常的経
費、社会保障・福祉政策等不
可欠な経費の他、駅前整備、
庁舎建設など大規模事業も予
定されており、支出の増大、
それに伴う基盤となる財産の
減少は必至である。 

 職員の意識に健全な財政運営の重要性の再認識。また、現市庁舎の
老朽化は著しいものであり、新庁舎建設の時期によって、大規模改
修の必要性が発生する懸念もあるなど、少しでも支出を抑えること
が必要。 

 適正な契約事務の実施  簡易工事制度の廃止、一般競争入札の導入 

 土岐市は昔から女性の就業率
が高く、今後も大型商業施設
ができ、益々多様なライフス
タイルを持つ市民が増えるこ
とが想定される。市役所に限
らず、8：30-17：00 の営業時

 フレックスの導入による、営業時間の延長。同時に人件費の増加を
抑制するため、支所の統廃合、施設の複合化を進める。各種行事・
講演等も平日昼間ではなく夜や休日に開催することで真の集客も
でき、また人の交わる機会が増えるため、市に活気も出てくると思
います。 



20 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

間、土日は休みの体制を変え
る必要があるのではないか。
しかし、これまで以上に様々
な市民の対応に苦慮する機会
が増え、職員の疲弊が懸念さ
れる。 

 未利用となっている市有地の
処分。市街地においても過去
に実現性の低い事業の代替地
として取得し、放置されてい
るものも多い。 

 市名義となっている未利用地をもっと積極的に民間へ処分する。処
分による収入が見込めるとともに、管理コストの削減が見込める。
住宅地利用による人口増加や税収入効果も期待できる。 

5 国際交流・国際化の推進 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 外国人の呼び込み。  大型店、中小の店舗関わらず外国語（英語、中国語等）のアナウン
スを流し続ける。外国語の看板を設置する。外国人が立ち寄りやす
くするよう観光ガイドを育成し、中心市街地の活性化に外国人を一
つのツールとする。 

 外国人住民が増える中、お互
いの文化の違いについて全く
知らない現状。 

 お互いをもっと理解するために、いろんな交流を持てる場があると
良いのではないか。例えば、お料理教室、スポーツや遊びを通じて、
または日本語、外国語講座や、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会
などを外国人と日本人を交えて開催する。 

 姉妹都市との交流において、
昔の人脈に頼っているところ
があるため、交流を更に深め
たり推進するのは、現状では
不可能と思われる。 

 きちんと予算措置を講じ、海外コーディネーター等に依頼するなど
していく必要がある。 

 自分を含め外国語が苦手な職
員が多く、外国人に対して、
手続き的なことなどきちんと
理解してもらわなければなら
ないのに、制度が複雑なため、
うまく説明できず理解を得ら
れないことがある。外国語に
強い窓口が必要。 

 職員の外国語学習意欲が湧くような制度や機会を作る。あるいは手
っ取り早く通訳を設置する。 

 陶磁器産業などの伝統を日本
だけでなく、世界中に広げて
いく、国際交流や国際化がで
きたら、若い人々にも土岐市
が魅力的な市として広がって
いくのではないかと思う。 

 土岐市出身の陶芸家や芸術家をもっとアピールし、コラボしたカフ
ェや雑貨市などの開催。もっと身近に体験できる陶芸教室などの開
催。 

 日本のあらゆる産業・文化は
世界にグローバル化して世界
の経済・社会情勢に左右され
るようになっている。陶磁器
産業に限らず文化面も含め土
岐市の国際化を推進し、経済
面・文化面でより豊かな人に
あふれた町づくりを行う。 

 国際社会が身近に感じられる英語教育・文化・経済・金融・政治情
勢などの社会大学など充実させ、勉強会により情報吸収と思考方法
の発展を促す機会を提供する。留学生交換・国際交流を行い、老若
を問わずグローバルな人材を育成する。世界で活躍できる土壌を作
る。（長野オリンピックの準備で山内町内では子供の英語教育を行
い、開催時・開催後にも海外からの来客者をスムースに受け入れて
いた。） 

6 陶磁器産業の振興 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 次の時代を担う後継者不足問  将来が不安でこの業界に興味があってもなかなか就職に踏み切れ
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題。（業界全体）・低迷する
陶磁器産業支援。 

ないと思う。ある程度、行政で当初だけでも賃金の確保など待遇を
補助できればよいと思う。それなりに継続しないと意味がないので
継続できる範囲で続ける。・海外進出のサポート。補助金だけで無
く、県、国へのつなぎ役としても働く必要がある。・食と器をつな
いだ事業の支援。例えば美濃焼だけを使った飲食店や宿泊施設、美
濃焼を使用できる貸別荘的な宿泊施設、ギャラリーを持った飲食店
などの経営者への支援など。 

 １．後継者の育成 

 ２．製品の歩留向上（不良率
の低減とメーカーの意識改
革） 

 ３．原料の枯渇 

 １．試験場と業界が連携して技術研修（若手技術者の育成）を充実
させる 

 ２．製品に欠陥が発生すると金額にしていくら損失があるかを提示
し、製造工程・品質管理について関心を持ってもらう。また、メー
カー同士の勉強会を開く。 

 ３．代替原料による試作と評価の実施。 

 2,30 年前に比べて陶磁器産
業の規模が縮小してきてい
る。代々陶磁器産業を行って
いる会社は縮小、倒産、廃業
しており、新しく設立される
会社もあまりない。 

 各会社の企業努力と、市としては陶磁器のアピール、新たにできる
観光地に足を運ぶ人に、陶磁器に接する場所を設ける。 

 アウトレットから、地域資源
である陶磁器産業への方向性
の確立 

 テラスゲートを拠点とし、地域への導線を作る 

 ブランド化及び販路の拡大  テレビ等で紹介されているように一部では独自のブランド化によ
り成功を収めている製陶所さんもありますが、①陶磁器試験場との
協同による製品の開発及びその助成金支給②設備投資の助成金支
給③陶磁器産業経営者の独自年金④マスコミ（全国ネットテレビ）
によるＰＲ番組招致また、土岐市内にある比較的大きな事業所の社
員食堂を掛け備えている会社等に対する湯呑等の土岐市産湯呑を
使用してもらうことや、飲食店で土岐市産の陶磁器を使用すると一
部助成がされるなど、その一部購入費を助成する。テラスゲートに
予定されているかもしれませんが、出店予定のイオンモールにも美
濃焼のテナントが入れるようにする。 

 安い中国等の製品に押され、
産業自体が衰退の一途をたど
っています。それに伴い、後
継者不足の問題も深刻です。

 自分は他市の出身ですが、土岐市と言えば美濃焼というイメージが
ありました。歴史ある伝統を付加価値として土岐市ならではの美濃
焼を前面に PR することを考えました。地方分権が叫ばれる中、各
自治体は独自の政策、個性を模索しています。土岐市にはすでに美
濃焼の産地という個性があります。値段では安価な外国産には勝て
ませんが、伝統という付加価値をつけることによって、多少高くて
も美濃焼を選んでもらえるのではと思いました。素人の浅はかな考
えで申し訳ありません。 

 安価な製品の輸入や光熱費等
の高騰、生活様式の変化、後
継者不足等、様々な事由によ
り地場産業である陶磁器産業
を取り巻く環境は大変厳しい
ものがあるが、これまでの伝
統や文化である陶磁器を土岐
市の強みとしていく取り組み
が必要である。 

 世の中に発信力があるのは若者、ブームを作っていくのも若者であ
るため、若くして陶芸や陶磁器業界に興味のある若者に、駅前の空
き店舗を陶芸作家の工房として無償提供し、ロクロ等の陶芸の実演
をさせ、陶磁器（美濃焼）をＰＲし、産業の振興につなげる。 

 活力ある街作りと雇用促進  駅前を整備し、陶器陳列できる施設を設置し、たくさんの人の目に
触れられるようにする。 

 市の主産業、ブランドである
美濃焼の衰退、後継者不在 

 日本各地の窯業生産地には、全国から陶芸作家や職人を目指す若者
が集まっているが、その中でも磁器、土物、型、釉薬すべての技術、
資材が揃う土岐市は、より多くの作家・職人志望者が集まる可能性
を持っている。行政の補助はもちろん、市を挙げての受け入れ（例:
志望者に対して飲食店などが特典を与えるなど）を圧倒的な内容と
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発信力で行うことで、土岐市が若手作家、職人が集まる街というブ
ランドイメージを確立する。（※美濃焼のブランド化は成功してい
ない。）この取り組みは美濃焼産業の活性化のみならず、観光振興
やイベントの活性化、少子化対策など多方面への波及効果も期待で
きる。 

 自営で陶磁器産業をしている
方々の前途。 

 祭り等で陶磁器を売る・照会することは既に行っているが、さらに
活発に、そして若者の興味を引くようなアピールができたら良いな
と思う。土岐市の陶磁器が引き継がれるよう努力し、より土岐市の
伝統が深めていきたい。 

 若い世代が地元で働ける場所
の確保をする。 

 美濃焼は安いイメージがあるので、美濃焼のブランド化を進め、魅
力ある地場産業にする。 

 振興すべき主要となる陶磁器
産業がない。 

 土岐市独自のブランド化を進める。 

 他地域の陶磁器産業と比較し
地味な印象がある。 

 既存の枠にとらわれない新しい考え方と伝統的なものとの融合に
よる消費者への新しい感覚の提案 

 大量生産時には大変機能した
分業体制が崩壊しつつある。
型、絵付け、鋳込みができる
人が少なくなってきており、
その人たちがいなくなると、
業界は立ち行かなくなる。 

 そのような仕事に従事していた人、技術を持っていて退職した人
を、たとえば岐陶工連で雇ったり、シルバー人材センターのように
登録してもらい、必要に応じて、事業所に派遣して、指導等後継者
育成に従事してもらい、職人を養成し、技術伝承をする。 

 地場産業であるはずの陶磁器
産業が衰退していることか
ら、土岐市を活性化させるた
めの方策が必要。 

 アウトレットやイオン、駅前等での PR 活動や販売店としての進出。

 地場産業である陶磁器産業が
衰退している。 

 陶磁器産業の衰退は、国内では安価な海外製品の輸入増加もある
が、それとは別に家庭では、プラスチック製容器等の使用が増加し
ていることも考えられる。コンビニ業界などとタイアップし、コン
ビニの弁当（丼ぶり、麺類等）を期間限定で陶器の容器に入れて販
売し美濃焼をＰＲできないか。 

 地場産業である陶磁器産業
は、守って行くべき大切なも
のだと思う。「陶磁器の街」
「美濃焼土岐市」「生産高日
本一」は土岐市が誇れるもの。
次世代を担う子供達のなかに
も、「陶時期の街」を大事に
思う心が育っている。この子
達が大人になり土岐市を離れ
る事になっても、故郷を誇り
に思えるように、陶磁器産業
の振興には引き続き、力を入
れて行くべきだと思う。 

 アウトレットやイオンモール等で土岐市の知名度も上がって来て
いる。訪れる人も多いのでアピールできるチャンスがある。市民の
意識を高める為に、子どもから大人まで意識できるようよう「美濃
焼の土岐市」を看板や広報、印刷物など目にふれるようにする。学
校教育の中でも地場産業についての学習に力を入れる。対外的には
若手の作り手（カッコ良さ）にスポットを当て、窯焼きのイメージ
アップをはかる。陶磁器産業に魅力を感じられるようにする。ドキ
ュメンタリー番組をつくる。土岐市には温泉もあるので、ご年配を
対象にした宿泊型の陶芸体験、陶芸教室をつくる。土を触るのは肌
に触れる感覚に似てセラピーとしていいそうです。 

 地場産業の陶磁器業界がなか
なか振るわないと感じてい
る。陶器祭りとか若い人が活
躍できる場もいろいろ工夫さ
れているとは思うが、土岐へ
来たら気軽に陶器に親しめる
ような街づくりができるとよ
いと思う。 

 中心市街地の整備の中に、空家などを利用して陶器に関する施設を
作る。 

 地場産業振興のため、陶磁器
を使うファンを増やす。 

 ふるさと納税をしていただいた方に美濃焼をプレゼントする。 

 伝統産業の活性化  業界への支援 

 土岐市といえばアウトレット  一品でもヒット商品を作り出す。 
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が有名で、陶磁器産業のこと
が、世間から薄れてきている
ように思います。 

 土岐市のアイデンティティー
として、美濃焼は今後も大切
にしていかなければならな
い。 

 美濃焼の販売が低迷しているとはいえ、陶磁器産業は、土岐市で最
大の外貨（国外のみならず市外からという広義の意味で）獲得産業
である。行政、業界ともに美濃焼の販路拡大を推進しているが、組
合、商工会議所、市、広域、様々なステージで振興をしているもの
を一元化し、美濃焼を多治見市や瑞浪市と共同で美濃焼の産地とし
て振興していくべきではないかと思う。そのための司令塔となる組
織を設立し、デザインー製造ー販売ーＰＲ－産業観光を一体的に推
進し、そこに資源（税金）を集中投資すべき。 

 土岐市の基幹産業である陶磁
器産業の衰退を食い止める必
要がある。 

 土岐にアウトレットができたことにより年間５００万人以上の人
が土岐市を訪れるようになったが、大半は美濃焼に興味のない人で
あり、そのような人が注目するような施策が必要。例えば、アウト
レットに訪れその後市内で食事をされる方をターゲットに、土岐市
内の飲食店で美濃焼を使用してもらい、合わせて窯元の PR もして
もらう。採用してもらえる飲食店にはなんらかの助成を行うなど。

 土岐市の基幹産業である陶磁
器産業の生産出荷額は、平成
３年のピーク時と比較し約１
/４に落ち込むなど厳しい状
況となっている。 

また、デザイン・絵付け・鋳
込みなど伝統技術を継承する
担い手が不足しているととも
に、窯業原料の枯渇問題など、
構造的な問題を抱えている。

 海外を含めた販路開拓支援など継続的に実施していくとともに、広
域で取り組んでいる「美濃焼のブランディング」等により、マーケ
ットの拡大の支援をしていく。 

担い手を育成するため、伝統技術講習会の機会を増やすとともに、
若手陶芸作家が活動を継続できるような支援策の検討をしていく
ことが必要である。 

 土岐市の重要な産業である陶
磁器産業の衰退は目に余るも
のがある。人口減少・街の活
性化・若者の他市への流失な
どにより、市全体の元気さが
足りないような気がする。今
一度、「陶器の街、土岐」と
言えるようにしたい。 

 特徴ある陶磁器作り。使いやすい、買ってみたいと思える日常陶器
で、特徴ある陶器作り。 

 土岐市の地場産業である陶磁
器産業が衰退しつつあり、作
り手の後継者不足の問題に直
面していると思われる。 

 これまでの伝統産業としての陶磁器産業も残していきつつ、時代の
ニーズに合うようなデザインされた陶器製品など若者向けの商品
をつくり、若い世代にも陶器についてより関心を持ってもらうよう
に働きかける。 

 土岐市の地場産業である陶磁
器産業が不振なため活気のな
い街になっている。（特に駄
知町）若い人が働ける場を作
り活気ある街づくりが重要で
ある。そのためにも陶磁器産
業の振興が重点課題だと思
う。 



 土岐市の窯業は出荷額が減少
傾向にあり安価な海外製品に
押されていると言われていま
す。新産業として機械製造系
の企業誘致や観光振興として
拠点施設が建設されるなど他
産業では一定の成果が上がっ
ていますが、陶磁器産業は土

 美濃焼を売るためには全国的な知名度・ブランド力を高める必要が
あり、そのためにはこれまでとは違う PR が必要だと思います。現
状でも各地方の陶磁器展に出展するなどの取組みを行っています
が、対象はメーカーや玄人など限定されているのではないかと思い
ます。 

 例えば、新しく作られた志野田茶太郎のようなマスコットキャラク
ターを大々的に PR するなどメディア展開が可能な素材を育て、そ
れに関連した商品として陶磁器製品を売り出していくのが良いと
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岐市の基幹産業であり、この
分野の成長は土岐市の発展に
不可欠であると考えます。ま
ずは出荷額や従業者の減少に
歯止めをかけることが重要課
題と考えます。 

思います。直接美濃焼を売り込むよりも、マスコットなど知名度が
浸透しやすいものを利用した方が一般向けの PR 効果は高いと思い
ます。 

 土岐市は陶磁器の町なので、
良さをもっとよく知ってもら
えるようにすべきである。 

 新しい産業を作ったり世代を超えて楽しめるイベント。ふるさと納
税での陶磁器の取り扱い。 

 土岐市産の陶磁器のブランド
化。効率的な販促。 

 デザイナーや、既存ブランドとのコラボ。織部ヒルズ等への陶器、
雑貨店、カフェ、レストラン等の誘致。 

 陶芸の街づくりの推進  優れた陶芸を生み出す街づくりを推進する。今、陶芸展を実施して
いるが、更に進めて、若手の陶芸家を積極的に呼び込み、「陶芸村」
をつくる。予算を投入して、様々な特典を与え、将来性のある陶芸
家を集める。環境に魅力があれば、集まってくる。他がやらないう
ちに「陶芸村」を打ち出し、全国発信する。「産業」の発想だけで
なく、これに加えて「文化・芸術」的な発想からもアプローチする
ということ。 

 陶磁器産業において、後継者
不足等により衰退傾向にあ
る。 

 陶磁器製作の体験行事を増やし、年代問わず多くの方に興味を持っ
てもらう。 

 陶磁器産業には、ユーザーの
指向や流行にあわせた商品を
市場に提供したり東京ドーム
のような場でＰＲするだけで
なく、原料から製品生産に至
るまでの製造段階での工程設
計・管理が重要である。安定
した品質と品質の向上・歩留
まり向上を図ることができ
る。また、工程の改善により
新しいデザイン開発の要素が
生まれ、陶磁器業界の利益率
の向上に繋がる。歩留まり向
上が可能になれば、不良品の
廃棄の減少になり環境センタ
ーの延命に繋がる。Ｓ40 年代
のガス窯の普及以来大量生産
が進む中で、問題点は温度や
湿度の季節性の欠点でしばら
く生産を続けると直るという
意識や、設備のメンテナンス
不足が原因で解決されずにい
ることが非常に多い。 

 陶磁器製造メーカーでの成形から焼成までの生産工程で発生する
様々な技術課題（不良発生・新技術開発・省エネ・効率化など）と
商社へのクレームに各々の現場とともに解決する事業を展開し、生
産工程の改善を行う。その成果を業界に水平展開することにより製
造体質の強化を図る。一つの製造メーカーで発生する課題は、一社
に限らず他のメーカーでも共通する課題であることがほとんどで
ある。製造技術が向上改善するとデザイン力とデザインの幅が向上
する。試験場業務では、メーカーと市場でＰＲを兼ね販売すること
は行ってきたが、メーカーの製造現場に入り問題点を解決する実績
は非常に少なかった。日本の製造現場では品質管理体制を整え、現
場での解決を行った企業が大手企業に成長している。 

 陶磁器産業の就業者数の減
少。土岐市と言えば陶磁器で
あり、陶磁器は全国で使用さ
れている必要不可欠な日用品
であるというのに、陶磁器産
業が低迷していくことは土岐
市にとって非常に大きな損失
となるはず。逆に、全国的に
出荷している陶磁器の売上が
伸びれば、土岐市にとって大
きな収入源となり、雇用促進
にもつながると思う。また、
これまで伝統的に陶磁器を作

 デザイン性の高い陶磁器の生産を推進。伝統的なデザインは継承し
ながらも、若者や女性、特定のターゲットに受けがよさそうなデザ
インを見極めて取り入れることで、全国的に陶器の売上を伸ばせる
のではないか。（斬新な配色や模様、アニメキャラクター等とのコ
ラボ、面白いフォルムの器、オリジナルデザインの器の受注販売な
ど。）あとはそれをホームページ等で魅力的に PR することが重要
だと思う。そういった観点で、土岐市内の製陶業者を対象にデザイ
ン・販売方法等のセミナーを開催していくのはどうか。 
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り続けてきた土岐市だからこ
そできることもあると思うの
で、陶磁器産業の活性化は、
新規産業を推し進めること以
上に効果的ではないか。 

 陶磁器産業の新しい分野の開
拓と取り組みの発掘と伝統の
継承を重視する 

 大学、商社との産学連携を一層工夫し、視野を広げた取り組みをし
たらどうか。 

 陶磁器産業の衰退。  陶磁器のブランド化・ＰＲ等 

 陶磁器産業は斜陽産業ではあ
るが、土岐市の看板産業なの
で維持発展が必要 

 ブランド力の強化。現在の世界の和食ブームに便乗してアピールし
ていく 

 陶磁器産業は衰退している。  美濃焼の製品の良さをＰＲする。 

 陶磁器産業は生産日本一では
あるが、購入する場所が美濃
焼まつり等のイベントや道の
駅と限られている。 

 陶磁器メーカーと飲食店が協力し、飲食店が使う食器を販売する。

 陶磁器産業は年々衰退してい
る。産業ではなくなってきて
いる。 

 陶磁器を買い揃えるのは一人暮らしをするときか、新婚の時だと思
うので、これに該当する市外から土岐市に住む人は市内の好きな陶
磁器（生活できる程度）をプレゼント。その費用を全額若しくは部
分的に補助する。 

 年々窯元の数が減り、生産量
も減っている。全国の陶磁器
生産量のトップシェアを誇っ
ている「美濃焼」であるが、
他の地域の陶磁器に比べ「美
濃焼」という知名度が低いた
め、「美濃焼」を買いたいと
いう顧客を増やし、市内のみ
ならず外部からの陶磁器生産
者を呼び込んでいく必要が
る。 

 市内及び他地域から来る若手作家への補助を行う。家賃補助や陶芸
の材料代の補助など。また若手作家が作品を展示したり売ったりす
る機会を提供する。伝統的な作品も大切にしながら、若年層をター
ゲットにした作品もＰＲし、広告媒体やメディアなどに積極的に取
り上げてもらうような取組みを行う。 

 美濃焼のブランド化の推進  ファッショナブルで斬新なデザインの陶磁器製品を希望します。湯
呑等従来の用途の陶磁器製品でなく、雑貨・小物等が個人的にほし
いです。市内若手作家の作品で素敵なものを見かけたことがあった
のですが、普段そういったものを購入できるところが非常に少ない
と思うので、販売機会を増やし周知をしてほしいです。 

 美濃焼のブランド化を図り、
全国のデパートやショッピン
グモールに展開できるような
商品を開発する。 

 例えば、中川政七商店と波佐見焼がコラボレーションして成功した
ように、アイデアをもらうという視点で雑貨店チェーンや料理研究
家、有名レストランなどとの協働ができたらおもしろいと思う。 

 美濃焼のブランド力向上  TV や雑誌などを活用した宣伝で、美濃焼をもっとアピールすべき
ではないか。下石町のとっくりとっくんなど、比較的知名度の出た
素材をもっと活用すると良いのではないか？ 

 美濃焼の多彩さ、リーズナブ
ルさが一般市場に浸透してい
ない。これを浸透させること
が先決であり、そのうえで、
初めてブランド化が可能とな
ってくると思う。何でも作れ
る、ということは、長所でも
あり、短所にもなりうる。長
所として伸ばすための知恵
が、いかに、どこまで出せる
かが課題。また、市内でも地

 今治タオルの佐藤可士和のような、実績ある方のプロデュースによ
るブランディングはうまくいかないでしょうか。同じ補助金を使え
るならば、そういう人の力を借りることも一つの方法かもしれませ
ん。重点課題にもあげたように、市一体となってのブランディング
を図るのであれば、有名人でもプロデューサーでもなくてもいいで
すが、カリスマ的存在の人や団体との繋がりをもち、市一体となれ
ることをまず実現させること、そしてそこに活路を見出すことも考
えるべきではないでしょうか。地域の人にしかわからない長所もあ
るでしょうが、そこに埋没してしまって見えない長所もたくさんあ
ると思います。「こういうもんだ」から、「こういうこともある」
に発想の転換を図れる、（地域の）外の人や、地域外の専門家の意
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域ごとに工業組合、商業組合
が存在し、その得意分野があ
ることは長所だが、地域エゴ
等がもし存在し、市一体とな
ってのブランディングが不可
能となっているのであれば、
それが大きな障壁。 

見をきける機会を持ってはいかがでしょうか。 

 美濃焼の知名度の低さ、後継
者不足は依然として解決され
ていない。 

 美濃焼の知名度の向上には、ブランド力の向上や新たな価値の付加
が必要ではないか。そのためには、マイスター認定制度などの新た
な価値観の付加や美濃焼の多様さを活かして無形文化財認定者の
積極的な認定など、作り手が名誉を実感しつつ、業界外にも広くア
ピールできることを実行していくことが大切ではないか。こうして
選ばれた焼き物を展示し良さを伝えていく施設も整備し、やきもの
観光につなげていくことが必要と思われる。後継者不足に関して
は、他地域からやきものづくりに従事したい人は少なくなく、試験
場における技術指導制度だけでなく、そうしたニーズに応える柔軟
性のある組織（例えば、ＮＰＯとか）を立ち上げて支援していくこ
とも効果があるのではないか。 

 美濃焼を目的に人が集まる場
所が無い。 

 美濃焼に関することを集めた通りを市街地に造ってみてはどうだ
ろうか。 

 たとえば、「美濃焼ストリート」というような通りの名前にし、観
光地にもなる場所の整備ができたらよいのでは、と思う。 

 本市における陶磁器産業は、
長い伝統とそれにより培われ
た技術が集積し、基幹産業で
あるとともに、学習や観光の
資源となっている。また生産
量、生産額からみても日本を
代表する生産地であるが、近
年の日本における陶磁器需要
の低迷し、それに伴い美濃焼
の生産量と販売額も減少して
おり、生産地としての規模も
縮小してきている。地場産業
の発展は、地元経済の活性化、
定住人口の維持・増加に有効
であるとともに、集積された
技術の継承は、将来の本市の
強みとなる。そのため陶磁器
産業の振興は重要な課題と考
える。 

 美濃焼のみならず他の生産地と共に魅力ある日本の陶磁器を PR
し、内外の需要を掘り起こし、日本の陶磁器市場の拡大を目指す。

 陶磁器生産の技術の他産業への移転。 

7 新産業の育成 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 アウトレットや間もなくオー
プンするテラスゲートで、県
外から若い方が多く集まって
いるが、そのまま土岐市には
立ち寄らず帰って行ってしま
っている。（もったいない）
その人たちが市内にも立ち寄
っていただけるような新しい
産業や観光地が必要。 

 自治体が率先して作るべきものではないと思いますが…客層が若
いので、例えば浜松市にあるような「ぬくもりの森」のようなおし
ゃれなカフェや雑貨屋さんがあり、お洒落なまちを作ってはどうで
しょうか?アウトレットとは少し離れた場所（陶史の森近く）にあ
れば、市内にも観光客がながれるのでは。土岐にちなんで、「とき
（時）が経つのを忘れてしまいそうな素敵な時間が過ごせる場所。
道路の整備も必要。 

 これまでも工場団地の造成や
プラズマリサーチパークなど
の開発が行われてきたけれ

 民間の遊休地や空き工場などのあっせん。自動車や機械以外の企業
の積極的な誘致、未利用施設を活用した起業支援 
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ど、活性化や人口減少の歯止
めがかかっていない 

 リニア中央新幹線開通に向け
企業進出の促進 

 企業への積極的なＰＲ 

 核融合科学研究所の幅広く高
度な科学技術情報を交流によ
り勉強し、市内産業に移転す
る。 

 マイクロ波焼成技術の開発以来続く情報交換を、研究当時のように
連携研究センターと密に行う。得られた情報を陶磁器の加工技術・
加熱技術と融合し、市内企業での具現化と企業進出に繋げる。 

 基幹産業である陶磁器産業に
対する美濃焼の振興策は手厚
く行われていると感じるが、
生活様式の変化などに対応す
るためには、食器中心の陶磁
器産業の中において多方面
（例えば住宅関連の陶磁製品
の開発）多業種とのコラボ、
高付加価値化などを図る必要
性があり、若い経営者や起業
を目指す人を対象とした長期
間の講座の開催や起業の支援
を行う。 

 陶磁器産業から波及するような産業を育成するため、多治見市が行
っているような多業種とのマッチングの機会を創る。若手後継者や
起業を目指す人とアクアシルヴァなどに進出した企業との情報交
換、交流を図る機会を提供したり、起業するための講座の開催や支
援を行う。 

 現在、土岐市の産業というと
陶磁器以外に主だった産業が
ないので、時代に即した新産
業の育成を目指す。 

 同一業種及びその関連業種の企業誘致を推進し、土岐市の産業を育
成する。 

 雇用環境の充実と相通ずる
が、雇用を増やすためには新
産業を育成する必要がある。
企業誘致を積極的に行う必要
がある。 

 企業誘致が見込めるなら、新たに用地を造成することも検討する。

 雇用環境の充実に関連し、現
状の産業のみでは困難である
から。 

 恵まれた交通アクセスを生かした企業誘致。 

 産業の複合化を進め税収の増
加に努めること 

 企業誘致のための土地の確保

 陶磁器産業において大量生産
から少量高付加価値製品への
転換 

 ３Ｄプリンターを有効活用し、食器に限らず新しい分野への誘導 

 住民の減少を食い止めるため
には、雇用の創出が必要不可
欠である。地場産業である陶
磁器関連は国際化の流れの中
で専心化が進むことが予想さ
れ、大きな雇用を生むことが
困難になると思われる。この
ため、新たな産業を育ててい
くことが重要である。 

 大きな雇用を生む産業を地場で創出することは、困難である。雇用
の創出には、大企業を誘致することが重要である。しかし、現実に
は、企業誘致は、どこの自治体も考えているため、簡単にはいかな
いと思われます。このため、土岐市としては、大企業にこだわらず、
地道に企業誘致を行っていくしか手がないと思います。また、行政
としては、他地域の企業の方々に土岐市の利点を知ってもらうため
の営業努力も地道に行っていくしかないと考えます。 

 雇用環境の充実  景気変動に対し、市全体のダメージを減らせるような他業種の優良
企業誘致を進める。 

 新しい産業を生み出すことが
重要な課題。つぶれた大きな
工場跡地、休耕田、入り組ん
で車も通れない道路やその周
辺の空き家等、活用できると

 地場産業にこだわりすぎ。地場産業とともに市が傾く可能性すらあ
る。地力のあるところに地場産業はある程度任せて新しい産業を作
り出すほうが外からお金を落としていってもらえるのではないか。
アウトレットができ人が集まっているようだが、結局アウトレット
しかない。各町に特色を出して（たとえば濃南地区は広い土地を生
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ころはまだまだあると思う。 かして果樹園など、蒲郡市の～～狩り等通年やれる状態にする、下
石ではろくろ等の陶器体験やそちら関係の展示場など、歩いて回れ
る範囲に整備し、売店やお土産など観光客向けの売店ロードを整備
する、さらに市が旅行会社等と提携し、バスツアー等を周年開催す
る。など外貨獲得に動く。 

 新技術・事業の提案、支援  陶磁器産業で培った窯焼き管理を生かした、活性炭再利用やレアメ
タル抽出等の異業種への転換支援。 

 新産業の受け入れにより、雇
用の充実を図る。 

 新産業の会社を誘致して、雇用の促進を図る。 

 人口維持に必要なものは、や
はり働く場所の確保と考え
る。 

 陶磁器産業に変化を促し、新
陶磁器産業の創出、雇用の場
の確保 

 新産業の育成による雇用の場
の確保 

 いずれも２０年程度を想定し
て考えるべきものと思う。 

 陶磁器試験場に新陶磁器産業の創出チームの結成（民間中心で事務
局機能）３年程度を目途 

 人口減少の抑制と、まちの活
性化を図ることが重要である
ため。 



 税収確保及び人口減少  新たな工場用地確保と企業誘致の更なる推進 

 単一産業に依存した産業構造
からの脱却 

 市内への新規企業誘致は概ね順調に推移していると思われるが、今
後は休業している工場への企業誘致を図るなどの施策を考えられ
ないか（空き家対策の工場版）。 

 地場産業である陶磁器（美濃
焼）は、知名度も低く、その
特色も生かすに至っていな
い。陶磁器産地は全国にも多
く、当市の陶磁器製造業の多
くが廃業する中、これを振興
し全国区にするのは至難の業
である。陶磁器産業は、以前
は地域外からお金を運んでく
れる産業であった。時代が変
わるとともに、その役割は終
焉し、他の産業に移すべきだ
と考えます。 

 時代とともに世の中が何を求めているかは、常に変化している。今
持っている技術を次の産業に活かした企業が勝ち残っている。陶磁
器産業も器にこだわることなく、今持っている技術を流用して何か
新産業ができないか。陶磁器製造業の中にも、若手の人材は多くい
るので、彼らの意見を吸い上げ、新産業の育成につなげる努力をす
べき。企業誘致で外から産業を入れるのではなく、今ある産業をい
かに新産業へ発展させるかを考えれば、若者の地域定着となるか。
項目 1に唾がることだが、新産業で雇用が喪失できなくても、名古
屋圏への通勤が便利な街になれば、住民の定着につながり、税収増
となります。 

 地場産業の活性化は勿論であ
るが、新たな産業の誘致・育
成の強化。 

 広大市有地の有効利用。 

 地場産業の衰退。  税収として地場産業や観光が見込めないため、土地を今以上に誘致
をして土地での税収の増を図る。高速道路の立地条件を有利に考え
る。東濃地域の住民が名古屋に行かなければ用事が済まされないこ
とを、土岐市で完結できるようにする。（イオンの誘致は第一歩だ
と考えられる） 

 地場産業も大切であるが、も
っと他の産業にも目を向ける
べきだと思う。 

 企業誘致を促進させる。 

 土岐市というと陶器のイメー
ジが強くて、ほかに思い浮か
ぶ産業がないような気がす
る。 

 陶器とつなげたものを発展させたり、新しいものがあれば発展させ
る。 
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 東濃西部都市間連絡道路周辺
の開発。 

 都市間連絡道沿いに民間と共同し新産業用地を開発し、一部の地域
に年収等の住居条件が付加される高額所得者（名古屋周辺の企業の
重役等）向けのセキュリチィの整った高級住宅街を造り固定資産税
や住民税の増収を図る。 

 陶器の原料である粘土が枯渇
することを考え、早めに新産
業を育成していかなければな
らない。企業誘致では、向上
や倉庫を誘致して終わりでは
なく、市とともに成長してい
ける分野を。 

 当たり前のようにあって、市民は産業になるなんて思っていない物
を発掘する。市外から転入した人たちからアンケートなどを取って
みるなど。上勝町の葉っぱビジネスのような…。 

 陶器産業が衰退している中で
失業した人や今後就職する人
に対して、働ける環境を構築
していかなければならない。

 企業誘致を積極的に行い、誘致した企業に対して地元住民の雇用枠
を設けてもらい、少しでも地元住民が働ける環境を増やす。 

 陶磁器のみならず、他の産業
も地域のセールスポイントと
して積極的に取り入れてい
く。 

 さまざまな産業に目をつけ、現状よりさらに積極的に企業誘致を行
っていくことが、発見につながると思います。 

 陶磁器の需要低迷による生産
量減少への対策 

 市内の陶磁器製造業者は多様な製品に対応できる高度な生産技術
を持っている。こうした生産技術を他業種へ展開していくための情
報収集、異業種交流を促進させるとともに、生産設備を他業種に対
応させるための投資に対しての支援をおこなう。 

 陶磁器業界の低迷にあたり、
次期に引き継いでいけるよう
な新産業の開拓が必要。 

 陶磁器関連で新たな製品、物作りの技術開発。 

 陶磁器産業に変わる新産業を
考えていく。 



 陶磁器産業のみでなく、他の
産業を取り入れることが重
要。 

 自動車関連事業を取り入れる。 

 陶磁器産業のみにとらわれ
ず、それ以外の企業を招きい
れる為の土地の造成等を進め
る。 

 企業の従業員の地元雇用の推進。 

 陶磁器産業の振興も重要であ
るが、高速道路網の整備など
で民間企業が進出しやすい状
況となっているため、この状
況を有効利用し、積極的なＰ
Ｒで新産業を呼び込み、経済
の新たな起爆剤として市の活
性化に繋がるように利用すべ
きと思われる。 

 現在、工業適地に着々と企業が進出してきているため、新たな工業
適地の開発等を考慮しながら、新産業の誘致・育成へと進めれば良
いと思われる。それ以外の発展拡大を考えていく必要がある。 

 陶磁器産業の衰退。  産業の垣根を越えて、新しいもの（新産業）を作っていくことが必
要。イベントで、興味を持ってもらうことも大事。 

 陶磁器産業の衰退・頭打ちを
素直に受け入れ、新規産業の
参入を課題・中心とした産業
の発展・街づくりを熟考する。

 アウトレット、イオンモールなどの大型商業施設との連携した商業
の発展。 

 陶磁器産業は、後継者がいな
かったり、経営が苦しく辞め
てしまうなど、苦しい状況だ
と思います。美濃焼だけに頼
らず、新しい産業を開発し、

 陶磁器は、京都など有名な産地まで勉強しに行くなど、興味のある
若い人は実際多いと思います。もちろん、陶磁器産業も、若手を呼
び込んで育成し、独立できるように支援していく取組が必要だと思
いますが、市内の空き地を活用して、さらに企業誘致を進めてほし
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

土岐市を PR していける新し
いブランドを作っていく必要
があると思います。 

いです。 

 陶磁器産業を補完する特色あ
る産業がない。 

 ①「世界基準の技術・技能」を探し、育て、発信する。 

 ②技術・技能の新しい活用法、他の技術との融合による新たな価値
の創出 

 陶磁器産業以外にも、新しい
産業を取り入れていくべきで
ある。 

 意見、視察などを実施し、土岐市に見合った新産業を取り入れてい
く。 

 陶磁器産業以外の産業を充実
させる。 

 自動車部品メーカーなどの誘致が増えてきた。企業を誘致する際に
税金面等の優遇はあるが、それ以外にも各課でできる細かいサービ
スを検討する。 

 働く場所がないので、定住が
見込めない。人口は減少の一
途。 

 働く場所の提供を、新産業の育成をして賄う。 

8 商業の振興 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

  鶴里の工業団地の拡張。 

 →人口減少→税収が下がる→
サービスの低下↲という負の
スパイラルから脱却しなけれ
ば市として存続は困難。商業
振興により人があつまり活気
ある街づくりを進めることが
重要。 

 市・市議・地域経済団体・商業者・学識経験者・市民などで商業振
興について考える場を設けて、アイデアを出し合える環境を整え
る。 

 アウトレット、テラスゲート
の進出、将来大型商業施設の
進出が決定されているが、全
て市のアウトサイドに設置さ
れており、市内への誘導がな
されていない。 

 市内誘導にはイベントや目玉となる施設等が必要となるが、従来の
市街地とされる部分については、動線に柔軟性が欠けており、渋滞
や駐車問題の解決をしてからでなければ難しいところがあるため、
新興商業エリアから近い下石・妻木地区という比較的混雑緩和とな
るエリアにイベント等が開催できるスペース確保の検討を行って
はどうか。（美濃焼を PR するにも窯元への誘導が必須） 

 アウトレットに加え、テラス
ゲートやイオンの進出等によ
り遠くからも人が流入してく
ることになるため、この人の
流れを市内の商店街にも流れ
るようにする。 

 アウトレットやテラスゲート等の大型施設と連携して、割引チケッ
ト等の連動したイベントを行い人の流れるようにする。 

 アウトレットモールはあるが
その他について魅力が感じら
れる施設が少ない。 

 企業、商業施設の誘致を実施し、皆が住みたいと思う町作りをする
必要がある。 

 アウトレットやイオンモール
などの出店により、地場産業
や地元小売店の衰退が懸念さ
れる。 

 官公庁施設も含め、アウトレットやイオンモールなどに大々的に土
岐市のアピールスペースやイベントなどを行う。 

 アウトレット周辺は、他の施
設も入ってくる予定もあり好
調である。土岐市駅周辺、そ
の他はあまり好調とは言えな
い。商業の振興どんなも活性
化には重要である。 

 車社会になので、魅力的なお店があれば、土岐市以外のお店に流れ
る、土岐市の「○○に行こう」と思って来てもらえるお店つくり・
人作りが大事であると思う。そういうお店が集う街を作ってみては
どうか。（どんなお店が良いかと問われると、難しいですが・・・。）

 イオンモールの早期立地及び
周辺環境の整備、大規模小売

 製造業誘致のみならず商業施設誘致のための土地の確保に努める 
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

店舗の誘致 

 この項目に当てはまるのかは
わからないが、大型のショッ
ピングモールや、大手の電化
製品店、映画館など、他市に
あって土岐市にないものが多
い。 

 この先数年の間に土岐ヶ丘近辺は栄えてくるが、それ以外の町内に
は行きたいと思う場所があまりなく、用事があると多治見や瑞浪へ
いってしまいます。土岐市外の方が何でもあって便利だからです。
もっと生活が便利になるようにするべきだと思う。 

 リニア中央新幹線開通に向け
企業進出の促進 

 企業への積極的なＰＲ 

 駅前の活気がない。  駅前の商店街にスーパーや魅力のある食事処を設ける。 

 駅前商店街の活性化が重要。  若い商店主を募集する。 

 駅前通りや新土岐津線の店
舗・商業施設の少なさ。 

 新土岐津線は高校生の通学路でもあるため、高校生や若い人が立ち
寄りやすい店舗を作る。 

 下石町のとっくん等、地元の
方々に努力していただいてい
ますが、現状商業は衰退して
いるため、市としのバックア
ップが必要不可欠だと思う。

 ふるさと納税（寄付金）の特典として土岐市の特産品をＰＲしつつ、
寄付金が多く集まるように働きかける。 

 現在土岐市では既存のアウト
レットモール、新規オープン
するテラスゲート土岐、イオ
ンの進出など商業が盛んにな
ってきている。ただ、全て土
岐市の市街地とは少し離れて
おり、19 号や土岐南インター
から入ってくる多治見方面の
市外の方が、土岐市の市街地
には足を運ばず、そのまま帰
っていると思います。市外の
お客さんをどうにか土岐市市
街地へ足を向けさせることは
できないかと思います。岐阜
県内でも有数の集客力を持つ
アウトレットに加えて 2つ大
型商業施設が建設されるの
で、この集客力を利用しない
手はないと思います。 

 アウトレット、テラスゲート、イオン等と連携して、例えばアウト
レットで 5000 円以上買い物をすると土岐市の○○店の○○が無料
で食べられる。もしくはバーデンパーク曽木の入浴料金の割引を受
けることができる、作陶体験が格安でできる、など、大型商業施設
から帰りに土岐市市街地に寄ってもらうためのこころみなどはど
うでしょうか。あとは昨今話題になっている「ランチパスポート」
の土岐市版のようなものを作り、大型商業施設で無料配布するな
ど。少し別の話になりますが、全国各地で行われている街コンを土
岐市でも取り入れるなどもできると思います。 

 商業の振興による、雇用創出
や市税収入増 

 アクアシルヴァやアウトレット、テラスゲート、イオンなど産業の
振興により、雇用の創出や固定資産税、市民税の増収などが見込ま
れる。土岐市には広大な土地もあり、引き続き新たな産業の振興に
努めるべきと思われる。 

 商業振興が進めば人が自ずと
寄ってくる。 

 市街地の活性化と大型商業施設の調和のとれた整備。 

 織部ヒルズの活用。  現在でも、カフェ、雑貨店、陶器店が数店舗ある。店舗が増え、街
歩きができるような環境が整えば来客が増える。来客があればイベ
ント等を実施しやすくなる。アウトレットから織部ヒルズへ人を呼
ぶことが出来れば、市内への人の流入のきっかけになる。と思う。

 新規開店者への支援 

 集客イベントへの支援 

 市内への商業客の誘導 

 市が掲げる施策を積極的に行っていただきたい。 

 特に、土岐プラズマ・リサーチパークにおける商業施設やイベント
は効果的であると予想される。 

 （例）土岐プレミアムアウトレットのセール期間に合わせてイベン
トを実施する 

 衰退する窯業の代わりとなる
産業の誘致 

 大型商業施設の積極誘致その為の税制の優遇、市有地の提供。イン
フラの整備。 
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 大型商業施設の建設もあり、
地元の商業がより元気がなく
なってしまうのではないかと
思います。 

 新しくできる商業施設に地元の飲食店を取り込むなど、大型商業施
設に来てくださった方々に土岐市について知ってもらう機会を作
るような対策が必要なのではないかと思います。 

 地域の雇用を増加し人口流出
に歯止めをかけるためにいか
に商業を振興するかが課題。

 企業誘致の際、交通の利便性を謳うだけでなく、①津波の心配がな
い点、②瑞浪層群が広く分布していて液状化のリスクも低い点（こ
れは場所による）をアピールする。例えば、大企業などへリスクマ
ネジメントの一環としてデータのバックアップ拠点を土岐に設立
するよう売り込むなど。 

 地場産業である陶磁器産業と
結びついた商業の推進をする
ことでより活力ある街作りと
なると考える 

 土岐独自の B級グルメの開発で町おこし 

 地場産業の近代化  地場産業のＰＲを全国に配信する 

 地場産業を支えつつも地場産
業に固執しない新しい産業や
商業を生みだす。 

 土岐市は陶磁器の工場が多いが、作った陶磁器を販売する場が多治
見市や瀬戸市と比べると少ないように思う。道の駅などの販売所は
あるが、個人業者が販売するお店が増やして、アウトレットなどに
訪れた人達が陶磁器のショッピングも楽しめるようにする。陶磁器
に限らず個人が趣味で創作した商品を常時販売できるような施設
（クラフトショップ）があると良いと思う。（多治見市はＮＰＯ法
人が行っている Mama'sCafe で布製品が中心ではあるが主婦の方た
ちなどが作った様々な商品が販売されている。） 

 土岐ヶ丘以外の店舗への集
客。土岐プレミアムアウトレ
ットへは年間 500 万人超の来
場者数がある。その一方、既
存市街地の店舗への客足は伸
びず、衰退の一途を辿ってい
る。 

 アウトレットに集客が集中し、500 万という膨大な人数が既存市街
地へ少しも流れ出ないのは、市外の人が見て土岐市内の魅力的な地
点はアウトレット以外にないということを表している。市外からの
客をアウトレットから既存市街地へ行きたいと思わせるために
は、・駐車場が大量にあること・魅力的な商業および観光資源があ
ること・それらの存在を刷り込む（しつこくアピールする）ことが
必要である。駅前や駄知、下石妻木の中心市街地は現在、古い空き
家が目立ち、歯抜け状態が進行している。その遊んでいる土地を集
約し、大駐車場を確保するとともに、生き残っている店舗を道の駅
状に固めて配置する。それだけでは客は来ないので、特色のある目
玉（の店舗）を誘致する。そうすることによって寂れた景観を一掃
し、やきものづくりをする田舎の生きた景観を作り上げる。そのた
めの長期的な計画を打ち出し、これが土岐市のまちづくりだと市民
に意識化させるために「少しずつ」進めていくことが大切である。
ただし、これは住民に切実な思いがない限り実施できない。行政が
旗振りをしたところで、住民や地権者にその気がなければ、衰退す
る様子を見届けるしかないと思う。曽木温泉の逆さもみじは貴重な
成功例として、これからの土岐市の道筋や市民の意識のあり方を示
していると思う。 

 土岐プレミアムアウトレット
がどんどん規模を拡大してい
く一方で駅前のシャッター通
りなどは閑散としていて、発
展の差が広がっている。 

 アウトレット利用者にアウトレットだけではなく土岐のいろんな
場所に足を運んでもらえるような工夫（アウトレット内に PR でき
るパンフレットやチラシを置く、市内のお店を利用した方にアウト
レットの割引券を配る、など）をする。 

 土岐プレミアムアウトレット
には年間 500 万人以上の入場
者数がありながら、そこで完
結してしまっていることが問
題。４月からはテラスゲート
のオープンも控えている中、
市内に人が流れるような仕組
みが必要。 

 アウトレット隣接地にはトヨタ自動車関連の住宅開発を行ってい
ることから、トヨタ自動車と協力して、トヨタ系のディーラーすべ
てをアウトレット隣接に集め、家族で出掛けた際には、父親はアウ
トレットではなくトヨタ系のディーラーで時間を潰すなどの人が
回遊できる街づくりを実現させる。また、テラスゲート内にできる
温泉施設なども、曽木温泉や柿野温泉などとタイアップして温泉め
ぐりなどの開催し、市内に人の流れを作る。実現不可能な内容かも
知れないが、思い切った発想でやらなければ商業・観光の復興には
繋がらない。 

 土岐市の地場産業として、陶  現在土岐市内で陶磁器に関する陶磁器祭りなどが行われているが、
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

磁器産業が挙げられる。全国
的にも有名である陶磁器産業
の振興が重要課題と考えられ
る。 

全国各地で行うことが出来れば今以上に全国的に知名度が向上す
ると思われる。 

 陶器産業の今以上の活性化  現在、陶器祭りを開催しているが、市外からの来客は陶器が好きな
方に限られていると思われる為、陶器に対して入口を広くし、客層
を増やす必要があると思われる。 

 陶磁器産業や、商業施設、観
光施設など、すでにあるもの
を有効に活用できていない。

 行政、組合、様々な組織が一緒になって、全国的に PR することが
できるとよい。とっくりとっくんをもっと全国的に広めて、土岐市
の陶器について知ってもらう機会を多くする。 

 陶磁器産業以外に基幹産業が
ない。 

 商業施設の誘致等 

 年間アウトレットに訪れる約
500 万人ほどの人に、もっと
土岐市の特色をＰＲして、土
岐市に興味を持ってもらうこ
とが商業の発展にとって重要
であると感じます。 

 飲食店組合などとも連携しながら新たなご当地グルメを作り、アウ
トレット内に飲食・販売ブースを設けて売り出したりするのはどう
かと思いました。他には、アウトレットからバスを持っている飲食
店に協力してもらい、食事がメインで少しだけ市内の雰囲気を味わ
ってもらうような市内ミニツアーを開催するのはどうかと考えま
した。 

9 観光の振興 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 「土岐市」について、アウト
レットしかイメージがない人
が多いように感じる。 

 大きい花畑等を作ったりして、花を見にいきがてら、街並みを散策
してもらい美濃焼について知ってもらえるといいか。道の駅や、下
石、駄知の周辺に陶器以外に、楽しめるものが加わるといい。 

 土岐プレミアムアウトレット
近辺で観光を終えてしまう人
が多い。 

 市内の魅力を土岐プレミアムアウトレット近辺でもっと発信して
いく必要がある。発信できるコンテンツ（パンフレット、ポスター、
ウェブ等）を考える必要がある。・アウトレットでお買いものをし
た人には市内のお店で使える割引券（ガソリン割引券など・・・）
や市内のお店に来店した人に粗品プレゼントなど・・・の特典をつ
ける。逆に市内でお買いものをした人にアウトレットで使える割引
券など配ることも良いと思う。 

 ・土岐市に訪れる人々の増加、
観光名所の増加、話題となる
ものの創設。 

 三菱地所と提携を図り、アウトレットで引き返すのではなくそのま
ま街に降りてくるような導線をはる。そして、テレビ取材を受ける
ような人々をひきつけるような観光スポットの充実。 

 アウトレットに集客があるの
に、それが街中へ流入がない
のが問題かと。バーデンパー
クや美濃焼団地での陶器まつ
り、アウトレット、今後のテ
ラスゲートなど街の外にすべ
てが完結してしまう状況か
と。 

 街の外で完結してしまっている、集客をいかに街中に呼び込むか。
陶器まつりを街中でやるとか、もっとテレビやネットで観光をアピ
ールするなどした方がいいかと。 

 アウトレットに集中する観光
客を、いかに市内各地に呼び
寄せるか。 

 解決案ではないが、市や近隣の在住者ではあたりまえで気づかない
土岐市の魅力がまだあるのではないか。 

 アウトレットに来場した人を
いかに市内観光に誘導して、
市内での購買活動を促すか。

 施設やイベントのＰＲ方法を考える 

 アウトレットの増床、テラス
ゲートの開業等、土岐市への
来市数の増加を観光に結び付
ける。 

 美濃陶磁歴史館、織部の里及び周辺遺跡の総合的な整備 

 アウトレットやバーデンパー  瑞浪市のマコモダケや多治見市のうながっぱのような特産品やキ
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クに来場するお客様に少しで
も土岐市のことを覚えていた
だくために、土岐市のキャラ
クター、特産品、Ｂ級グルメ
などを開発していくことが必
要。 

ャラクターなど、また、Ｂ級グルメなど土岐市を象徴するようなも
のを市民や職員から募集し、市の活性化へ繋げる。 

 アウトレット周辺には４月に
はテラスゲートが、オープン
し、ショッピングを楽しむ人
たちが現在より集客してくる
と思います。以前から言われ
ていますが、土岐市内にまで、
ひろがるとよいと思います。

 魅力あるウォーキングコース（自然と美濃焼きとおしゃれなカフ
ェ） 

今までもどんぶり祭など市内にお祭りがありますが、年々観光客が
少なくなっているようです。都会ではウォーキングをする人口が多
いと思います。名古屋などで、美濃焼のお土産を付けるなどしてマ
ップも分かり易くしてアピールしたらどうでしょう。以前から実践
されていることかもしれませんが。 

 アウトレット増床、テラスゲ
ート、イオン開業と土岐市は
観光という点で大きな転換期
を迎える。今後ますます土岐
市を訪れる人が増えると予想
される中で、土岐市に訪れた
人をアウトレット周辺からい
かに市内へ誘導するかが課題
である。また、円安やビザの
緩和で増加している外国人観
光客を土岐市に呼び込む方策
を考えることも重要であると
考える。 

 アウトレット、イオンと市内スポットの連携を高める。例えばアウ
トレットやイオンで買い物をしたレシートを持参すれば市内施設
の入場料や飲食店での代金、土産物などから割り引く。美濃焼祭り
やもみじのライトアップ開催中にはアウトレット等で PR する。 

 外国語パンフレットの充実、観光案内所に外国語の話せるスタッフ
を配置、「MinoyakimadeinJapan」をアピールし、アウトレットを
訪れた外国人客（特に中国人）に大量に陶磁器を購入してもらえる
よう環境を整える。県と連携して海外で PR、美濃焼の認知度を高
める。無料 Wi-Fi スポットの整備、観光情報アプリ作成。 

 アウトレット等の大型商業施
設ができ、観光客はそこで止
まってしまっている。曽木公
園のライトアップ・陶磁器祭
など多くの観光客が土岐市に
足を運ぶが、そこから市街地
へと観光客を誘導できるとよ
い。 

 まずは、土岐市としての観光名所を作る。地場産業を絡めてできる
とよい。そのためには、道路整備、環境整備等が必要。 

 イベントやアウトレット周辺
以外の観光客増加 

 「アウトレットに来た客を市街地に誘導できれば」というフレーズ
はアウトレットができる前から言われてきたが、そういう構図がで
きている実感がまったくない。アウトレットの客の目的はアウトレ
ットでの買い物であるから使える時間をすべて買い物に使いたい
わけで市街地には向かわない。ただ、観光に食・土産は重要な要素
で、遠方からの客はその土地のものを食べたり買って帰ったりした
いという心理は働く。情報化社会と言われるようになって久しいわ
けで、ひとたびこの店のパンがおいしいと噂になれば、遠くからで
もインターネットやナビで検索してくる。ありきたりだが、食につ
いてお店とタイアップして名物をつくるなど、ネットや TV で話題
になるようなものが必要だと思う。 

 これからテラスゲート土岐、
イオンなどの施設ができ、土
岐市に人が集まるようになっ
てくると思われるが、その施
設だけに留まらず、市街地に
も人が集まってくるようにし
ないといけない。 

 駅前を拠点として「土岐市ぐるりんバス」を運行させ、各町に１か
所見どころを作り、人を動かす。土岐市観光「１日コース」「半日
コース」「２時間コース」などのプランをＨＰなどに乗せてＰＲす
る。 

 プレミアムアウトレット、今
春オープンのテラスゲート土
岐など集客力のある施設が存
在するにもかかわらず、中心

 多治見市は駅周辺が買い物をする場所から住む場所に変わりつつ
ある。一部行政機能も駅裏に移転し、交通網も徐々に整備されてい
る。一つのモデルとして参考とし、街づくりを進めていくべき。 
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市街地の活性化がそれに後れ
をとっている。 

 プレミアムアウトレットなど
の新しい施設ができることに
より、市外から土岐市へ来る
人が増えているが、それを市
内の観光に結びつける。 

 パンフレット等による観光案内を積極的に行う。市内を巡回できる
バスを用意する。 

 駅前商店街にラジコンとかプ
ラモデルを売っている模型店
が無い。スーパーカー(フェラ
ーリやランボルギーニ等)が
展示してある博物館が無い⇒
昨年、岐阜駅の近くの某商店
街でスーパーカーを展示する
イベントがあったので見学に
行きましたが大勢の人が見学
しに来ていてとても賑わって
いました。 

 某商店街に負けないぐらいのスーパーカー展示イベント等を開催
して欲しいです。開催可能であれば自分もできる範囲内でお手伝い
をさせて頂きます。見学もしたいです。 

 観光産業の育成  農産物の６次産業支援及び直売推進、陶器以外の特産品・土産品の
開発支援 

 観光資源の活用において観光
資源の発掘や観光拠点の整備
は重要であるが、未だに独立
した点としか存在していな
い。 

 土岐市の観光の拠点はアウトレット、美濃焼観光（美濃焼まつりな
ど）、道の駅、織部の里などであり、それぞれが有機的に繋がって
いないのが現状である。市内に観光拠点を整備し、そこにまちづく
り団体などの活動拠点として活用してもらうことで、観光拠点の活
性化を図れないか。例えば、下街道の拠点として高山に旧尾張屋（深
萱英次邸）の復元整備を行い、観光ボランティアの活動拠点とする
など、核となる拠点はもっと必要ではないか。織部の里にボランテ
ィア団体の活動拠点を置き、文化振興事業団と連携を深めることも
活性化につながると思う。 

 観光資源の活用について  大型商業施設（アウトレットモール）は週末には活気があり、観光
面では良いように思うが、地元の土岐市民の利用があまりないよう
にも感じる。今後はイオンモール建設の話もあり、大型商業施設の
利用については、地元市民にもっとサービス還元があるとよいと思
う。例えば、土岐市民であれば、割引制度がある等の特典をつける
ことで地元市民の利用率も上がり、土岐市への移住など人口増加も
図れるのではないか。直ぐに結果につながることではないが、魅力
ある街づくりの一つとして他市にはないようなものを作るべきで
ある。 

 観光振興は、地域発展の一躍
を担う重要な原動力であり、
海外、国内から広く集客でき
る個性的、魅力的な観光地域
をつくりあげ、観光関連収入
により、地域の経済が潤い、
地域社会を活性化させる事業
の展開を図る必要がある。 

 美濃焼、農業、工場見学、先端科学、温泉、自然等の体験・学習型
観光の洗練と創出 

 名物グルメ料理、地域めし、名物土産品、地域キャラクター、地域
マスコットの企画、開発の支援 

 観光協会の充実と人材育成 

 観光ボランティアの育成 

 近隣観光資源との連携と観光ルートの洗練と創出 

 道路網の整備 

 土岐プレミアムアウトレット、テラスゲートまちゆい、道の駅、バ
ーデンパーク曽木等、集客力のある施設の有効活用と観光ＰＲの充
実 

 インターネット、ＳＮＳの有効活用 

 先進市町村の視察、先進事例の検討と実践 

 休日にアウトレットや道の駅
志野・織部に出向くと、非常
に大勢の人でにぎわっている
のに対し、どんぶり会館や織

 集客力の高いスポットには、その他の観光スポットを魅力的にみせ
るようなポスターやモニター等を効果的に設置すると良いと思う。
下石の味のある街並みや、織部の里公園ののどかな風景を大きく美
しく写した写真などを見てもらえば、「ちょっと立ち寄ってみよう
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部の里公園は閑散としている
ことが多い印象。集客力の高
いスポットから、少しでも他
の観光スポットに立ち寄って
もらえる工夫が必要ではない
か。 

かな」と思ってくれる人もいるのではないか。 

 県内一の集客力を持つアウト
レットの存在を最大限活用す
る。また、今後テラスゲート
やイオンモールのオープンに
より更なる土岐市への集客が
見込めるが、その 3点間の移
動で完結させない工夫が必
要。 

 既にテラスゲートで計画されていると思われるが、アウトレットや
イオンモールなど、年間 6 百万人弱+αの人々の目を土岐市に向け
るための PR と、目を向かせる事が出来る魅力あるコンテンツ（特
産品、グルメ、イベント、テーマ性のある街並みなど）が必要。 

 現在、強化された道路網とア
ウトレットなどの拠点によ
り、市を訪れる人はかなりの
人数に上るが、経済的な活性
化に繋がっているようには感
じられない。 

 来訪者がそれを機会に他の既存施設等を訪れ、市の活性化とリンク
させるためには、集客拠点と一体化した観光振興が必要である。 

 交通アクセスの充実に伴い大
型商業施設等の整備が進む
中、美濃焼産業や自然・文化
を活かした観光資源を活用し
た観光振興により、交流人口
の拡大が求められている。 

 平成２５年に策定した産業振興計画に基づいた具体的な取り組み
を実施することにより、土岐市の知名度の向上及びまちの活性化を
図っていく。 

 ＰＲＰにてＮＥＸＣＯ中日本と連携して運営を行う地域連携施設
の開業を契機に、ＮＥＸＣＯ中日本のネットワークやノウハウを活
用した観光戦略を進める。 

 交流人口の増加  観光協会の強化（法人化）。休日農業体験。 

 国内外からの集客数を誇る土
岐アウトレットから土岐市内
へ集客するアピールポイント
がない。4 月にはテラスゲー
トがオープンし、4 年後には
県下最大級のイオンが進出す
るため、それまでに「○○の
土岐市」と言われるポイント
を作るとよい。 

 観光大使の酒井敏也氏が以前テレビで「土岐市をピザの町にした
い」と言っていたのを参考に窯元を中心に姉妹都市ファエンツァ市
と関連したピザの祭り等のイベントを催してみてはどうか。イベン
トの手応えを見てさらなる観光振興に結び付くような施策を提案
していき、アウトレットやイオンのショッピング→市内での観光、
食事、買い物というルートができるとよい。すでにネットやテレビ
で反響がある鍋や食器を製作販売する市内業者とも連携できると
よい。 

 最近は新しい施設がどんどん
計画され進んでいますが、少
ない土岐市の人口の中で共倒
れにならないかという不安も
あります。古くからの物も大
切にしながら、新しい物を宣
伝・アピールし、より市外・
県外からの人を呼び込むかが
重要だと思います。またきれ
いな土岐市というイメージも
大切だと思います。 

 車でのアクセスが中心だと思いますが、まずは駅が土岐市の顔にな
ると思います。進んではいますが、駅や駅周辺の整備もより進めて
いく。また瑞浪のように街路樹を植えたり、草刈り、手入れを頻繁
に行うようにしたりし、道路の景観を良くしていく(核融合の近く
は多治見から土岐市に入ると景色が変わります）。その他、土岐市
で行っている市内ロードレースや、市内一周駅伝などのスポーツ関
係も市外にアピールし参加できるようにしたり、市外からの参加者
には曾木温泉のチケットなどを配布したりして、施設利用にも繋げ
ていくことも良いのではないでしょうか。 

 商業施設の発展は少しずつ見
られるものの、駅前周辺の活
性化が感じない、インター周
辺だけでなく市内全域に観光
地としての目玉がほしい 

 アウトレット施設と連携し、買い物後には市内の施設利用券等の呼
び込み 

 情報発信方法。  既存、新設商業施設を利用した情報発信。 

 新しく商業施設ができるため
それを生かした観光客の増加

 商業施設の宣伝をする。 
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が必要。 

 親子が共に安心・安全に楽し
むことのできる施設・場所は、
観光施設や子育て支援など多
くの点でメリットがあるが、
土岐市が新たに整備すること
は、整備費用とその後の維持
管理費用が必要のため困難で
ある。 

 民間事業者を誘致し、整備する（例）アメイジングワールド（全天
候屋内型遊戯施設）は集客施設としても、親子が共に楽しむ場とし
ても魅力的であり、既存の屋外施設（陶史の森、総合公園）とイベ
ント等で連携できれば既存施設の活性化や既存市街地への利用
者・観光客の誘導を行うことが可能である。 

 地元産業の衰退と観光を考え
る。 

 大型商業施設の進出を機に、市内へ人を引き込む政策ではなく、観
光施設へのアクセスポイントとなるように土岐市駅、インターチェ
ンジ、幹線道路沿いなどを整備し、市全体が協力して盛り上げられ
る政策を企画していくべきだと考えます。 

 地場産業の衰退。陶器業の宣
伝 

 観光型や体験型に切り替え「触れる、作る」で家族連れや若者を呼
び込む。市内での宿泊は難しいため日帰りで観光ができるようにす
る。 

 中心市街地に土岐市ＰＲ拠点
の設置ＪＲ土岐市駅を降りて
中心市街地周辺で観光ＰＲ及
びお買いものできる場所が無
い。どんぶり会館、志野織部
及び織部ヒルズ、テラスゲー
トのほか、駄知町、下石町な
どの窯元は、全て自家用車利
用が前提である。美濃焼の土
岐市をＰＲしているのに、美
濃焼を中心とした観光案内Ｐ
Ｒ等の拠点が中心市街地に無
いのは非常に寂しい。 

 中心市街地に土岐市観光ＰＲ拠点及び物販スペースを設ける。中心
市街地で完結するだけで無く、その拠点で市内の美濃焼を中心とし
た観光施設を紹介、誘導を行う。主にＪＲ利用で土岐市を来訪した
方を名所巡回のバス運行をするなど、市内の各施設と連携を行う。

 土岐プラズマ・リサーチパー
ク内の市有地を活用し、大型
商業施設の来訪者を市内へ誘
導。 

 最近では、土岐プレミアムアウトレット等で外国人観光客を見かけ
ることも多くなってきたため、土岐プラズマ・リサーチパークにお
いても外国語に対応したパンフレット、案内、スタッフの配備等を
充実させるとよいと思う。 

 土岐プレミアムアウトレット
以外に観光できる場所が必要

 駅前商店街の活性化、土岐市名物の開発、Ｂ級グルメ等の開発 

 土岐市といえばこれという観
光の目玉が少ない。 

 施設でなくても市のＰＲにつながるようなまちづくりや特産品と
いったものがあるとよい。 

 土岐市に点在する既存の観光
資源だけでは、対外的にＰＲ
するには不十分である。 

 アウトレット周辺で今後新しい施設がつくられていくため、それら
の施設とのより一層の連携と、新たな観光資源をうみ出し、時間を
かけて土岐市の観光の魅力をつくりだしていく必要がある。 

 土岐市は、交通アクセス的に
はよい立地で、またアウトレ
ットへは多くの人が足を運ぶ
状況なので、潜在的にはかな
りの観光客予備軍が存在して
いると思われる。なので、そ
れらの人を土岐市内に呼び込
むことができれば観光の振興
に繋がる。 

 陶磁器を土岐市観光の目的の一つにする。個人経営の各陶磁器会社
の間を行政や商工会議所、有力な陶磁器組合などが取り持ち団結
し、土岐市の陶磁器業界として土岐市の陶磁器を PR する。 

 土岐市をよい多くの方に知っ
てもらうために、まずは足を
運んでもらえる観光拠点施設
のより良い整備が必要と考え
ます。 

 観光拠点施設の整備に伴った案内やイベントを行う。 

 陶器まつり、曽木公園のライ  曽木公園は期間が短いが、多くの人に来てもらえています。濃南地



38 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

トアップ以外思いつかない。
イベントが少ない。または規
模が小さい。 

区は自然豊かで多くの土地があるため、紅葉の時期以外にも同様の
規模で春に桜のライトアップがみられる公園をつくったり、夏にヒ
マワリ畑などを作ってもいいと思います。また小牧市の市民四季の
杜は、特色のある公園作りにより、多くの入園者がおり、東海地区
でも人気の公園となっています。陶史の森も綺麗な芝生の広場があ
り、公園のベースはできていると思います。さらに看板や遊具やア
スレチック等を考え、特色のある公園にすることで「公園、イベン
ト等土岐市で遊ぶ→アウトレットで買い物をする→土岐市の街で
食事を食べて帰る」といった土岐市で一日遊べる環境を整えること
でより良い循環が生まれると思う。 

 特に県外の人から土岐市とい
う町自体の認知度が低い。 

 最近はネットや SNS などで若者を中心として見どころやおすすめ
の食べ物などの観光情報も広がっているので、まずは若者に興味を
持ってもらえるような情報を市からも積極的に提供していく。 

 発信できる華のある観光地が
ない。 

 既存の観光地へ価値を付加するのは難しいと思いますので、新たな
観光地を創設するといいと思います。 

 平成１７年に開業した「土岐
プレミアムアウトレット」は
県内一の入込数を誇る施設と
なっており、平成２７年４月
には「テラスゲート土岐」も
開業する。市内の施設に多く
の入込客があることは良いこ
とであるが、これらの施設か
ら市内に人が降りて来て、買
い物や食事をしてもらい市内
の交流人口を増やすことが必
要である。また、近年ウォー
キングをする人が増え、ウォ
ーキング用のコースの問い合
わせも多くあるため、人が安
心して歩けるウォーキングコ
ースなどの整備も必要であ
る。 

 市内の道の駅や各施設と土岐プレミアムアウトレットやテラスゲ
ートと連携した取組みを行う。割引クーポンなどの発行など。また、
土岐プレミアムアウトレットやテラスゲート土岐をメイン会場と
して市内を回るイベントを開催する。歩きながら市内を巡ることが
できるような整備を行う。 

10 農林業の振興 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 ①衰退している農業振興再起
動。②自然豊かな里山の再現。

 ①ＪＡ、地元組合組織へ助成制度の見直し。給食センターに隣接し
た場所で、市直営による農産物提供所開設（安心安全をアピール）。
地産地消、つくる喜び、提供する喜び。 

 ②既存施設周辺（陶史の森、活動センター、杉焼き池、曽木公園、
三国山等）の徹底的な森林整備（除伐下草刈り等）による施設の再
生と連携。 

 耕作放棄地の増加  課題は担い手不足に原因があります。この問題は、根本的解決が難
しいのですが、農作物の出荷で販売等を行う農家においては様々な
補助があります。土岐市にもそういった補助を活用し、農業を営ん
でいる方もみえます。そういった補助の周知を図ることで、農業に
対するインセンティブの向上に繋がるのではないかと思います。ま
た、この周知の方法について、現在は農事改良組合長（地元の農業
に精通する方）に頼る面が多かったのですが、市のＨＰ等も活用す
ることで一層の周知効果が期待できるのではないかと思います。 

 手入れする後継者もおらずに
今後ますます荒廃していく里
山や農地の管理について 

 農林業のステータスを上げるための賃金確保また、放置された緑で
はなく、間伐や手入れの行き届いた緑にするため、森林組合や地元
自治会と積極的に連携していく。家畜を利用した雑草等の除去、ま
た幼少期の情操教育にも活用し、家畜の世話は管理公社等のアルバ
イトで賄う。 
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 全国的に農林業人口の減少が
進んでいると聞きます。土岐
市においても南部を中心に山
林が多くあり、同じ傾向にあ
るように思います。 

 木質チップ発電施設を作りエネルギーを自前で賄い、その資源とな
る山林を循環的に管理していく自治体が TV で照会されていまし
た。エネルギー対策と山林保全・農林業の雇用促進や関連事業につ
ながる可能性を感じました。ただ、全国で施設が増えすぎていて需
要に供給が追い付かず木質チップの不足・輸入・単価上昇も起きて
いて、持続可能なバランスの難しさも指摘されていました。 

11 雇用環境の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

  物理的条件や経済状況などは、自治体ではコントロールできませ
ん。私は、どうすれば地方の雇用環境を充実させることができるの
か、具体的な考えを持ち合わせていません。各自治体で雇用対策の
必要性が主張されていますが、それぞれどのような対策をしている
のでしょうか。 

 陶磁器産業の衰退による雇用
の受け皿の減少。 

 学校を卒業した若者は職を求
めて雇用のある都市部へ行っ
てしまう。 

 ネット（Twitter やブログなど）を活用し陶磁器の魅力をアピール
する。販路の拡大、技術開発やブランド戦略を行い他の産地との差
別化をはかる。 

 引き続き雇用の受け皿となる企業の誘致を行う。地価・立地・交通・
自然環境など魅力的な点は多いと思うので積極的にアピールする。

 06 陶磁器産業の振興に関わ
ることだが、今の若者は名古
屋や豊田の企業に就職してお
り、陶磁器産業に就職する者
はあまりいない。 

 若者に陶磁器に興味を持ってもらうような取組が必要。 

 これからの若者世代にとっ
て、都市部と比較すると魅力
のある就業所が少ない。 

 魅力ある就業所を増やすため、企業誘致を積極的に行う。 

 企業、商業施設の誘致  新産業の育成の方が適切かもしれないが、土岐市は経済を支えてき
た地場産業があるが、賃金が安く雇用面では充実していないため働
く場を求め人口流失しています。高速道路網の充実により企業、商
業施設の誘致が進んでいますが、土地はあっても保安林等で開発は
厳しいと思われるが、限られた土地を活かし、さらに工業、商業施
設等の誘致を推進し雇用を促進していく必要があります。 

 企業誘致が進み、雇用の増加
は進んでいると思われるが、
人口は減少している。 

 子育てのため、働きたくても働けない世帯が多いと思われる。また、
それが原因で子供を産めない世帯もまた多いと思われる。従って、
子育て世帯が働きやすい環境の整備が必要である。たとえば、第 2
子以降の福祉の充実（保育料の減額）で経済的負担の軽減、保育時
間延長等で時間的負担の軽減、日々雇用職員等にも公務員に準じた
育児休暇等の制度導入など、産後の再就職支援も必要であると思
う。 

 企業誘致で会社は増えてきて
いますが、地元の雇用が増え
ているかは疑問が残ります。
また地元で働きたいという若
者がいたときに、地元で働い
ているという実感のできない
企業が地元にあってもそこを
働き先として選ぶかというこ
とにだと考えます。 

 地元で働きたいという人がどのくらいいるかをリサーチし、その人
達がどんなことをしたくて地元で働きたいかを知り、通常の企業誘
致とは別に、地元のための誘致ができる環境を作れたら面白いのか
と考えます。 

 近年土岐市の人口は年々減少
してきているが、雇用環境の
充実はその抑止策の一つであ
ると言える。雇用を創出する
のみならず、働く人々が働き

 まず雇用機会の拡充ということで、企業誘致を引き続き進めるなど
が必要である。また、市内で働く人のサポートとなるような施策を
していくことも、単に雇用の場を提供すること以上に大切であると
感じる。インフラの整備から保育、放課後教室の充実など、さまざ
まな面から働きやすく、住みやすいまちづくりを進めていく。土岐
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やすい環境を整えていくこと
が重要である。 

で仕事を見つけて東濃圏外などから引っ越してきてもらっても、住
むのは多治見市、瑞浪市とならないように、土岐市民になることで
の働きやすさ、魅力を打ち出していく必要がある。 

 現役世代が雇用先を求めて市
外へ流出してしまっている。

 大規模商業施設のオープンが予定されている今をチャンスと捉え、
商業施設の経営者と協力し、現役世代が市内に留まるような方策を
練る。 

 雇用がなければ人口は流出
し、ますます街は衰退します。
雇用環境を充実させるために
は、民間企業の誘致を積極的
に進め、地元の人を採用して
いただく必要があります。 

 土岐市の地域的利便性についてのＰＲを広くあらゆるメディアを
通してＰＲする。 

 雇用の充実です。  雇用があるところに人は集まるので、地元でも働いてみたいと思う
ような企業があると人口増加にもつながると思います。企業誘致を
進めた上で、たとえば固定資産税の大幅な減免や市内在住者を採用
したら奨励金を出すなどの取り組みが必要だと思います。 

 雇用環境の充実こそ定住人口
増の特効薬ではないかと考え
る。 

 雇用環境の充実を図るには、それ相応の受け皿が必要になってくる
とともにその質も問われることになり、商業の振興をはじめ、新産
業の育成にも力を注いでいくことになると思われる。 

 雇用機会の確保及び給与水準
の向上による若者の定住化促
進 

 優良企業誘致による雇用機会の確保が重要課題と考えます。 

 仕事に就きたくてもつけない
人がいたり、事情があって遠
くで働けない人がいると思
う。 

 雇用環境を充実させるうえでも、企業誘致したり働きやすい環境を
整える。 

 市の人口減少が問題となって
いますが、雇用が増える事で
人口も増える要因となる。 

 新たな企業誘致を行い、働ける場を設ける。 

 市内に雇用の場が多くできる
ことで、新卒者などの市外へ
の転出を防ぐことや、現役世
代の市外からの転入が見込め
る。 

 近年土岐市への進出企業が増えていますが、土岐市を選んだ理由
に、地震などの災害に強い地域であること、高速道路のインターが
３つあり、物流において交通アクセスが優れていることが挙げられ
ていると思います。今後もこの点を市外、県外にアピールしていく
ことが重要であると思います。 

 市内の雇用条件がよくならな
ければ、若年者の流失は避け
られない。人口減少を加速す
る。 

 市内の雇用条件をよくすることが難しければ、名古屋圏の勤務者
が、土岐市に居住して通勤しよう、市内から転居しなくても通勤し
ようと思える制度があると良い。負担なく通勤できる支援。駅と駐
車場が近い等。駅まで公共交通機関で通勤できる。（バスの本数は
少なく、最終バスが早すぎる。）子どもを駅近くで預けて通勤でき
る保育園等。健診で出会ったお母さんが、土岐市が好きだけど、育
休終えたら働くためには名古屋に転居しますと話された言葉が忘
れられません。 

 市民所得が近隣市町村と比較
して低い傾向にある。 

 大手企業の中には特定分野の回帰ともあるが、海外に進出した企業
も国内回帰に動きが見える。高速道路などアクセスの良さ、また災
害の少ない立地を生かして引き続き企業誘致等により雇用を増や
す。進出企業の税制等の優遇や地元雇用を条件とした優遇措置をと
り、企業にもメリットを感じてもらう。地元雇用でないなら、土岐
に住んでもらうことで定住促進制度に類似した制度も良いと思う。

 持続可能なまちづくりのため
には、そのまちで働き生活を
維持できることが必要であ
る。そうでなければ市外に流
出してしまう。人口を増やす
のはなかなか難しいと思う
が、少しでも減少スピードを

 定住人口を増やすためにはまず雇用の場が必要と思う。その後、子
育てのしやすさ、生活のしやすさを向上させていき、街の魅力をア
ップさせていく。 
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抑える必要がある。そのため
には、働く世代に魅力のある
まちにしていく必要がある。

 自家用車がないと通勤できな
いところにある職場 

 公共交通機関、企業による通勤手段の確保とその連携による通勤し
やすい職場 

 若い人が働きたいと思う働き
場所が不足していると思いま
す。名古屋の事業所レベルと
まではいかなくてもある程度
の給与が得られる働き口が増
えないと、給与が低い事業所
がいくらあっても市外への流
出は防げないと思います。 

 土岐市くらいの規模で高速道路のインターが 3 つもある市はなか
なかないと思うので、インターを中心として、製造業の誘致がもっ
と進めばよいと思います。アウトレットなど小売業は製造業に比べ
ると勤続年数も短く給与も低くなりがちで若者の定住にはつなが
りにくい働き口だと思うので、製造業などが物流の利点を生かして
増えて欲しいです。 

 若い世代や、女性が働きやす
い環境を整える。 



 若い労働力が市外へ流出し、
生活基盤も市外へと移りつつ
ある。就職先として大型店舗
等も考えられるが、アウトレ
ットのようにアルバイトやパ
ートタイムが増えそう。 

 土岐市に定着して働いてもらえる魅力ある職場の創出や確保が必
要。 

 若者が土岐市で暮らし、働け
る街づくり 

 回答 1と重なるが、土岐市への企業誘致、その企業に積極的に土岐
市の若者を雇用してもらう。育児がしやすい環境整備、移住に係る
補助等を行い、積極的にアピールする。 

 若者が流出しない魅力ある働
き場所 



 若年層の市外への流出が跡を
たたない。 

 イオンモールの進出が決定したが、雇用と集客を担う企業の誘致に
今後も力を入れていくべき。 

 住民の定住を図るためには、
働く場所の確保が重要である
ため新規企業の進出などを一
層支援する。雇用につながる
ＮＰＯや法人などの設立を支
援する。 

 瑞浪市の農業法人のように午前中は社会人野球大会出場を目指し
た活動（練習）をして午後農業に従事する団体を組織するなどの事
例を参考に、地場産業を利用して雇用環境を創り出す。 

 商業施設建設、企業誘致など
で、土岐市で働く場の減少が
抑えられていると感じていま
すが、非正規雇用者は増えて
いるように思えます。（実態
はよく分かりませんので間違
っていたらすみません） 

 産業振興課の奨励金制度などをより PR し、先端技術を開発した企
業や特許などを取得した企業に対して奨励制度等を設ける。（官民
学連携のサポートなど）特定分野に強みを持っている企業集積が図
れれば、安い労働力競争を少しは避けられるような気がします。 

 将来の高齢化に向け若者が住
むための条件のうち最も重要
であるから。 

 安定した雇用の確保 

 新規参入の企業があるが、土
岐市内在住の人の雇用をもっ
と充実させてほしい。 

 求人情報等を市のホームページにも掲載する（リンクをはるでも
可）とよいのではないか。 

 人口が減少していく中、如何
に土岐市に定住してもらい、
就労してもらうか。 

 優良企業の誘致 

 人口減小の歯止めとしては雇
用環境の拡充は地域の最大の
魅力であり不可欠である。 

 土岐市の HP から市内雇用の就職情報を提供する。又は支援する。

 人口減少。  企業誘致が進んでも、土岐市に住んでもらえないと効果が薄いの
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で、他市町村にはない、魅力を作り、そうすることで結果として市
の税収にも貢献していただける。 

 人口減少を抑える。  新産業、商業の発展に伴い、地元就労者の増加を図る。 

 人口減少を抑えることが必
要。その為には、魅力ある街
づくりが必要となるが、まず
は若年層が働ける環境を整備
することが急務と考える。若
年層を取り入れることで、家
族が増え、街が活性化するこ
ととなり、商業面の発展に繋
がると考える。 

 企業の雇用に関する窓口などを設け、社員募集や企業情報などを広
く公開する。また、企業誘致をするうえで手続きなどの省略、税法
上の優遇などを行い、より進出しやすい環境作りを行う。 

 人口減少対策（雇用・産業の
充実） 

 企業誘致や新産業の育成を行い、雇用環境を整備・充実させる。 

 生活困窮者に対する雇用環境
の整備 

生活保護やその申請を検討す
るような段階に至ってしまっ
た世帯の就職、再就職がしや
すいような環境を整備し、市
内の就労可能年代における就
労率を高める。 

 単身世帯の無職の者や、世帯構成員全員無職といった世帯のうちの
一人を正社員として採用し、一定期間継続した場合に、その期間に
支給した給料の一部を支援してはどうでしょうか。 

 積極的な企業誘致  雇用の場が生まれれば、それほど単純にいくとは思えないが、人口
が増え、社会資本が整備されていくことにつながると思う。 

 積極的に企業誘致し雇用の確
保をしているが人口は減少し
ている。 

 大型商業施設が今後開業していくため雇用が期待できるが、就業者
が市内に定住したいと思えるような魅力があるまち作りが必要。
（駅前の環境整備、陶磁器産業の活性化等） 

 他市や県外に出て行ってしま
ったり、雇用条件が合わずに
職のない人もいる。 

 工業団地に、大企業の工場を誘致できるよう積極的に企業に働きか
ける。土岐市に優秀な人材を採用して誘致活動をする。 

 多治見より先んじて企業誘致
に努め、工業団地の造成に取
り組んできたとは思うが、市
外に就業する人は多い。派遣
やパートなどの非正規雇用が
多く、日本全体で十分な雇用
環境にないと思う。単に生産
現場や店舗といった分野だけ
でなく、より高度な分野での
産業集積が所得水準を上げ、
市の税収増や町のブランド化
や魅力や活性化につなげて行
く必要がある 

 交通の利便性や強固な地盤だけでなく、企業が必要とする人材を確
保しやすいという観点で教育・就労支援機関の創設（コミュニティ
カレッジ的な）などを行う。 

 地元で働く住民が少なくなっ
ているのではないか。また、
それに伴い人口増も伸び悩ん
でいると感じる。人口増がな
ければ今後は市全体が衰退し
ていく方向となり住む魅力も
薄れていくと危惧する。 

 地元での雇用対策は非常に難しい課題であると感じますが、具体的
なアイデアも難しいです。しかし大型商業店舗や王手企業誘致で改
善されてくると感じていますが。 

 地元で働く場所がまだまだ少
なく、雇用機会を求めて都市
部へ人が流れてしまう。 

 企業誘致を行うことはもちろん、これから土岐市で起業する人を増
やすため補助金を出したり、事務所を設立する場所を斡旋するなど
地元での企業活動を応援し、雇用機会を創出する。 

 定住促進の前提として、若者 
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が魅力を持てる働く場所の確
保が必要。（特に正規職員と
して） 

 土岐市からの人口流出を防ぐ
ためには、やはり土岐市に働
く場所がないといけない。 

 企業の誘致などで雇用を増やす。 

 保育施設等の充実をはかり、子どもを持つ女性が働きやすい環境を
整える 

 土岐市でも人口減少・高齢化
が進む中、土岐市に住む若者
労働者の市外流出を防ぐた
め、好条件の雇用環境を確保
する必要があると考える。 

 企業誘致による雇用環境の創出に加え、新卒等の若者を採用する企
業に対して、市独自の優遇措置等を制定する。 

 土岐市には陶磁器産業がある
が、全盛期と比べても衰退し
ており、雇用も減少している。
また、名古屋等の市外に就職
する方が多く、土岐市内で就
職する魅力がないように思わ
れる。 

 今後も積極的に企業誘致を行い、地元の雇用を充実させる。また、
商業施設の誘致も行い、そこでも雇用を増やす。雇用が増えれば土
岐市に住む人が増えるので、マンション建設にも力を入れる。 

 土岐市に若年層が定着するよ
うな雇用環境の整備が必要。

 土岐市には、正規雇用で働ける場所が、一時に比べかなり減少して
いると思われる。非正規雇用を受け付けてくれる職場は若干ではあ
るが増加していると思われるが、若い世代が就職するにはまだまだ
受け口が少ないように感じる。企業誘致等によって改善はしている
と思われるが、まだまだ土岐市民以外の方が就職しているのではな
いか？土岐市に住んで土岐市内で働ける職場への支援を増やす方
策を立案すべき。 

 土岐市に住んでもらえるため
には家から通勤できる職場が
必要 

 企業に進出して来ていただける工業団地等インフラ整備 

 土岐市に多くの人が働きに来
て活気のある街に 

 多くの企業の誘致を進め、土岐市での雇用の拡大を図る 

 土岐市内での雇用環境を充実
させることにより、若年層の
人口流出を食い止め、逆に人
口の呼び込みに繋げる。 

 土岐市の新産業を育成することができれば、土岐市内に大きな雇用
が生まれる。 

 U ターン、I ターン就職希望者への支援 

 陶磁器以外の時代に合った新
しい、土岐市に合った産業を
誘致する模索が必要である。

 高速道路へのアクセスの良さを利用した産業の誘致（多治見市のア
マゾンなど） 

 特に若年層が地元に住み続け
ることができるための雇用環
境の充実。子育てのしやすい
雇用環境の整備。 

 若年層が地元に住み続けることができる環境づくりという意味で
の雇用環境充実が必要。市内における雇用環境充実、産業の高度複
合化のための新たな企業誘致用地の確保策を講じる。場合によって
は隣接市にまたがるエリアにおける調査や用地取得などを行う。 

 美濃焼業界は所得水準が低い
と言われている。 

 土岐市（周辺市も含む）に誘致した企業も地元からの雇用を期待し
ているため、うまく誘導できるような施策あるいは情報提供がある
とよい。 

 優良企業の誘致  工場適地の調査やオーダーメード型団地造成を通して、優良企業の
誘致を図り、市の魅力を高めることで若者の定住化を図る 

 臨時職員が多い  頑張っている臨時職員には、正規雇用の採用を認める。 

12 社会教育の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 核家族に対するサポートの必
要性：今日核家族の世帯が増
えており、周囲に手を借りる

 核家族の世帯が相談できるような窓口や集まりを設ける。子育て・
仕事が終わりセカンドキャリアをスタートさせている高齢者の方
等を相談員としてお願いし、サポートが受けられるようにする。 
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ことができる人がいない、問
題が発生した時に相談しやす
い人がいないという事態が発
生していると考えられる。 

 共働きの親が増え、子どもと
かかわる時間が減少する中
で、増々家庭教育が重要性を
増してくる。子育ての方法や
躾、コミュニケーションの方
法など、保護者の学びと交流
が必要となる。しかし、働く
保護者ほど研修の場に参加で
きる機会も限られ、一部の保
護者の学びとなってしまう傾
向がある。 

 家庭教育学級などの機会を通して、学びと交流の大切さを伝えると
共に、内容の充実を図っていく必要がある。また、開催方法や時間
等も工夫していく必要がある。授業参観と一緒に研修会を企画する
など、必ず保護者が参加する機会を生かす必要がある。また、実施
したことを全ての保護者に通信などを通して伝えるなど、在宅型の
家庭教育の推進も図っていく必要がある。「子育ては、親育ち」の
考えのもと、親を育てていく必要がある。 

 言うことを聞かない子供に対
する暴力（児童虐待）や育児
放棄した身勝手な親のニュー
スを見る度に家庭教育の重要
性を感じる。子どもが子ども
を育てる状況となっては、し
っかりとした子どもが育たな
い。ひいては、貧困の連鎖す
ら危惧される。 

 子連れで行けるおしゃれなカフェ（若者が集まる場所）をＮＰＯ等
の協力を得てつくり、それに併設するかたちで高齢者が集えるカフ
ェ（サロン）を設ける。お互いの交流が図れるよう高齢者が昔の遊
びを教える等の講座を実施することで、祖父母の年代にあたる高齢
者から昔の話や体験談を聞くことで、子育てしている親の教育を
し、家庭の教育力を向上させる。 

 子どもの中に個性が非常に強
い子どもが増えてきている。
その保護者もやはり強い個性
を持っている場合が多い。社
会教育面での家庭教育や成人
教育において子どももさるこ
とながら大人の意識改革を図
る必要がある。 

 家庭教育学級やＰＴＡ、職場で学ぶ家庭教育理解講座、その他各種
講座・事業などを通じて継続して啓蒙を図ることが重要である。 

 若者にもっと地域への興味を
持ってもらえるようにする。

 社会教育というか、他市と比べて土岐市はどんな状況かというよう
なことを、統計を用いながら学ぶような授業を中学校くらいで行
い、若者に市への意識を向けてもらうような取組みを行うことで、
市をより良くしようと思ってくれる若者を育てたら、将来への可能
性が広がるのではないかと。一時的な授業ではなくて、中学校３年
間をかけて少しずつ授業や発表を行うような。ある程度自分で（若
しくはグループで）調べたい分野を決めて、研究を行うような形。
そして市内の高校生には、市政のさわりに参加できるような（広報
ときを一緒に作ったり、図書館のボランティアを推奨したり等）こ
とを、学校と協力してできないかと。 

 将来の土岐市を担う子どもた
ちが地域社会で活躍できる素
地をつくるための教育の充実

 子どもが地域で活動する機会を設け、その活動を評価し表彰する仕
組みなど。 

 少子化や核家族化、情報化等
の経済社会の変化、地域にお
ける地縁的なつながりの希薄
化などにより、地域や家庭に
おける教育力が低下してい
る。人権に対する正しい理解
と認識が十分されないため、
人権侵害も発生している。 

 学校の施設などを老人クラブ、社会教育団体などに提供し、子ども
が自然に地域住民と接する機会を増やす。 

 人間力（社会を構成し運営す
るとともに、自立した一人の
人間として力強く生きていく

 学校教育では限界があるので、家庭教育の中で人間力を養う。 

 保護者を対象とした講演会、スキルアップ講座などを開催。 

 楽しく学べる環境を整備する。 
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ための総合的な力）が低下し
ている。 

 地域社会全体で子どもの健全
育成を図っていく 

 放課後教室等で、習い事（たとえば、体操教室や習字教室、音楽教
室や作品作り、実験など）が出来るようにする。多少、月謝を払っ
てでもよいので、放課後の時間を有効に活用したいと思っている保
護者は多いと思う。講師は、ボランティアだけでなく、その道を退
職された高齢者の方にお願いすることで、その方の生きがいづくり
や介護予防にもつながるのではないでしょうか。地域の人との関わ
りで子どもも学ぶ機会になると思う。 

 放課後学級の充実。共働きで
習い事をさせたいが、放課後
学級に預けるしかできない。
預けるのなら、ただ遊ばせる
だけでなく、小学生のうちか
らいろいろな体験をさせた
い。 

 様々なニーズ、予算に合わせて年度毎にいくつかの習い事を提供す
る。専門の講師を確保する。個人的には絵画、新体操や、囲碁、将
棋、そろばん、英会話などの教室が魅力的です。 

13 学校教育の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 教職員の質の向上 

 心の教育の強化（いじめ対策）

 カリキュラムの再考 

 心理面（児童生徒、教職員共
に）のケアの充実 

 教職員、児童生徒に対し、専門家による「道徳教育」を徹底。教職
員のモラルや児童生徒の心に働きかける必要性を感じます。また、
教職員の研修回数を増やし質を向上させることや、これまで以上に
スクールカウンセラー、要支援児童生徒サポート支援員を充実させ
ることも、快適な学校生活を送る上で（教職員、児童生徒共に）不
可欠であると感じます。財政上困難かとは思いますが、教職員の増
員も、教職員の質の向上や学校教育の充実に繋がると思われます。

 子どもたちの健やかな成長
が、土岐市の未来を創ると考
えます。 

 充実した教育環境を整えるための予算をお願いしたい。また、幼少
期の育ちが後の育ちに少なからず影響します。保育園・幼稚園の職
員待遇の改善もぜひお願いしたい。 

 いわゆる学級崩壊やいじめな
ど、小中学校の学校運営に
様々な問題が顕在化し、教育
に熱心な親の公立学校離れが
進んでいる。 

 ①土曜日授業による、時間的・精神的なゆとり。 

 ②強化科目、強化スポーツなどによる学校の特色化＝魅力ある学校
づくりを進める。 

 この先少子高齢化が進み、労
働人口の減少が心配される。
有能な人材の流出を防ぐ意味
においても、学校教育におい
て土岐市の魅力を認識しても
らい、土岐市への郷土愛が育
つような取り組みが必要と考
える。 

 土岐市内の小中学校における学校教育の一環で、里山遊びをしなが
ら特有の生態系を学んだり、山菜や木の実などを採取、調理、試食
するなどの体験を通して郷土愛を育む。 

 学級担任の多忙化  小中学校の３５人学級を全ての学年で実施する。そのための予算を
つける。 

 学校の中心は校長であるが、
その異動が 2年程度のサイク
ルになっている。二年では何
もできない。また、保育園・
幼稚園の園長や職員の異動も
早すぎる。また、保育園・幼
稚園での職員も半分以上が
日々雇用職員であり、教育に
対する意識の低さが気にな
る。費用対効果や成果主義で
はできない教育だけに、目に

 土岐市在住、在勤の校長の同一校勤務年数を延ばす。５年程度保育
園・幼稚園の園長は一般行政職と違い地域の保護者や住民との人間
関係の構築が教育に及ぼす影響も大きい。時間と人間関係つくりが
重要であることを理解し、３年程度は同一園勤務が必要である。 
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見えない部分が大きいことも
わかるが、これからの土岐市
をせおっていく人材の育成が
土岐市を成長させると思う。

 学校教育の充実として、次代
を担う子どもたちの健やかな
こころを育む教育のあり方と
専門職員の充実。 

 臨床心理士などの専門職員やピアカウンセラーなどの身近な相談
相手など、子どもの状況に合わせたこころの問題の解決や、こころ
を育む教育が出来るとよい。 

 学校教育の充実に関する市民
満足度（現状 15.2%）をどう
すれば高められるかを検討し
ていくべき。学校教育が充実
している街には、若い世代の
人々が集まり、人口増加、街
の活性化につながると思う。

 満足度調査のアンケートを適宜実施し、どういった点が不満で、ど
ういった点が満足なのか、市民の意見を集め、その意見に沿って学
校教育を変革していくべきではないか。また、親へのアンケートだ
けでなく、生徒へのアンケートも重要視すべきだと思う。 

 学校教育は次世代を担う人材
を育成するという大変重要な
役割を担っているが、子ども
を取巻く環境は、親の所得格
差から生じる教育格差、親に
よる子の虐待、不登校、いじ
め、子どもが被害者や加害者
となる犯罪の増加等、難題に
溢れている。多様な課題は地
域全体で解決へ導き、社会を
生き抜く強い子どもを健全に
育てる必要があるが、その中
核として学校教育の果たす責
務は大きい。優れた学校教育
を提供することは、未来社会
への投資であり、また、充実
した学校教育のあるまちに
は、子育て世代が集まってく
ることも期待できる。 

 教員の能力向上等、育成 

 自治会や専門機関等、地域社会との連携強化 

 コミュニティスクールの実践 

 問題のある家庭環境（虐待、貧困等）への適正対応 

 土曜日の有効活用 

 道徳教育の充実 

 不登校児への多様な対応、カウンセリングの充実やフリースクール
の活用等 

 ＩＣＴ教育の活用 

 優れた子どもの才能を伸ばす個別対応教育の強化 

 先進の教育現場の視察、先進事例の検討と実践 

 学校終了後の学童保育制度の
実施。 

 学校の空き教室、体育館の２階等市の施設を現状のとおり利用する
が、運営を民間 NPO 等に委託し事業主体を直営から移行させる。利
用料金についても各会場で決定させ施設規模の違いにより定員も
規模に合わせたものとする。保育を重視することから親の就労等を
利用条件とし現状の月 3,000 円から値上げし、時間帯も 7：30～19：
00 程度とし子育て世帯に利用しやすい時間とする。 

 環境の改善  施設の改修 

 諺にもあるように、子どもの
頃に学んだことや体験したこ
とは、大人になっても忘れる
ことなくいつも心にあるもの
だと思います。郷土愛を育て
ることで、学生時にいったん
市外に出ても、戻ってきてく
れたり、地域活動に自然と参
加するようになるのではない
でしょうか。 

 総合学習で授業の一環として、地域活動に参加する。（職場体験の
地域活動版） 

 施設設備の充実を図るべきで
ある。老朽化に伴う施設設備
の充実を図る。また、人的環
境を市が独自の方法で整える
べきと考える。 

 学校によって設備の格差があり平等でないために計画的に充実し
ていく。また、職員の時間外勤務があり、人的に配置を多くするこ
とが負担軽減につながる。 
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 次世代を担う子どもを教育す
ることは重要。 



 将来を担う子ども達に対し
て、良い環境（物的・人的）
で教育が受けられるようにす
る。 

 学校教育に関わらず、乳児期・幼児期から住みやすい土岐市の環境
づくりが必要。 

 土岐市を豊かにするには、土
岐市を担う次世代を育てなけ
ればならない。 

 学校教育を含め様々な手法により、土岐市の良さを次世代に伝え
る。保育、幼少教育、小中学校教育といった、「点」で教育するの
ではなく、子育てから自立まで一貫した方針に基づき教育を実施す
る。また、土岐市には大学等が無いので、土岐市出身の大学生から
色んな意見を聴取しながら、土岐市にフィードバックさせる。 

 附属幼稚園全てにおいて、未
満児及び 3～5 歳児を確保で
きる体制の整備。 

 例えば土岐津町の附属幼稚園は 5 歳児の受け入れ体制しか整って
おらず、土岐津町内保育園との癒着から脱却できない状況にあるた
め、4歳・5歳児の入園希望者が他町の附属幼稚園に流れてしまい、
他町附属幼稚園の入園希望者があふれ抽選になるなど、悪循環に陥
っている。土岐津小学校附属幼稚園の 3～5 歳児すべてを受け入れ
られる体制を整備する。 

 明日の土岐市を担う青少年の
育成は非常に大切である。何
時までも、自分が育った土岐
市に愛着と誇りを持ってくれ
る子どもや国際化に対応でき
る子どもの育成が必要であ
る。 

 人口減少と少子化が非常に問題となり、日本創生会議によれば、全
国の実に８９６自治体が消滅可能性都市と指摘された。土岐市は辛
うじてその指摘は免れたが、同様の傾向であることは言うまでもな
い。これは、単に子どもの数が少なくなってきていることだけでな
く、就職や進学のため高校等を卒業した子どもたちが土岐市を離
れ、都会等に行ってしまうことによる要因が大きい。このため、ふ
るさと土岐市に対する学校教育や地域教育を実施し、土岐市に愛着
や誇りを持ってくれる子どもの育成が必要である。また、岐阜市で
は、英語教育を小学１年生から始められるという新聞報道等があっ
た。今後ますます国際化が進展していくと思われるため、英語教育
の充実等、国際化に対応できる子どもの育成が必要と考える。 

 幼稚園教育に対する支援体制
の充実 

 子育て支援課、教育委員会の幼稚園への支援体制の見直し障がい児
受け入れについて規定の明確化と体制整備、正規職員の増員 

14 生涯学習の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 各施設の協働  横断的なイベントの開催、積極的な人事交流 

 各種教室は開催されていて
も、日中就労している人が継
続的に学べるような教室がな
い。 

 平日夜間等、仕事帰りに寄れるような教室を開催。就労している人
でも負担なく通える場所・時間で開催してもらいたい。 

 高齢化社会を向かえ、益々高
齢化率が伸長し、多くの高齢
者が生涯教育に関心を持つよ
うになっている状況の中で、
専門的な知識を持った公民館
主事が必要になってきてい
る。 

 予算の関係もあると思いますが、昔のように、公民館主事を市職員
に戻したり、それが困難ならば、嘱託職員の更なる充実のために、
研修の実施や採用時の条件を設けたらどうか。 

 高齢人口の増加に伴い、健康
寿命をのばし、生涯に亘って
社会参画できる環境と、人材
の活用が必要と考えるため。



 子育て中の親の学びを支援す
る施策の展開 

 事業所等との連携による啓発活動を工夫する。（仕事をしながら活
動に参加できるような仕組みを工夫する。例えば社員を参加させる
事業所に対して何らかの補助や特典を与える。活動や内容もワーク
ショップ形式にする等、主体的に取り組めるものにする。とにかく
予算を付けてでも事業所を巻き込むようにする。） 
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15 スポーツの振興 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 スポーツを行う機会が少ない
人が多い点。 

 より多くの人にスポーツをすることの面白さや楽しさを感じても
らうために、スポーツに参加や見学できる機会を作る。 

 健康で文化的な生活をおくる
ためにスポーツをすることは
望ましい。また、町内スポー
ツ行事により近年希薄化して
いる地域コミュニティの形成
の一助となる。スポーツが活
発に行われることにより地域
が活性化する。 

 町内のスポーツ行事が活発に行われるよう、体育協会と連携しサポ
ートする。県域・全国規模の大会を積極的に誘致して、地域の活性
化と選手の向上を図る。 

 健康志向が高まる中、ランニ
ングする人口は増えているが
市民の方が安全にランニング
するコースがないので整備出
来ると良いと思う。 



 子どもがスポーツをする機会
が減少している。 

 地域にすでにあるスポーツ団体を活用し、体験会を開催する。 

団体に対して、金銭的、人的（講師等）な助成をする。 

 市を挙げた生涯スポーツの推
進現在、市民総体、土岐市一
周駅伝などの行事が行われて
いるが、土岐市と言えば“〇
○が盛ん”、“〇○の街”と
して、若者からお年寄りまで
が生涯スポーツとして行って
いるものが無いことから、市
を挙げて生涯スポーツの振興
が課題である。しいては、地
域振興のきっかけになると考
える。 

 若者からお年寄りまでが一緒にできる種目を選定し、市の生涯スポ
ーツとして認定する。指導者の育成、大会の開催、将来は全国大会
を誘致する。あくまで案として、中学校で必修となっている剣道（武
道）を単に中学の授業だけでは勿体ない。また、中学での指導体制
が充分であるといえない。そこで、地域の力を借り、市剣道連盟の
他市内にいる剣道有段者が中学校のほか小学校においても剣道の
指導を依頼し、地域の絆、地域振興につなげていく。剣道は生涯剣
道と言い子どもからお年寄りまででき、武道を通じた若者の育成が
できる。 

 市内にあるサイクリングロー
ドを、もっと有効活用するこ
とはできないでしょうか。 

 全国的な自転車ブームが始まって、久しくなりますが、その勢いは
衰えるどころか増しています。そんな自転車のレースには、全国か
ら参加者がたくさん集まります。これを利用して、土岐市に集客を
はかることが可能です。レースではなく、従来のサイクリングロー
ドを生かしたコースで景色などを楽しみながら回ってもらう「土岐
ポタリングフェスティバル」など、気軽にいろんな層の人々が集え
る、「土岐市」を知ってもらう事業を展開してみると、効果が上が
ると思います。 

 市民体育館の整備  ４つある市民体育館のうち、３つが老朽化している。３つ閉館して
総合体育館を建設する。 

 住民間の関係の充実。活気の
あるまちづくり。 

 スポーツフェスティバルなどを積極的に開催し、一部の人間だけで
なく、すべての住民が参加するような環境をつくる。近所間の関係
が薄れていく世の中、町内で協力して物事に取り組むようなことを
より増やしていくことが、市全体の活気づくり、防犯にもなってい
くと思います。 

16 文化・芸術の振興 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 市役所職員による美濃焼に関
する歴史の再確認。美濃焼を
地場産業として成長してきた
土岐市であるが、その魅力、

 職員採用試験に土岐市の美濃焼に関する設問を作成し独自の問題
を作成する。採用後も定期的に研修を継続。美濃焼検定等独自に実
施。 
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

技法等の問い合わせについて
業務に携わった職員しか対応
できない。土岐市を PR するの
に職員全体に基礎的知識の取
得が必要。 

 質の高い文化芸術を提供する
ことや、参加型の文化事業を
活性化させれば、高齢者の生
きがい、健康増進、地域のつ
ながりが強くなると思われる
ため。 



 全市民の日常的な文化生活の
向上 

 親学が絶対に必要である。親が学ぶ姿がなければ子どもも学ばない
からです。いかにして親が学び続けることができるか。企業研修と
の連携、家庭教育学級との連携など、３０－４０歳代の親がもっと
学ぶ工夫を敷くみたい。良い方法はまだ見つからない。 

 文化・芸術のさらなる振興の
ためには、その拠点として文
化プラザ施設の充実が不可欠
である。 

 文化プラザをより充実させる一番の方法は、市庁舎を別の場所への
移転が必要で、それにより市庁舎としての使用が減ることで、今は
制限されている平日においても文化・芸術関係の催事を大幅に増や
すことができる。また、市庁舎の移転は、移転先においても関連企
業・店舗などの賑いを創出する可能性が高く、活性化をもたらすの
ではないか。 

 文化・芸術の振興を図る。  市民音楽祭の観客が年々少なくなり、さみしさを感じています。幼
児期より文化に触れる機会を増やしていくことも大事かと。文化プ
ラザの催し物を、親子で幼児・児童が楽しめる内容をもっと増やし
てもいいのでは。 

 文化に対する意識の高まりを
感じない。中央公民館（文化
プラザ）を中心に、各地区の
公民館がその中心的役割を果
たしているが、ソフト面にお
いて、毎年同じ企画で新鮮さ
が無い。 

 各地区の公民館主事が人件費削減のため非常勤となっているが、文
化を大事にしない典型である。目の前の経費のみにこだわることな
く、豊かな人造り、町造りには文化・芸術が最も大事なことであろ
う。専門職の公民館主事の配置を望みたい。 

17 保健の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 安心して出産し子育てができ
る環境を整える（土岐市で子
育てをしたいと思える環境を
つくる） 

 任意接種『おたふくかぜ』『B型肝炎』『ロタウイルス』等につい
ても接種費用の一部補助を行う。定員を設けない、又は日程が選択
できる 7 か月教室や 1 歳児教室を開催し、もっと気軽に身体測定や
歯の手入れ方法、食事に関する学習等に参加できる機会を増やす。

 医療費の抑制のためにも保険
の充実は重要だと考えます。

 インフルエンザワクチン接種の一部公費負担対象者の拡大 

 健康づくりや生活習慣病の予
防、介護予防、スポーツ振興

 皇居のまわりを走る人や名古屋ウイメンズマラソン、東京マラソン
など、健康維持やスポーツを楽しむためにマラソン、ランニングを
する人口が増えています。土岐市には、土岐川の堤防道（消防署か
ら 19 号まで）があります。そこに街灯や走った距離がわかるもの
の設置、セラトピアの駐車場の開放、ストレッチできる場所の提供
等により、ランニング、ウォーキング、サイクリングロードに整備
し、健康目的で運動している市民をサポートする。また、運動する
ことで、健康増進・病気予防（＝社会保障費の削減）になるので、
税や保険面で優遇するなど、運動する動機付けも行う。運動するこ
とで、税の優遇等を受けられるのであれば、土岐市へ移住を検討す
るものが現れる可能性もある。上記の整備に好評がえられれば、土
岐市には他にも魅力的なコース（駄知の窯元をめぐるようなコー
ス、バーデンパーク曾木周辺のコース等）があるので、市民から公
募し、優秀なものを整備する。さらに、整備したコースを利用して、
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

マラソン大会などのイベントを企画し、PR する。 

 健康寿命を延ばす取り組み  全市的健康づくりへの取り組みを強化する 

 本市では健康づくり教室や食生活改善講習会などを実施している
が、全市的な取り組みとは言い難い。健康寿命を延ばすには、運動
と食事が重要な要素となるが、個々が健康寿命への課題を見つけル
などの動機づけ、町内会をとおして健康づくり運動の普及、また、
健康運動実施指導者の養成などの取り組み実施する必要がある。 

 健康づくりを推進するには個人への支援だけでなく個人を取り巻
く様々な社会環境への働きかけが重要になってくる。地域・家庭・
職場・組織を取り組んだ取り組が必要どぇある。 

 測定機器を使ってグラフ化、スコア付け表示などの見える化を図る

 高齢者の健康増進  我々の仕事でも救急搬送に占める６５歳以上の高齢者の割合が圧
倒的に多く件数も年々増加の推移をたどっています。そのような観
点から高齢者の健康増進意識を高め、高齢者が健康で元気になる取
組を図る。元々そのような意識のある高齢者は自分なりに各々の方
法で健康増進を図っていると思うが、市で取り組めることがあれば
と思います。担当所管では既に健康教室等に取組みをしてみえます
が、音楽に合わせた土岐市独自の健康体操の開発及びビデオ等の配
布などはどうでしょうか。単発になるので、それを継続的にまた、
若い方へも理解してもらえるよう、小中学校で児童、生徒に教える
ことで、祖父母にも伝わるのではないか。市内の事業所に配布して、
朝の始業体操に取り入れを勧める等、定期にまた、継続して実践で
きると良いのではないでしょうか。 

 心身ともに健康でなくては健
全な生活を送ることはできな
いので、健診の実施も今後力
を入れていくことも重要だ
が、心のケアも併せて実施し
ていくべきだと思う。 

 自分がどのような状況であるかを把握できていな人やどうしたら
いいかわからない人にアドバイスをしてくれる窓口や場合によっ
ては専門医（病院の充実にも関わる部分）の紹介をするなど法律相
談のような専門的な知識を持った人に指示してもらえるような機
会を作る。 

 土岐市においても高齢化が進
んでいるが、今後 10 年でさら
にその比率は高くなることは
確実である。介護施設などの
キャパシティも現状ですでに
オーバーしており、今後要介
護者を減らす努力をしていか
なければならない。 

 寝たきりになる前の高齢者に対する運動の習慣づけなどのため、継
続的なウォーキングや軽運動系のサークル活動などの支援や、そう
した仲間作りの機会提供を行う。 

18 病院の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 現在総合病院に、胃腸などの
検査を受けられる科が無くな
ったと聞いています。市内で
検査が受けられないのでは、
安心して土岐市に住むことも
出来なくなります。産科も同
じです。人口を増やそうと思
ったら、まず医療の充実が大
切ではないでしょうか。 

 総合病院でなくてもよいので、まず１つは産婦人科を土岐市内に誘
致し、安心して診察・出産が出来るようにする。・地域の病院でも
良いので、胃腸などの検査がきちんと行ってもらえる病院を作って
いく。でも、やはり総合病院を充実させていくのが、土岐市にとっ
ては大切だと思います。 

 婦人科（特に産婦人科）が市
内になく、出産は必ず市外で
しなくてはならない現状があ
る・総合病院は専門医不足に
より実質総合病院として機能
していない 

 総合病院内の産婦人科で出産可能とすることが必要・総合病院は医
師の増員及び民間委託等も視野に入れ検討が必要 
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 安心して子供が産める土岐市
に。 

 産科医の確保 

 安心して出産し子育てができ
る環境を整える（土岐市で子
育てをしたいと思える環境を
つくる） 

 総合病院だけでは負担できない出産について、産婦人科医の確保を
目指すだけでなく、市内に出産や不妊治療のできる産婦人科医院等
の誘致を積極的に行う。開業してもらえる医院には土岐市定住促進
奨励金のような補助金を出せるようにして公募する。 

 医師・看護師等、職員不足に
よるサービス及び質の低下 

 多治見市民病院のような指定管理者制度の活用により、総合病院と
しての機能充実を図ることで市民が安心して暮らせる街づくりに
なるのではないでしょうか。 

 医師および診療科の確保  不足している呼吸器、循環器、整形外科等の医師増のために独法化、
全部適用、指定管理などの経営形態の変更や給与等の待遇強化によ
る医師確保に取り組む。 

 医師の確保  経験豊富な医師が良い。患者に寄り添って心から対応してくれる医
師が一人でもいれば回りも良い影響を受ける。質の向上に繋がる。

 医師の不足・看護師の不足の
ためか診療科の廃止、縮小な
どサービスの低下に繋がり、
それをカバーするために職員
にかかる負担の増加が離職に
繋がり、さらに状況が悪化し
ている事が続いているように
思われる。病院のあり方につ
いて、抜本的な見直しが必要
ではないか。 

 紹介状のある患者のみの受け入れ、地域に不足している診療科に重
点を置いてはどうか。市内の医院で対応できる診療科は縮小しては
どうか。 

 医師を不足。  医師を増やす。 

 医師確保及び老朽化に伴う施
設の大規模改修 

 医局による医師派遣だけでなく、あらゆる方面からの医師確保
（例：人材紹介会社を活用等）を積極的に行う。 

 医師不足  指定管理を導入 

 医師不足 

 医師不足、市内に産科がない
ことについて。 

 市独自の奨学金制度。小中高生からの意識改革をすべく病院の見
学、先生による講演、講義等。 

 医師不足により総合病院の責
務が果たせていない。 

 土岐市内及び近隣市には、個人医院、２次病院、３次病院があり東
濃西部圏域で見た場合、医療環境は充実しているため、土岐市立総
合病院にあっては診療科の絞り込みを行い、脳外科の強化といった
得意分野をつくり、東濃西部圏域全体で協力し役割を担っていく体
制を構築する。 

 医師不足による患者数の減少
が収益の減少に繋がってお
り、医師確保が最重要課題で
はあるが、これは施策として
行政が取り組める課題ではな
いため、受入体制を確保する
など医師の処遇を手厚くした
り、施設の整備、患者サービ
スの向上を推進していく。 

 現況のままでは、経営の改善が見込まれないため、各市に 1つずつ
の総合病院を持つのではなく、東濃圏域を考え診療科の分配及び適
正な規模への縮小を踏まえた抜本的な見直しを検討すると共に、現
在病院が置かれている状況を病院職員が理解する必要がある。 

 医師不足による救急医療確保
問題、及び２次医療機関機能
の低下 

 広域医療連携による医療確保 

 医師不足による救急搬送時の
傷病者及び来院者の受け入れ
体制。当番病院であっても受
け入れできないとの返答によ
り救急搬送患者を受け入れて
いただけないケースが多くみ

 今後も総合病院として運営していくのであれば総合病院としてふ
さわしい医療体制作り。また民営化も視野にいれた医療体制作り。
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られる。 

 医師不足を解消し、総合病院
としての機能を確保する。 

 医師不足の解消方法は難しい点が多いと思うが、地場産業が原因で
患者の多い呼吸器系や循環器系の医師を早急に確保し、市民の要求
に応える必要がある。 

 医師不足市内で出産できない
こと 

 医師確保 

 医師不足総合病院なのに診察
できる科がすくない。 

 総合病院なのだから、すべての科を診察できるようにしてほしい。
病院は地域にとって必要であり、しっかりしていなければならな
い。コストがかかっても医者は必要だと思う。特に高齢者は整形外
科や循環器は必要であり、常駐の医者が必要だと思う。 

 医師不足特に産婦人科の消滅
により、土岐市で子どもを産
むことができないことが、定
住につながらない。また、高
齢者が増加する中、他市の病
院への受診者が増加している
現実から、土岐市総合病院の
充実が早急に望まれる。 

 医師が総合病院に勤務しない原因は多義にわたるとは思うが、医師
への待遇の改善が効果的であろう。はっきり言って、給料大幅アッ
プしかないと思われる。その他、総合病院の指定管理者制度への移
行も当然課題とはなっていると思うが、「地域医療の中心病院」と
いう、熱い思いを土岐市がもつことであろう。県病院や東濃厚生病
院があるという考えがある限り、再生はむつかしいのでは。 

 医者不足、人員不足により総
合病院に魅力がなくなってい
る。（担当医が辞め、別の医
者に代わって何回か検査をし
た後、結局専門外だからと転
院することになったり、身内
の見舞いに行った時、他の患
者さんが看護師さんを呼んで
いてもだれも忙しく、すぐに
対応してもらえない様子を何
度か見かけた。） 

 診療科の充実。医者を含めた、接遇研修の強化。無理があるような
ら民間にまかせるのも手段か。 

 医療の質向上  規模・構成の見直し 

 科が充実していて、医療技術
も充実していて安心して診療
を受けることができる市立病
院であること。 

 医療器械と医師の充実 

 救急医療の充実及び総合病院
の診療科の再開（産婦人科・
循環器科・呼吸器内科）及び
整形外科の充実を図るための
医師確保 

 医師確保は、日々苦慮されて継続的に取り組まれており、いまさら
言うまでもありませんが、魅力は何か。①給与等（継続的）厚遇②
将来的な補償③医師の理念④労働時間の短縮（交代医師）学ぼうと
する理念を利用し、著名な医師を非常勤で招くなどし、魅力をアッ
プすると、崇高する医師や研修医が自然と集まるのではないでしょ
うか。 

 救急医療体制の充実  救急対応できる人材の確保。 

 救急車の受け入れ先が市内に
あることは重要。 

 最新機器の使用等良い面の PR を強化し受診者を増やす。(広報で紹
介・公民館・保健センター・観光場所等で掲示する） 

 救急搬送に対して、他市の病
院に比べ土岐市立総合病院の
受け入れ状況が悪い。（特に
小児科、整形外科） 

 他市の病院に比べ、医師と看護師の知識と意識が低いため、研修等
に積極的に参加させて知識等の向上に努める。総合病院であるので
各科何名医師がいれば、対応できるかを検討して、医師の人数を見
直さなければならない。状況によっては、対応できない科を縮小す
る。土岐市立総合病院の近隣には、内分泌科、小児科等専門科があ
るので通院患者は、専門科にいってもらうように紹介し、総合病院
の医師の負担を軽減する。 

 救急病院の充実化が必要。  総合病院だが、診療不能な科が多く、高齢者等に多い整形外科や循
環器科の充実のため医師の数を増やす必要があると思う。 

 近年、県道土岐足助線沿いに
内科、小児科、眼科、泌尿器

 離島やへき地の取り組み等を参考に、医師確保に努める。 
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科等が開院され個人病院が充
実してきているが、産科は市
内にはない。患者（妊婦）は
多治見市又は瑞浪市の産科医
院まで行く必要がある。病院
までは長距離ではないにして
も、患者（妊婦）の状態を考
えるとかなりの負担になる。
若い世代には近くに産科医院
がある場所を住む場所の選択
肢とする可能性があるのでは
ないか。産科医院があれば、
定住者が増え人口減を防ぐ 1
つの要素にもなるのではない
か。また保健の充実、地域福
祉の充実にも寄与するのでは
ないか。 

 経営の健全化  医師、看護師を全国から募集する 

 経営の健全化  土岐市立総合病院は、２４時間脳卒中対応しています。一方でその
状況が市外には良く知られていない現状があるため、市のホームペ
ージ等でも PR して患者を増やす。 

 現在、医師不足により総合病
院であるにもかかわらず、整
形、循環器等対応できない病
院である。早急に改善する必
要がある。 

 民間委託 

 現在、市内で医療機関に受診
をしようとしても、受診する
医療機関がない現状がある。
総合病院でさえすべての診療
科がない状況。市民がより安
心して生活ができる環境整備
が必要。産婦人科・小児科が
必須だと考えます。 

 総合病院についてですが、今の時代医師を確保することは困難とは
思いますが、例えば院長をとても有名な方に来てもらうことによ
り、全国から若い医師が集まってはこないでしょうか?そんな単純
な問題ではないと思いますが・・・。 

 現在、綜合病院では、産婦人
科がなく、それ以外の科につ
いても手薄な体制となってお
り、総合的なケアは難しい状
態に見受けられる。産婦人科
にいたっては市内に個人病院
もなく出産は市外でしか選択
肢がない。 

 市立として全ての診療科を高いレベルで維持するのが難しい状態
であれば、２次病院規模以上の病院の誘致を行って、市内全体での
医療基盤の底上げを行うのも１つの方法だと思います。 

 現在、土岐市内には産科がな
く、出産に対する不安がある。

 土岐市立総合病院への産科医の誘致、土岐市立総合病院付近の県道
１９号線への個人産科医の誘致を同時に行い、総合病院、個人病院
の連携を図ることで、病院の負担軽減、多様な市民ニーズに対応す
ることが可能である。 

 現在、土岐市立総合病院では
整形外科や循環器の当直医が
なく、また、市内で産科もな
い状態である。住みやすい環
境作りにおいても、病院の充
実化は必要と思われる。 

 人件費はかかるかもしれないが、住みやすい環境づくりのため、医
療が充実していることは必要と思われる。 

 現在の医師不足は深刻で、診
療科によっては常勤医師がい
なく、非常勤医師のみで診察
を行っている。常勤医師不足

 医師不足の解消は、大学医局との絡みもあり、一朝一夕には難しい。
指定管理、他病院との連携（住み分け）、特化した診療科のみとす
る（総合病院から市民病院へ）等、現状の直営を見直す検討を具体
的に進めていく。 
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は、入院患者の受け入れ数に
直結し、収入源である入院患
者数の減少が続いている。今
後も現状のような一般会計か
らの繰り出しを続ける事は困
難である。 

 現状、救急２次病院として位
置づけられている中で、専門
医不在等により３次病院への
搬送が増加しており、救急出
動時の病院への収容時間が長
くなっており、市民サービス
の低下があると思われる。 

 医師専門転職・就職サイトへの応募、説明会等への参加 

 現状に合わせた病院規模の縮
小東濃の基幹病院である土岐
市立総合病院は、土岐市内の
医療にとっても必要不可欠な
存在でなければならない。現
在、医師の減少からその役割
が果たせていない状況である
ため、医師の確保が最優先で
あることは言うまでも無い
が、確保できるまで病院規模
を縮小した経費節減対策が必
要となる。 

 患者数の減少から、余剰となっている検査、放射線等の医療職を院
内の人事交流として事務局へ異動させて事務職員を減らし人件費
の節減を図る。医療職が事務局の業務を経験することで病院の経営
について熟知する契機となり、院内の連携が一層良くなると考え
る。 

 個人病院が増えているが、婦
人科系の病院が無く、産婦人
科ににあっては、市外へ出な
くてはいけないのが現状であ
る。 

 人口増を目指すのなら、産婦人科を含めた婦人科系の病院が必要と
思われる。出産間近になれば、掛かりつけの産婦人科が近くにあっ
て欲しいと望んでいる。 

 項目としては、上記を選択し
たが、充実ではなく、人口減
少を見据えた適正規模へのス
ケールダウン・診療科目の縮
小やベッド数の削減等若しく
は直営のあり方などが課題と
認識する。 



 高齢化に伴い病院の充実は必
要。 

 総合病院の改革、変革、充実。 

 高齢者の増加に伴う利用や安
心して出産できるような病院
の充実が必要 

 医師不足に伴い、病院で安心して働けるような環境や医療設備の充
実 

 高齢者化が進み高齢者が増え
るにつれて、専門病院よりも
様々な疾患に対応できる総合
病院の役割が重要になってく
る。財政面で非効率な部門を
切り離さず経営状況を改善す
ることがこれからの課題だと
思う。 

 ・医師確保のため、医師奨学金の拡充と制度の宣伝、職員の住環境
整備、研修機会の拡大。・利用者のため、ホームページの充実、相
談会や講座を開催。・その他、未収金の回収強化、経費の見直し。

 産婦人科がない。わざわざ多
治見、瑞浪までいかないとい
けないのはやはり女性には優
しくない。総合病院の必要性。

 産婦人科の誘致。 

 産婦人科がないということで
す。 

 安全・安心して暮らせる街として病院に産婦人科がないということ
は致命的かと思います。全国的に医師不足はありますが、医師への
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福利厚生や報酬の充実をし、他の市と差別化を図り、医師を確保す
る取組が必要だと思います。 

 産婦人科の病院不足  総合病院に産婦人科設置：総合病院だからこそ、もし、出産に関し
て大きなリスクがあっても総合的に患者を守ることができる事を
呼びかけ、医師の確保 

 産婦人科の誘致  現在土岐津から下石への県道に開業医が集中してきているため、
「医療ストリート」等と名付けてさらに診療科目の開業医の誘致を
特化してはどうか。特に産婦人科については奨励金を出すなどして
はどうか。 

 産婦人科医がいない  産婦人科医になる人への助成・優遇、医学部との連携、産婦人科医
の誘致 

 産婦人科医の不足により、市
内での出産ができないこと。

 公立病院の医師不足。 

 難しいことは承知ですが、市立総合病院に常勤の産婦人科医を雇用
する。 

 地域の産科を取り扱っていない、婦人科医に輪番制で協力していた
だく。 

 地域の総合病院として、いつどの科にかかっても安心できるよう
に。 

 産婦人科医師の確保  勤務条件等の考慮を優遇する。 

 産婦人科病院の不足。  病院経営も商売なので、開業したいと思ってもらうにはそれなりの
人口が必要となる。補助金などの給付制度にも限界があるので、な
んとか人口増加は無理にしても減少に歯止めをかけなければなら
ない。個人の自由なので強制はできないが、まずは職員が自ら進ん
で土岐市に住まなければいけないと思う…のだが…。 

 市総合病院は医療従事者の不
足により、総合病院として機
能していない。総合病院はも
とより、市内に産婦人科はな
く、市外でしか出産できない。

 専門医の確保。診療科目の充実。民間企業の参入。 

 市総合病院は診療科が減り、
もはや総合病院ではなく市民
が安心して医療を受けること
ができない。 

 多治見市民病院の様に経営を立て直し、医師不足を解消し、本来の
総合病院としての機能を回復させる。 

 市内に産科がないことや、小
児専門医が少ない。成人に関
しても安心して受診できる医
療機関が少ないように感じ
る。 

 総合病院の診療科の充実。 

 市内に産科がなく、小児科が
少ない。子育て支援のために
医師の確保が必要。 



 市内に産婦人科が一つもない
こと。若い人が、どこに住も
うか考えると、住みづらい原
因の一つになっていると思
う。 



 市内の婦人科不足  市内に出産する体制がないのは、市として子供は市外で生んでくだ
さいといっていることになる。人口減少を対策するのに出産施設が
ないのは矛盾しているので、市内に産婦人科が必要である。 

 市内二次医療機関（当市基幹
病院）は、医師不足により機
能低下し、対応不能な診療科
目が増加傾向となっている。

 大変難しい中、病院事業改革プランが策定されることと思います
が、例として予算を確保して人脈・知名度のある医師を院長に招き
入れるなどの大改革を図り、主要診療科目の医師確保ができればと
切望する。 

 市民のための病院が、医師不
足により急性期の病院として

 地域内での連携強化により役割を明確化する 



56 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

機能できなくなっている 

 市民病院の回復  土岐市単体では無理であろう。隣の瑞浪市または多治見市と手を組
んで２市で一つの病院を立ち上げ共同経営、共同輸送バス等のアイ
デアを生み出したい。 

 市民病院の在り方  市民病院の改革を進める 

 市立総合病院の専門医不在問
題。現状、専門医（整形外科
医、循環器内科医、産科医等）
が不足している。我々消防職
員の立場からすると、医師不
在のため市外への救急搬送を
余儀なくなり、市民サービス
が著しく低下している。 

 医師の確保が先決である。 

 市立総合病院の専門医不在問
題。現状、専門医（整形外科
医、循環器内科医、産科医等）
が不足しており、市民サービ
スの低下を招いている。また、
救急の受入に関しても、専門
医不在のため受入困難な事例
が多々みられる。 

 医師の確保を含めた医療体制の整備。 

 市立総合病院も開院して３０
年経とうとしているが、東濃
三市に同じような急性期病院
が四カ所もあること 

 療養病床型の病院に変わったら、ニーズがあるのではないか（患者
家族から、すぐに退院させられるとの訴えが多いため）。 

 市立病院の充実として、総合
病院としての診療科の充実
と、市立病院としての役割の
再検討が必要。 

 子どもの発達障害や高齢者の認知症など専門性を持った診療科の
開設により、市立病院として、地域医療の拠点となる役割を担える
とよい。 

 出産できる病院がない。小児
科も救急夜間は他市の病院に
かからねばならす、状態の変
化しやすい小児のことなので
緊急時は早急に受診できる体
制を整備する必要がある。 

 産科医の確保。市内で小児科に２４時間、緊急時は受診できる体制
整備（総合病院、開業医で当番制で夜間も診てくれる等） 

 出産できる病院の確保。総合
病院の充実。 

 常勤、非常勤ともに医師、看護師の確保をする。医師、看護師の働
きやすい環境を整える。市内での開業、医師確保が困難であれば、
近隣の医療機関との連携を充実して、市民がスムーズに受診しやす
い体制を整える。 

 常勤の医師を確保し、市民が
安心して利用できるようにす
る。 



 常勤医師数の確保  東北地方の公立病院で外国人医師を雇用していると聞いたことが
ある。数年しか雇えないが、医師不足解消になるのであれば、そう
いった選択肢も持つべき。 

 深刻な医師不足により、安心
できる医療提供が充実してい
るとは言えない。 

 医師派遣のための頻回なあいさつ回りだけではなく、大学医局等の
枠を超えた医師確保の取組が必要と考える。また、看護師、薬剤師
の増員も着実に実施し、高齢化が進み、受診者が多くなっていく流
れに対応できるようにしておきたい。 

 診療科の減少により外来、入
院患者の減少を招き、結果的
に大幅な赤字を生み、多額の
市民負担となっている。 

 医師確保に尽きると思います。医師が確保できれば診療科の再開及
び新設は可能ですし必然的に外来、入院患者は増加し、それに伴い
雇用も見込めます。公立病院である以上総合診療を求められ赤字は
やむを得ないと思いますが、診療が充実していれば市民の理解は得
られます。 
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 診療科目減少の歯止めと医師
やスタッフの危機意識の改
革、救急医療体制の確保 

 現在のうす暗い照明から病院の照明を明るく変更する。他市、他県
の公立病院は照明にも配慮されている。医師の確保および地域医療
病院との連携により、診療科目を精査する必要性。医師がいない科
目は他の病院に委託して対応するなどの対策が必要。市民に対し、
今の市民病院が何を対応できる病院なのかを明確にする。困難であ
れば、県医療整備課に打診すべき問題である。 

 専門医の不在。  医師の募集を積極的に行うべきだと思う。 

 専門医師不足による救急受け
入れ体制。循環器、整形など
が受診できない場合がある。

 民営化も含めた、医療体制の改善。 

 専門医不在の解消  医師募集のオリエンテーション等を積極的実施すべきだと思いま
す。 

 全ての科が揃っていない。  医師の確保で総合病院の意味を持たせる。 

 全国的にも医師不足による地
域医療の運営がままならない
状態となっている。個人病院
はあるが、現在の 2 次病院(土
岐市立総合病院)が診療科目
も減り、総合病院としての機
能を果たしていない。救急車
の受け入れ態勢も専門の医師
がいないため受入できないた
め市外の病院へ搬送する割合
が年々増えている。市内の住
民が市内の病院へ行けない。
悪循環が続いている。土岐市
立総合病院の経営も赤字が続
いている。 

 全科目の診療が無理なら、診療できる科目の質を上げ、「この診療
科目なら土岐市立総合病院へ行けば治る」という評判が出るような
スタッフを集める。 

 総合病院が、総合病院として
機能していない。市民にとっ
ては不便極まりない状況であ
る。高齢者も多いので市外の
病院へかかるより、市内で受
診できた方が絶対にいいで
す。産婦人科など、市外にし
か病院がないため不便であ
る。 

 まずは医師を確保すること。循環器や呼吸器などの主要な科をまず
は復活させることが大事。あとは産婦人科もあると妊婦にとっては
ありがたいかと。自分の住んでいるところで出産できるのが一番で
ある。 

 総合病院しかなく夜中の救急
はいっぱい。当番の病院もあ
るようだが機能していない。

 中規模の現状ある病院をもっと活用できると思う。内科は当番の病
院でみてもらえるが整形外科や眼科、小児科など医師を増やす。し
かし担当科が増えても住民への周知が絶対条件となるので広報と
きや看板掲示、作成の費用負担等もするべき。 

 総合病院でありながら医師不
足により専門科が少なくなる
とともに救急体制の受け入れ
が悪い。 

 若い医師が魅力ある街、福利厚生面の充実を図る。 

 総合病院という名だけであり
総合病院としての機能を果た
していない。 

 医師不足が懸念される昨今ではあるが医師をしっかりと確保する。
また、婦人科系につては市外での受診になってしまうのでまずはそ
こに重点を置いてほしい。 

 総合病院という名の病院であ
るにも関わらず、複数の診療
科で医師の不在・減少がみら
れる。よって救急医療体制も
崩れてきている。 

 総合病院と名が付くのであれば、どんな診療科であっても対応でき
るように医師の確保が必要である。医師が働きやすい環境・体制づ
くり。県や国への協力依頼。 

 総合病院という名ばかりの病
院では患者数も減り、救急搬

 診療科ごとにしっかりと医師を雇用すること。 
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送の受け入れも減ります。病
院経営も厳しいものになるの
ではないでしょうか。診療科
ごとに医師をしっかり雇用
し”総合”病院にしていかな
ければいけない。 

 総合病院なのに、診療科が減
っていっているのは問題だと
思う。産科がない。 

 医師の確保。Uターン就職支援。１人でも良いので目玉となるよう
な医師に来ていただく。 

 総合病院の医師不足により、
曜日によって診察が受けられ
ない診療科がある。また、市
内に出産できる病院が一つも
ないのは改善されるべき。 

 医師を広く募る。 

 総合病院の医師不足の解消。  人口減少に伴う、税収減少等により、難しい課題だと思われるが、
充実してもらいたい。 

 総合病院の医師不足の改善。  新規採用医師・研修医などの福利厚生の抜本的な見直し及び魅力的
な労働環境を整備する。 

 総合病院の医師不足経営難  民間への譲渡 

 総合病院の看板をあげている
が、診察ができない科が複数
ある。医師の減少。 

 医師を増やす努力、毎年大幅に医師が退職していく理由を明確にし
て改善を図る。立地条件から災害医療病院（ＤＭＡＴ）等を視野に
いれ、民間委託も検討する。 

 総合病院の規模が縮小してい
る。 

 産科などは隣市の病院とドクターをシェアするなどして確保する。

 総合病院の経営安定化や医師
不足等の解決 

 指定管理等による外部委託 

 総合病院の充実  地域の基幹病院、総合的な病院としての強化 

 総合病院の充実・活性  医師の確保が最重要だと思うが、難しいのであれば、せめて病院が
活性化できるよう、市と病院を連携させた催しできたらと思う。今
のままでは市民の病院への不満ばかりで、健康に対する意識につな
がらない。 

 総合病院の診療科目がどんど
ん減り続け、総合病院とは言
えない状況である。医師・看
護師不足、病棟閉鎖、赤字経
営から抜け出せない。 

 診療科目を減らすなら特定の診療科目に特化し、全国的に有名な病
院にする。例えば、最先端医療機器を導入するなど。そうすれば医
師もやる気が起こるのではないかと思う。そういった機器がないの
で治療ができず志の高い優秀な医師が入ってこない、または出て行
ってしまうのではないか。また近隣市町村で小児科があるのは県立
多治見病院であるが、救急で行くには遠いし、待ち時間がとにかく
長い。子育て世代には救急でかかれる小児科が必要であると思う。
看護師等のスタッフについても慢性的な人手不足を解消する必要
がある。働く人の心が穏やかでないと良いサービスは提供できな
い。 

 総合病院の役割（個人医院と
の連携など）見直しなど医療
の一層の充実 

 市民の健康を保つ場所としての機能を加えるなど、健康増進、リハ
ビリ施設との一体化や特典付人間ドッグなど総合病院としての強
みをより伸ばしていくといいような気がします。併せて個人医院に
は出来ない高度医療が一つでもあればよいと思います。また東濃地
区に常時夜間休日救急対応できる、またリハビリ施設をもつ動物病
院が少ないように思えますので道路網が充実してきている土岐市
で他地域にはないものがあればよいと感じます。 

 総合病院は、医師不足のため
各診療科が機能してない。 

 各診療科の診察を可能にするために、医師の増員が必要 

 民間委託等の検討が必要 

 総合病院を、これからどうし
ていくのかを検討する必要が
ある。 

 総合病院を、東濃圏域の医療体制のなかで、どのように位置づけて
いくのかを決定する必要がある。それを受け、維持していくのかど
うか、規模はどれぐらいがいいのか、維持管理体制をどうするのか、
等を早急に決定する必要がある。 
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 総合病院を指定管理にする。
または売却する。 



 総合病院機能の充実。  今、医師も少なく総合病院としての機能をしていないので、市独自
の再建が無理であるのなら、売却等を考えて、他の組織に運営を任
せる。 

 総合病院診療科の充実  土岐が丘などの若い世帯で出生が増えるなか、土岐市総合病院以外
でも産婦人科の誘致をぜひ検討していただきたいと思います。 

 地域医療体制が崩壊してお
り、安心して生活していくに
は不安だと思います。衣・食・
住環境を整えることも大切で
すが、安心して生きていく上
では医療は欠かせないもので
す。頼れる医療、愛のある医
療、連携した医療体制を整え
ることが急務です。 

 高度医療との連携として、病院にヘリポート施設の建設すること
で、岐阜県をはじめ他県のドクターヘリ等と連携し受け入れ・送り
出しの体制を強化する。受診、検査、診察、会計までの円滑な流れ
を見直しつつ、常に質の高い医療が提供できるように大学病院との
関係を密にし、医師の教育環境やスタッフの働く環境を整え、適切
な経費のありかたを第３者機関に委ねる等の検討をしてみる。 

 土岐市に現在住んでいる人に
とっても、転入を考える人に
とっても大事な問題だと思
う。県病院や東濃厚生でなく、
土岐総合へ戻ってきてもらえ
るようになって欲しい。危機
感を感じます。 

 他の病院との連携を図り、協力をお願いする等。 

 土岐市に産科がない。産科が
ないことは、子どもを産み育
てる女性にとって、不安材料
の 1つである。 

 総合病院の産科再開、産科医院の個人病院開業にかかる助成などに
より、安心して子どもを出産できるまちであるように整備をしてい
くべきである。また、総合病院については、ある程度特化した専門
科でも良いのではないか。例えば、小児専門病院（このためには、
小児科医師の充実は必須であるが）、核融合科学研究所と連携した
中性子線を活用した高度医療技術提供を可能とする医療体制を整
える。 

 土岐市に産科がないことにつ
いて、もっと近くに産科があ
ればいいのにという声をよく
聞きます。市内で安心して子
どもを産むことのできる場所
は少子化の面からでも重要か
と思います。 

 産科開院における補助 

 土岐市総合病因の評判が芳し
くない 

 今後の高齢者社会や、子育て支援の充実等考えた場合、市内唯一の
公立病院の発展が必要 

 土岐市総合病院は毎年患者数
が減少し、一般会計から赤字
補てんをおこなっている。あ
る程度市民サービスは必要だ
が土岐市には個人病院も多く
あることから総合病院の存在
について今一度考えるべきで
はないか。 

 総合病院ではなく、専門分野に特化した病院に移行する。または、
民間病院に施設ごと譲渡する。いつまでも赤字が累積するだけの負
の財産は本体の市政に影響を及ぼすため早急な対策が必要である。
民間企業は採算が取れないとわかると処分が早い。（公的機関の住
民サービスは他の施策にシフトした方がベストではないか） 

 土岐市内における病院数は多
いものの、２次病院として総
合病院の専門医師の減少があ
る。 

 医師の確保を全国に依頼。優秀な人材を育てる 

 土岐市内に産婦人科の医院が
なくなったので他市の医院を
利用しなければならない。 

 土岐市内に新たな産婦人科の医院を誘致するのはどうでしょう。 

 土岐市民の基盤である土岐市  土岐市立総合病院では医師の確保など大変な部分は多いと思うが、
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立総合病院の立て直しが重点
課題だと考えます。市立病院
は市の顔であり医療の充実と
いう面では不可欠。 

脳卒中センターを開設したことを機会に土岐市立総合病院の売り
をアピールするのも良いと思う。 

 土岐市立総合病院では、病棟
の閉鎖や診療科の減少など地
域基幹病院として機能してい
ない。実際に土岐市民が多治
見市や瑞浪市の病院を受診し
ている。市民が安心して暮ら
せるよう、病院機能の充実が
必要である。 

 総合病院として地域の住民が安心して暮らせるよう、産婦人科系の
復活、呼吸器系診療科の設置など多様なニーズに答える診療科の増
設をする。 

 土岐市立総合病院について…
総合病院というものの、診療
科目が限定されている。 

 多治見市民病院の民間委託のケースを参考にし、民間委託を視野に
いれてはどうか。民間ならではの経営手腕を導入することで、魅力
的な医療機関となると思う。 

 土岐市立総合病院の医師の充
実 

 医師の待遇を改善して募集をかけるべき。 

 土岐市立総合病院の医師の数
が減少しており、２４時間対
応できる診療科が減少してい
る、そのため、救急の受け入
れが困難であったり、他病院
への転院など多くなり、市民
に対する救急医療のニーズが
できていない状態となってい
るのも事実である。 

 土岐市立総合病院を市が運営しているが、赤字経営となっていると
聞き、これ以上市での運営ができるのか非常に疑問である。指定管
理者制度にし、民間での運営を行ってはどうか？ 

 土岐市立総合病院の医師及び
科の不足 

 呼吸器、循環器、整形、消化器と最も医療として患者が多くいる科
及び医師がいないというのは、総合病院として成り立たないし、そ
ういったところが暮らしにくい等の市民意向の一つだと感じる。 

 土岐市立総合病院の医師不
足。 

 若い医師の確保を優先する。市内や東濃出身で、経験年数の短い医
師に対し、住宅や補助金を提供することで土岐市立総合病院での就
労と土岐市内の定住を促す。 

 土岐市立総合病院の救急受け
入れ態勢 

 救急受け入れ態勢の充実のために、人員を増加（特に各科の専門医
を増加）する。 

 土岐市立総合病院の診療科目  土岐市立総合病院の診療科目が減少し、総合病院としての機能低下
がみられる。救急搬送の受入体制も過去に比較し、受入不能率が高
まっているため早急に医師の確保し診療科目増を図っていく必要
を感じる。 

 土岐市立総合病院は、数年前
に比べ救急の受け入れ要請に
対応できないことがかなり多
い。特に整形事案はほぼ不可。
また産婦人科医もない。 

 土岐市立総合病院の医師の充実。医療体制の整備。民間委託も考慮
してもよいかも。 

 土岐市立総合病院は総合病院
というものの、医師不足等に
より診療が実施されていない
科がある。 

 費用面等についてはわかりませんが、多治見市民病院のように民間
病院に委託する。 

 土岐市立総合病院は二次救急
医療施設として中心的な役割
を担っているが、産婦人科な
ど必要な診療科がないため、
安心して子供を産める環境で
はない。 

 人口減少に歯止めをかけるためにも、土岐市立総合病院に産婦人科
医師を確保し医療体制を充実させ、市民が安心して子供を産める環
境を整備する。 

 土岐市立総合病院において、
産科がないことで受診したく

 医師の採用を検討する。 
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てもできない。整形外科にお
いては、予約でないと受診し
てもらうのに何時間も待合室
でまたなくてはならないとい
う状態である。病気をした時
にすぐに受信できる病院があ
ることが、重要ではないか？

 土岐市立総合病院の医師不足
があり、救急搬送で整形外科、
循環器の受け入れができない
状況で多いため、県立多治見
病院への搬送が多くなってい
る。周辺に救急の受け入れ病
院がないと、その後のケアも
含めて本人、家族の負担が多
くなる。 

 整形外科、循環器の医師を増やす事により、救急搬送の受け入れ状
況がかなり改善できると思われます。 

 土岐市立総合病院は、土岐市
を代表する総合的な病院とし
ての役割を果たすべきである
が、現状は機能していない課
も多く、充分な役割を担えて
いない。 

 他市や民間病院との連携。 

 病院の質及び医師不足  総合病院とういう名前であることは、すべての診療ができないとお
かしい。そのためにはまず医師の数が絶対的に必要。そこが解決で
きれば、病院としての質を上げていく。 

 病院事業会計への繰出金の削
減 

 指定管理への移行等(現実的には相当困難) 

 病後児保育の受け入れがな
い。 

 瑞浪のように受け入れがあると良い。 

 分娩可能な病院がないこと
が、若者の定住（Uターン、I
ターンともに）を阻んでいる
一因となっていると思われ
る。 

 産婦人科医の誘致もしくは総合病院での再開。開業や就労に対する
補助。 

 毎年多額の赤字を計上し、一
般会計からの繰入金を必要と
している総合病院。建設から
３０年近くが経過し、いずれ
は建て替えも検討が必要とな
ってくるなど、市の財政に与
える影響は非常に大きい。医
師不足も解消せず、逆に診療
科の減少が進むなど先が見え
ない状況である。 

 今までは直営堅持の方針であるが、そろそろ見切りをつけた方が良
いのではないか。指定管理だけでなく、売却も含め検討する必要が
あるのではないか。 

  東濃厚生病院では、医薬分業となっていませんが、総合病院でもそ
うすることはできないのでしょうか。具合いの悪い方が一箇所で用
が足せないことが足が遠のく一因でもある気がします。 

19 地域福祉の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 元気な土岐市をつくりあげる
ためには、地域から元気にす
る。 

 どの地域も、いろんな課題を抱えていることと思われる。その課題
全てが土岐市の課題である。行政は真摯に地域の声に耳を傾ける努
力をこれからも続けるべきであると考える。 

 高齢化社会が加速しているた  特別養護老人ホームや低額な老人施設、療養病院を誘致する。自宅
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め、福祉充実は必要であるが、
担う担当者や施設等の整備が
されていないと思われる。 

でケアをしてくださる職種も増員すべき。 

 地域ボランティアへの連携支
援 

 ＰＴＡ、町内会等の各団体間の連携を強化できるよう、公民館等を
通して指導、支援する。 

20 児童福祉の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 【生活困窮者世帯における親
から子への貧困連鎖】生活困
窮状態に置かれている家庭の
子どもも将来的に生活困窮状
態に陥るケースが多い。 

 これまで社会に貢献してこられた優秀な高齢者の方 （々元学校教師
が理想）にボランティアになって頂き、生涯学習課に協力を得て公
民館を無償で開放し、塾に通わなくとも学習支援を得られる場を提
供していく。 

 現在幼稚園等が不足している
ため入園は抽選となってお
り、そのため学区を超えての
通園及び直近の幼稚園に通園
できないという問題が出てい
る 

 地域人口に似合った保育園、幼稚園等の整備・小学校や中学校の空
き教室等を幼稚園として利用できないか 

 子どもの健康で安全な生活を
守るため、家庭の経済状況に
左右されない制度が大切と考
えます。 

 中学校卒業までの医療費無償は大変にありがたい。行政のご尽力に
心より感謝申し上げます。項目の児童福祉とは言えませんが、この
制度の高校卒業までの延長を是非お願いしたい。 

 ０歳児から中学入学までの切
れ目ない保育の実施 

 保育所での５歳児保育の実施及び幼稚園預かり保育の中止、土曜日
の保育時間の延長、小学校入学前の放課後教室の受入、放課後教室
の開所時間の延長 

 これからの土岐市を担う大切
な子ども達です。幼保一体化
の推進が進んでいますが、形
だけでなく内容がとても重大
だと思います。親の利便さだ
けでなく、心情、意欲、態度
というように、教育面や心と
体育てを重視して育つように
していかないと、将来が不安
になってきてしまいます。現
在の公立幼稚園が行っている
研究面や近い小学校との連携
はなくさず、総合的に将来を
見据えた子どもにとっての幸
せにつながるよう、考えてい
っていただけると良いと思い
ます。 

 ローテーションで回す勤務状態だけでなく、ゆとりを持った職員配
置にし、教材準備や一日を振り返った日誌を書く時間、研究・話し
合い・情報交流などの時間の保障をする。また、割合が多くなって
きた講師の方の労働条件を良くし、良い人材を確保する（小学校と
比べても随分違います）。など 

 その地域に住むすべての０歳
から５歳までの子供が利用可
能な安心・安全な保育施設の
整備は、児童福祉・地域福祉
の充実のため必要である。 

 老朽化著しい施設を重点に、地域住民のニーズにあわせ、認定こど
も園の設置や建て替えを速やかに行う。 

 ひとり親世帯の貧困率が高
く、その家庭の子どもの将来
にまで連鎖している。 

 保育園・小中学校・放課後教室などにかかる費用（給食費・学用品・
修学旅行費など）の実費補助又は現物支給。 

 放課後や長期休暇に、学校で大学生や引退した教師などが子どもの
勉強をサポートする。 

 愛知県への通勤圏内であるの
で子育てしやすい町になれば

 延長保育、放課後教室の充実。多子世帯の支援。 
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子育て世代の転入が見込め
る。 

 安心して子育てができる町と
思われることで、現役世代の
転入が見込める。 

 全国的に、核家族・夫婦共働き世帯が増えたことによる保育の低下、
非正規雇用の増加など子育て世代の収入の低下の中、より子育てし
やすい町に住む傾向があると思われます。現在自分も子育て世代と
して、幼・保の預かり保育や（保育の目的ではないかもしれません
が、放課後学級も）、医療費の無料制度はとても助かりました。今
後も同制度を継続していければと思います。さらに、働き方が多様
化する中で、保育へのニーズも多様化しており、例えば、夜間・休
日などの保育の実施や、長時間の延長保育などの要望に対応出来た
らと思います。公立で難しければ、民間活力を生かせれたら。 

 安心して出産し子育てができ
る環境を整える（土岐市で子
育てをしたいと思える環境を
つくる） 

 保育園の時と同じように預かってもらえないと、働く母親の負担は
減らせないので、5 歳児の附属幼稚園の慣らし期間（4 月からの午
前のみの期間）を無くすか、せめて給食は食べさせて預かり保育を
行う。 

 希望の園に入園できない。安
全な施設の整備。 

 市民の要望を収集、検討し、必要な整備を行っていく。保育士の確
保のため、保育士の働きやすい環境の確保。児童福祉にかかわる方
の研修の充実など。 

 居住している地区の園に入園
できない現実がある。 

 地域人口に見合った規模の園の整備が必要と考えます。 

 共働き世帯が増える中で、子
供が保育園・幼稚園から義務
教育修了まで安心して働くこ
とができる環境の整備は重要
だと考えます。 

 病児・病後児保育、幼稚園夏休みの預かり保育期間の給食提供、平
日の園・学校行事の削減（市の方針として） 

 現役世代や若い年代の市民を
増やす。 

 子供がいる(今後生まれる)家庭にとって魅力がある街にする。（長
時間子供を預けられる保育施設、保育料が割安、小学生の放課後預
かり、おいしい給食等） 

 産休明けの時短で働く職員さ
ん。 

 仕事量、仕事の分担など周りでサポートしていく必要がある。 

 子どもがすこやかに成長する
ためにはどうすればよいか。
保育施設、保育環境の充実や
自然の中でのびのびと育てら
れることが、子どもにとって
は重要だと思う。その一方で、
その子どもを育てる家族が住
みやすいまちだと感じること
が重要である。子育て支援の
充実は、これから先も重点課
題になると思われる。 

 保育園などのあり方について、市民ニーズに柔軟な対応ができるよ
う、民営も含めた市の保育行政を考える。例えば、駅前に早朝から
午後 10 時くらいまで対応可能な保育園の整備、買い物や各種スク
ール（講習や研修）をする際の託児サービスの奨励や短時間、短期
間保育が可能な保育施設の設置など、核家族が増加する傾向にある
中で、幼い子を持つ母親がストレスをためることなく自分の時間を
持てることが気軽にできるようなしくみを作ることも大切だと思
う。母親が嬉しいと感じられるまちは、住みたいまちになると思う。

 子どもは市の財産である。ま
た子育てをするにはお金がか
かる。子どもを産み育てる世
代に対して金銭的な給付も含
めて支援が必要である。子ど
もを育てる世代が住みやすい
町になることで、人口減少に
も歯止めがかかり町が活性化
する。 

 出産祝い金を支給する。市役所庁舎内もしくは併設施設として、子
どもの遊び場となる屋内遊園地をつくり、利用者を市民限定とす
る。 

 子どもを安心して育てられる
環境が整っていなければ、若
い世代の人が離れていき、人
口が減っていく。逆に充実し
ていれば、定住する若い世代

 出来るだけ居住地域の近く、または希望する保育園・幼稚園（今後
はこども園？）に入れるような体制をつくる。子どもが安心して遊
べる場を増やす。子育て世代が利用できるサービスを充実させる。
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の人たちも増えると思う。 

 子どもを守る体制、システム
の工夫 

 子ども相談センター・保健所・保健センター等さらなる連携の強化

 子育て、女性が社会進出しや
すい環境の構築（待機児童が
多い都市部の家族を取り込
む） 

 都市部では、待機児童数が多く、働きたくても子どもを預けられな
い、預けられても高額な保育所しかない状況があります。土岐市で
は、児童の受け入れに若干の余裕があるので、①施設の拡大、人材
を確保し、子どもを受け入れることができる点②東海環状自動車道
や JR を利用して都市部へアクセスが良い点を PRし、働きたい女性
を持つ家族を取り込む。 

 子育てがしやすい環境の提供  子育て相談やファミリーサポート等の子育て支援サービスの周知
をもっと行うために、乳幼児健診での説明会を行う。 

 子育てしやすい街、子どもと
子育てに負担の少ない街。 

 費用的な負担だけではなく、子育てする環境として選んでもらえる
街。 

 子育てしやすい環境づくり  子育てには精神的、肉体的にも、その当事者への負担が大きいもの
と考え、その負担を軽減するために、家族全員で子育てする環境を
構築したい。（夫の育児参加、親世帯との同居、近居による子育て
支援）また、同居・近居ができない他地域からの転入世帯に対する
子育て支援として、子育て学校（子育てを経験した４０～６０代の
方に子育てのアドバイスをしてもらう、相談にのってもらう）のよ
うなものを設置してはどうか。 

 子育て環境の充実  保育園、幼稚園の整備が充実していないと、子育て世代は安心して
子供を預けることが出来ず、土岐市に住むことも出来ないと思いま
す。できるだけ全員が希望の幼稚園、保育園へ入園できるよう早急
な整備が必要であると思います。また、５歳児が全員幼稚園に入る
土岐市独特の制度は、特に市外から転入した人にとって違和感を感
じると思います。女性がフルタイムで働くには保育園のままの方が
良いと思いますし、この制度は時代に合わないと思います。現在の
施設は老朽化が著しく、駐車場の舗装も傷んでいるなど、子どもを
預けるには不安を感じさせる環境では、土岐市は本気で子育て支援
に取り組む気があるのかと市民に思われてしまうと思います。子ど
も園構想も大切だとは思いますが時間がかかるのであれば、まずは
現在ある施設の改修などを早急に進め、安心して子育てができる環
境を整えるべきだと思います。 

 子育て環境の整備。  快適子育て都市宣言（子ども憲章の制定） 

 子育て支援について、保育園
や幼稚園の選択肢が少なく、
なおかつ必ずしも希望通りに
はならず、経済的負担も大き
い。 

 子育て世代が定住したいと思わせる大きな要因となりうる課題で
あるため、家族構成や生活環境等を細やかに考慮して公平で手厚い
支援があればと思います。 

 子育て支援の一環として延長
保育を実施しているが実際仕
事を抱える親の就業時間を考
えるともう少し時間帯の幅を
広げることは出来ないか。 

 延長保育を７時から２１時とする。中途半端に伸ばすより思いきっ
た時間のほうが対外的にアピールできる。 

 子育て支援事業の充実  幼児教育の環境整備を図るとともに、子育て世代の負担軽減、子育
て支援事業の充実を図る 

 子育て世帯、共働き世帯に対
する支援として、子供の保育
環境の整備。 

現在も延長保育や放課後教室
が実施されているが、もう少
し遅くまで預かってもらえる
環境が必要と考えます。 

 延長保育時間の拡大。放課後教室の時間延長 



65 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

男性は正社員、女性は非正規
という前提がまだまだあるよ
うに感じます。男性、女性と
もに正社員で働ける環境が整
備できれば、世帯所得が上昇
し、税収アップや、経済活性
化にもつながると思います。

 子育て世帯、共働き世帯に対
する支援として、子供の保育
環境の整備。 

病児保育の環境整備が必要だ
と思います。子供が複数いれ
ば代わる代わる発熱し、結果、
２週間仕事に行けなかったと
いうこともあります。子供を
社会で育てるという観点から
も、病児保育の実施が必要と
思います。 

 土岐市立総合病院の小児科を強化し、そのうえで空き病室を「病児
保育センター」などとして運用したらどうでしょうか。また、保育
園、幼稚園、小学校と情報共有し、病児の情報を把握できるように
すれば、煩雑な利用申し込み手続きや病児の状態把握などが簡素化
でき、ある程度の利用者数を見込めると思います。 

 子供を育てやすい環境を整え
ることは、結果的に生産年齢
人口増加にも繋がるので、児
童福祉の充実を図ることはひ
とつの目玉になると思いま
す。 

 土岐市は子供を育てやすいとのイメージを持ってもらえるように、
現在の児童福祉のアピールや共働き夫婦のための託児機会の充実
を目指すのもよいかと考えます。 

 市内に産婦人科がない。  産婦人科の誘致 

 施設老朽化・人員の確保。  新しい保育所の開設。保育士の増員・賃金の値上げ。 

 児童福祉からの市内生産年齢
人口増。 

 近隣他市よりも児童福祉を充実させることで、住む場所として土岐
市を選んでもらう。イオンが開店する前に PR できれば、イオンで
働く人達に土岐市を選んでもらえる可能性が上がる。具体案はない
が、独自性があると良いと思う。 

 若い世代の減少  土岐市に住みたいというインセンティブが必要で、医療費の無料化
の拡大や給食費の補助・無料化等の検討 

 若者が減少し、高齢化が加速
している。 

 若者が住みやすくなる魅力あるまちづくり、そして、若者が子育て
をしやすい環境づくりが必要であると考えます。提案：第 3子以降
に、給付金を支給する。 

 就学前児童の子育て世代で、
共働き、または都市部へ通勤
する世帯を支援することで、
土岐市への定住を促したい。

 就学前児童を持つ世帯で共働きであれば、通勤途中や通勤前に子供
を保育園へ預けることが想定される。特に都市部へ電車で通勤する
ような世帯であれば、早い時間帯での子供の預け入れを望むと思わ
れる。これらのニーズを満たし、子育て世代の都市部での就労を支
援することで、所得の高い若い世帯の定住を促進できるのではと考
えた。すでに、他自治体で取り組んでいる例であるが、駅前で就学
前児童を預かり保育園へ送迎する行政サービスがある。早い時間帯
でも駅前で子どもを預かり保育園へ送迎を行う。親はそのまま通勤
が可能となる。この送迎サービスと、保育園側の預かり保育の時間
帯の前倒しを組み合わせたサービスを提供する。直接預け入れする
児童も受け入れる。これを泉認定こども園の目玉として事業を進め
るもの。泉認定こども園の事業では、泉保育園の廃止について住民
の理解を得ていく必要があるが、問題解決への提案の一つとなるこ
とが期待できる。多くのハードルがあることが予測できるが、成功
すれば、住民のニーズを満たしつつ、子育て世代定住を促進する一
助となると考える。 

 小学校に放課後学級がある
が、預けられる時間が短い。

 １１．雇用環境の充実にも、

 預けることができる時間を長くする。 

 放課後学級をただ預かるだけのものではなく、魅力的な内容の保育
にし、利用したいと思ってもらえるようにする。 
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影響があると思われる。 

 少子化が進む中、子育て世帯
の定着を促すことが土岐市へ
の発展につながる。 

 民間の参入を促したり、簡単に安く数時間だけ子どもを預けられる
プランをつくるなどして子育て世帯が魅力的におもう保育環境を
整える。 

 こどもが集まれる公園があるといいが・・。（例：小牧の四季の森
や豊田の鞍ヶ池公園） 

 少子化で園児も減っている現
状の中で、保育園・幼稚園の
在り方を検討していく。 

 認定こども園をどう考え、市としてどのように施行していくのか？
親サイドに立った運用が必要。 

 少子高齢化による人口減少に
少しでも歯止めをかけるため
子育てしやすい環境の整備が
必要である。 

 子育て支援センターの充実・保育園等託児施設の充実・高校卒業ま
での医療費無料化・障害児の保育施設等への受入など子育てしやす
い環境の整備を実施する。 

 人口が減少していく中、如何
に土岐市に定住してもらい、
子育てをしてもらうか。 

 子育てにかかる費用の公費負担 

 人口減少  妊娠・出産・育児支援等切れ目のない子育て支援 

 人口減少、子育て世代の市外
への転出。 

 子育てにおける環境整備。子育てにおける情報交換できる場の提
供、産婦人科、小児科等の病院新設時における支援補助。病院不足
の解消にもつながり、安心して子育てできる市として発信できる。

 人口減少対策（子育て支援の
充実） 

 子育てしやすい市に向けた事業を行っていく。 

 人口増加（特に若い世代）  子育て経験のある方（職員等）にアンケートを取る。他市と違う所、
役に立った制度、思ったこと等を無記名等で率直に記入してもら
う。実際に魅力が感じられていると思われるものでＰＲの優劣を決
め、関連情報とともに情報配信する。 

 選択は可能であるが、保育園
に入園していた園児が小学校
入学１年前に幼稚園へ入園す
る体制（慣習）があるが、家
庭環境（共働きによる時間の
制約等）により保育園に残る
園児は慣れ親しんだ友達と１
年離れてしまい、小学校への
入学時に再び上手く打ち解け
られるのかが疑問であり、ま
た、幼稚園の時間の制約と就
労との兼ね合いで入園の選択
に大変頭を悩ませる母親も多
くあるものと思われ、女性の
社会進出の弊害になっている
ものと考える。 

 未来を担う子供主体に手厚い政策を策定する必要を感じる。また、
女性の社会進出促進のためにも早期の幼保一体の整備を進める必
要があると考える。 

 地域で子どもを安心して産み
育てられる環境づくり 

 子育て世代と高齢者世代が交流する場を構築する 

 都市部に比べ待機児童の問題
などはあまりないと思います
が、それでもまだ保育園の利
便性が低いと思います。 

 当然かもしれませんが保育園の入園が 4月 1日以降で、それからお
試し保育（半日預かり）があるととても働きにくいです。2人子供
を預ける際、第 1子は 4月 1 日から預かってもらえても第 2子は満
年齢の関係で誕生日からしか預けられず、事実上第 2子の誕生日ま
で働けないのも困るので改善されると助かります。 

 発達障害児や被虐待児、貧困
家庭の児童、社会不適応の若
者に対する支援が各人の年齢
やアプローチの仕方によって
とぎれとぎれとなる。 

 要支援児者の早期発見と就労までの途切れの無い支援する医療・保
健・福祉の協同による部署を創設し、要支援児者の早期発見と就労
まで、途切れの無い支援サポートを行う。 
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 付属幼稚園および小学校への
入園・入学までの間、保育の
空白がある（4/1～入園・入学
まで） 

 入園・入学までの間、子供を
預けることができない。 

 一時保育を実施している園
（下石・花園）もあるが、他
園の子供は慣れておらず、定
員や日数制限もあり、利用し
づらい。 

 働く親にとっては、とても不
便である。 

 全園において、一時保育を実施する。 

 付属幼稚園の警報発令時の対
応について。6：30 までに解
除にならなかった場合、お休
みとなるが、保育園や小学校
は解除時間に合わせ、登園・
登校ができる。なぜまちまち
な対応をするのか、疑問の声
がある。 

 小学校に合わせる。 

 保育園、幼稚園、小学校と提
供されるサービスが細切れに
ならないよう、途切れのない
子育て支援を充実する。 



 保育園、幼稚園などの施設の
整備。建物の老朽化や駐車場
の舗装などがなされず、不便。

 大規模な整備が無理でも、小さなところから整備していくべき。 

 保育園、幼稚園における教育
環境の改善（施設の老朽化、
職員不足など） 

 幼保一体化を行い、園を統合して新しいこども園を建設すること
で、施設老朽化の改善及び職員数の確保が可能になると思われる。

 保育園により、未満児の預か
り年齢や保育時間が異なる。
誰もが近くの保育園に通わせ
たいと思っているのが普通だ
が、地区により格差が生じて
いる。 

 全園において、年齢と保育時間を統一する。 

 来年度から保育園の預かり時
間が変わるものの、まだ多治
見に比べるとまだ短い。 

 保育時間を近隣の市町村と同程度に延長する。（多治見は 7時から
19 時と聞きました）それにより、移住の妨げとならず人口増加、
協働が見込めるのでは。 

 両親共働き世帯のために子育
てしやすい環境を整える。 

 働きたくても子育てと仕事の両立が難しいため、子育て中の女性を
積極的に雇用する企業を土岐市に誘致する。 

 療育に関する体制が整ってい
ない。 

 療育センターの充実。未就後も毎日通所できるような建物や、人的
な環境の改善。 

 老朽化した児童施設（幼稚
園・保育園等）の改修。 

 まず、子育て世代が魅力を感じる環境整備が重要であると考える。
ハード面の安全化、衛生化が必要である。 

21 高齢者福祉の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 （福祉とは違うかもしれませ
んが高齢者の命を守るという
意味で）自動車交通について、
高齢ドライバーが今後急増す

 警察と協同して、自主返納を促進させる。法的な縛りは公安による
と思うので、高齢者待遇の面で強化する。例えば、自主返納したド
ライバーへの待遇の向上、公共交通機関のさらなる充実、市の職員
の出張サービス等。 



68 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

る。現在でも流れに合わない
危険運転をしているドライバ
ーや、煽りを受けているドラ
イバーを目にする。 

 高齢者人口が増加とともに介
護人口の増加・介護給付費の
増大化 

 介護予防対策が重要。地域で積極的に集まり活動できるような場所
づくり。自由参加のお年寄り向けの講座の開催や子供との関わりの
出来るイベントの開催など。・民間事業者も交えた不正給付の取り
締まり。行政だけでは難しい部分を官民一体となって取り組む。 

 これからは高齢者が増加する
ので、いかに充実した福祉医
療等ができるか。 

 高齢者が高齢者を介護することになると思われるので、家族だけで
は介護が無理になると思われるので町ぐるみで見守るような体制
を作り、市がそれに対して補助を行う。 

 現在土岐市の人口 60300 人の
うち６５歳以上は 17786 人
で、割合としては 29.4％を占
めている。日本全体としては
高齢化率は 25.1％（平成 25
年 10 月 1 日現在）で、土岐市
は全国平均を大きく上回って
高齢化していると言える。高
齢者の方にとって住みよいま
ちであることが重要だと考え
る。 

 企業誘致によりアウトレットやイオンモール等の商業施設が増え
るが、一般的にそういった場所は高齢者よりも若者があつまる場所
である。しかし、新しくなっていく土岐市を高齢者にも楽しんでも
らえるように、平日のお客さんが少ない時に、交通手段を提供した
り小さなツアーを組んだりしてみてはいかがでしょうか。 

 高齢化が進む。  色々なサービスが手軽に利用できる。家庭に入り込み丁寧に対応し
てくれる方が必要。一人暮らしの方が増えてくることも見越してい
く。 

 高齢化が進んでいるため、高
齢者が住みやすい環境を作る
事も大切である。 

 若者向けの地域、高齢者のための地域などを分け、住みやすい環境
を作る。いちいち市民バスで移動しなくても、曾木、鶴里、駄知に
住んでいる高齢の方でも、その近隣で十分生活できる環境を整え
る。 

 高齢化の進行に合わせて、介
護が必要とする高齢者や介護
サービスの増加が予想されま
す 

 高齢者が要介護状態にならないために日頃から運動できる環境を
整えることと、健康に必要な知識を習得をするため、カルチャーク
ラブの実施回数を増やすことが重要だと考えます。まずは、高齢者
が健康で生活できる環境を整える事が重要である。 

 高齢化社会に対する支援  特に行動が不自由な状況の高齢者に対して、入所施設やヘルパー支
援、病院通院支援、医療費助成など、より一層のハード面やソフト
面の充実に努めるべきと思われる。 

 高齢者が安心・安全に暮らせ
る町作り 

 総合病院の空いている病室の充実 

 高齢者の生きがい、やりがい
づくり。 

 小学校で高齢者の方たちに、昔の遊びや話などをしてもらい小学生
とふれあっていただくことにより、生きがい、やりがいを感じてい
ただく。 

 高齢者の生活支援 

 高齢者の増加及びその支援策
について 

 独居や高齢者のみの世帯が増えてきており、子供世帯による支援が
薄くなってきている。高齢者は移動手段のない方も多く、引きこも
りがちになってしまうと認知症や要介護状態になるリスクが高ま
ることから、高齢者を「外出させ・要介護状態にならないように支
援」する必要がある。徒歩圏内に高齢者の集まることのできる場所
（地域集会所や空き家利用）をサロンとして体操教室やおしゃべり
の場として活用していく。 

 高齢者の増加傾向、介護士を
増やす。 

 質の高い介護士さんを確保するには、市職員として介護士を採用し
育成することはどうでしょう。 

 高齢者の福祉サービスの充実  行政・地域が一体になって高齢者が安心して住める街づくりをめざ
す。一人暮らしや老夫婦への福祉サービスの提供。お年寄りが気軽
に参加できるような行事などを行う。 
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 高齢者の方から、福祉に参加
したいが足が無く、なかなか
その場所に行くことができな
いとよく聞くことがありま
す。 

 福祉の機会はあると思うので、バス等の助成があると気軽に参加す
ることができるかもしれません。高齢者の方は、これから人口割合
として確実に増えていくので対策は必要だと考えます。 

 高齢者人口が増加していくな
かで、如何に住み慣れた家で
過ごすことができるか。その
ために要介護状態にならない
よう行政として取り組む必要
がある。 

 高齢者のみの世帯を孤立させない。コミュニケーションの場を提供
するような施策、運動機能維持できるようなサポートが必要であ
る。 

 高齢者人口の増加が懸念され
る。 

 土岐市全体の人口は減っているのに、高齢者の人口が増えているま
たは増えていくため、高齢者福祉の充実をはかる必要がある。 

 高齢者増加に伴う福祉、介護
施設、それに携わる人手不足
への対応（国の施策）。 

 福祉、介護職の賃金アップ（国の施策）。 

 高齢者福祉の具体的な活動や
関わり合いの周知 

 高齢者福祉を充実させるためには、高齢者の方が生きがいをもち、
安全で暮らしやすい生活を保障する必要があります。そのために
は、地域や学校のボランティアの協力が必要となってくると思いま
す。市と地域・学校等が協力し、定期的に高齢者と関わりの時間を
設け、少しでも高齢者福祉に携わる時間を増やすことが重要だと思
われます。 

 今後ますます高齢化が進みま
す。安心して老後を迎えられ
ること・介護者の負担を軽減
することができるような福祉
の充実 

 介護できない時が発生した時に一時預かりのように見てもらえる
施設 

 少子・高齢化社会のため将来
を見据えた市民が安心して暮
らせる医療体制等の充実が必
要である。 

 独居老人、障害福祉者への手厚いサービス（訪問介護等）の展開 

 全国的に入所待ちが多い老人
のための介護村を創る。 

 定林寺工場適地に老人介護村を開村する。業者には雇用奨励金を出
すなどして雇用を生み出す。また、介護職員の賃金が低く人材不足
であることを踏まえ、市費により市内での生活を前提に一定の扶助
を行う。（同時に障がい者入所施設を併設することも検討する） 

 独居の高齢者が多くいる中で
老人クラブやはなの木など精
力的に活動できる人はいい
が、控え目な人やなかなか一
人では動くことができない人
が地域から孤立してしまう。

 独居の高齢者に文書を送付し返事をもらうなどして体の調子や要
望を聞き取り、町内会長や民生委員の方に状況の確認をしてもらう
など、地域とのつながりを作る。 

 独居高齢者が増加している現
状で、持ち家が広くて管理が
負担だという方も多くいると
思われます。また、利便性の
悪い場所に家があり、高齢者
で車に乗れなくなると生活が
大変不便になるという問題も
考えられます。 

 市内の利便性のいい主要な場所に高齢者用のアパートを作って住
んでいただく、可能であればそれまで住んでいた空き家を市で買い
とってあげる仕組みを作って、空き家は若い世代の定住促進を目的
として売り出したり、貸し出すのはどうかと思います。 

 独居老人、老々世帯などの増
加により、家族介護力が脆弱
化している 

 地域の見守り体制や、地域住民のサポーターを育成する 

 独居老人の見守り。引きこも
りや認知症を予防できるよう
に、高齢者が活き活きと暮ら

 生涯学習のサークルや、公民館で活動している団体を充実させ、誰
でも参加しやすいような環境にし、特に高齢者に参加してもらい、
活気のある生活を促す。無断で欠席があれば、異変をすぐに察知す
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せるようにする。 ることができる。（例えば、私の独居の祖母は、週１回の体操教室
に通って、体を動かすだけでなく、教室に参加している方たちと終
わったあとに喫茶店に行ったり、ご飯を食べに行ったりと楽しく過
ごしているようです。）高齢者だけでなく、若いうちから生涯学習
サークルに参加することも推進する。 

 認知症高齢者の支援  毎月第〇〇曜日と決めて公民館やウェルフェア等で認知症カフェ
的な事をする。ボランティアと一緒に認知症の方が給仕をしたり、
その一角に相談ができるようなブースを設けたりして、誰でも気軽
に足を運んでしゃべっていける場を作る。 

 福祉施設の拡充。従業員の育
成。 

 介護施設等において、働く人の現状は、厳しい環境のもと、低賃金
であり、仕事内容に見合う賃金ではないと思われます。見合った賃
金を支払う企業努力が必要だと考えます。 

 要介護認定者人口の増加  いきがいをもって老後を過ごせるための事業の実施の強化。雇用機
会の増加のための支援、予防教室の実施など。 

 老人夫婦のみ単身世帯、独居
老人の増加が予想される。本
人が支援を必要とする意志判
断もできないような認知症患
者にどう福祉サービスを提供
するか。介護者となる家族か
ら見放されたようなケースを
どうするか。 

 高齢者に対しどう接することが必要か周知の場を設ける。（小学校
や商工会議所などを対象とした講習会の場を設ける）交流の場を設
ける。必要な手続きをすることが困難な老人に対し、代行して手続
きを行う、市民後見人の育成 

22 障がい者福祉の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 子どもの障がい福祉の充実  幼稚園や保育園に入園した時に支援担当者の配置を確保：人材不足
でカットされがちであるが、短時間勤務職員の増員を図る。 

 障がい者雇用のための訓練施
設等の不足。 

 就労支援センター、ハローワークとの連携強化。 

 土岐市には身障の入所施設が
なく、近隣の施設はいっぱい
で、遠方の施設に入るしかな
い障がい者の方々や、入りた
くても入れない方が大勢いま
す。市内に施設ができるのが
一番いいと思いますが、国の
基本方針は入所施設定員数を
減らしていく方針なのでそれ
も難しいです。在宅で介助す
るにも、家族の協力が必要で、
地域の福祉サービスの充実が
必要と思います。 

 在宅でお世話をし、ヘルパーを利用しても、やはり家族の介助にも
限度があると思います。家にいた時は褥瘡ができたり、体を動かさ
ず、衛生面もいいとは言えなかったが、施設にお世話になってから、
規則正しい生活ができ、定期的に体を動かしたり、他の入所者と交
流ができて明るくなった等といった例があるので、できるたけ在宅
で介助ができるように、障害福祉サービスの充実と、親亡き後の住
まいの場としてグループホームの整備が必要と思います。 

23 社会福祉の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 ふれあいサロンの充実  歩いて行けるところに毎週行けるサロンができることをめざし、ボ
ランティアの育成をする。何かボランティアをしたいと思っている
市民の方は少なからずいると思うのでまずはそういう人の発掘を
し、講習を受けていただいて、各地区でサロンの立ち上げをしても
らう。 

 現在の社会基盤を担う中高年
世代が不安なく生活できる魅
力ある市であれば生活拠点を

 福祉施策は多種多様なニーズがあり難しい問題であるが、今現在実
施している実施している中学３年生までの医療費補助制度の継続
及び補助範囲の高校３年生までの拡大を行う。就労環境の整備とし



71 
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土岐市とする可能性があると
考える。そのためにも社会福
祉政策の充実が必要と考え
る。 

て、市内在住求職者で土岐市内は基より東濃西部圏及び春日井市、
瀬戸市位までの範囲で求職するものに対し、また市外在住求職者で
も土岐市へ移住を条件に就労援助給付金を給付し市内在住者の就
労率を増進させる。 

 高齢者や障害者の在宅介護は
介護者が既に疲弊状態である
ため、本人及び介護者をサポ
ートする必要が急務である。

 社会福祉施設や、在宅介護サービスの充実。それに伴う雇用の安定。
労働力のある高齢者の活用。 

 子ども、高齢者、障がい者等
弱者が生きがいや希望をもっ
て生活できる施策と町づく
り。 

 高齢者・障がい者が生活しやすい環境整備、障がい者が社会参加で
きる仕事環境や、福祉環境の充実・育児に疲れ、育児放棄して乳幼
児施設に子どもを預け社会参加（仕事）をしたいと希望する親が増
えているが、子どもの幸せを考えると 3歳までは親が面倒を見るこ
とが理想なので地域の高齢者と育児中の親を結びつけ、高齢者の子
育て経験から悩みを相談したり時々は高齢者に子どもを預けてリ
フレシュできる様な施設や環境を作ることで、高齢者も社会貢献が
でき生きがいになるのではと思う。 

 若手陶芸家は芽が出るまでは
生活が苦しい。中学生までの
小さい子どもを持つシングル
マザーは子どもの生活を大事
にしようとすると就職先が見
つからない。空きやの増加。

 かつては近隣が声を掛け合ったり、あまったおかずを分け合ったり
して、お互い助け合って生活をしていたが、現在は核家族が増加し、
プライバシーを優先し近隣と助け合って生活することが少なくな
ってきたが、現在は、核家族で生活できるほど経済力が高い家庭が
増加してきている。そこで、共同生活できる長屋を創設し、陶芸、
シングルマザーなど同じ目的を持ったり、境遇となっている人同志
が助け合って生活できるような場を提供し、共同炊事場、共同浴場、
共同トイレを併設するなどして、各人の生活を支援する。若手陶芸
家の長屋には共同利用できる窯や作業場が併設。 

 病院・保健の充実、地域・児
童・高齢者福祉を含めて「社
会福祉」として選択いたしま
した。今後、益々高齢化が進
むことが予想されます。医療
機関の充実は不可欠ですが、
「土岐市立総合病院」は、医
師不足等から総合病院として
の機能を果たせていない様に
感じます。結果、市外に通院
せざるを得ません。高齢化社
会で安心して生活するために
は、地域の病院・保健（医療
費の増大に備えて）の重要度
は高いと思われます。また、
少子化に歯止めをかけるため
にも、病院・保健の充実、児
童福祉に重きを置くことが必
要と感じます。 

 大病院（総合病院）の医師の業務は本来の診療の他多岐に渡る為、
それを負担に感じるケースが多いと聞きます。医師の業務の一部を
看護師、技師、事務職員等が代行出来る制度改革が必要であると感
じます（国レベルの対応になるかと思いますが）。また、地域の開
業医と連携し、地域全体で患者の治療を行うネットワーク作りも重
量であると思われます。更に、総合病院は、女性医師が勤務を続け
る場としては福利厚生面で不足が有る様に思われますので、結婚・
出産後も安心して働くことが出来る環境整備が必要であると感じ
ます。復職プログラム、短時間勤務と代替職員の確保、託児制度の
充実等。 

 離婚率の増によるシングルマ
ザーの増加、子どもの貧困、
外国人など、社会から孤立し、
社会に適応できない人が増加
している。 

 地域コミュニティの再生のために、向こう三軒両隣支援運動の実施
と、その活動の中心となる「おせっかいおばさん」の認定 

24 保険・年金の健全運営 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 国保を始めとする、公租公課
の徴収率の上昇 

 収納・徴収部門の一元化を行い、賦課との切り離しを行う。賦課を
理由とした納付の渋りを排除する。 

 将来安心して生活ができるた  病院にかかる回数を減少させることを考えていく必要がある。 
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めに、健全運営に取り組む必
要がある。 

 全国的に、国民健康保険、後
期高齢医療保険、国民年金な
どの制度の安定運営の継続が
危惧されており、抜本的対策
については国に依存せざるを
得ないと思っている。 

 しかし、他市との比較におい
て、また、負担と給付のバラ
ンス面で全国レベルの中央値
を維持できるような、市や地
域での対応・施策が採れない
とすると、消滅都市グループ
に入ってしまうのではないか
と思う。 



 滞納者はいろいろ公共料金を
滞納しているということがよ
く言われますが、元を正せば
制度上、負担の対象が滞納し
ている人に偏っているという
現実があります。特に国民健
康保険は、かつての自営業者
の保険から無職無収入の人の
保険という色合いが濃くなっ
てきております。にもかかわ
らず、制度は変わっていない
ため、少数の収入のある人や
固定資産を有している人でそ
の財源を負担するというゆが
んだ形になっております。例
えば、去年は職があったが今
年になって失職した人や固定
資産を有しているが、事業が
うまくいっていない人は、た
ちまち生活困窮に陥るという
事態が起きています。 

 将来的に保険者が県になりますから、制度が変わると期待していま
す。それはさておき、財源を抜本的に見直す必要があると思います。
地元の自営業者の現状を鑑みれば、毎年こうした人の負担が増えて
いく現状を見直すべきです。また、国保は退職者が加入しますが、
保険料の計算対象が前年分の収入である場合の問題も是正すべき
です。国として国民皆保険制度を維持しようとするならば、一般会
計からの繰り入れも検討をするべきです。（今も繰り入れはありま
すが、毎年保険料が値上がっている状況は繰り入れによって是正す
るべきです）そのほかも擬制世帯主の制度など現実にそぐわない制
度も見直していく必要があると考えます。 

 滞納者を減らし、被保険者間
の公平性を保つこと。自営業
者、高齢者の多い国保世帯に
は年々上昇する保険料負担が
重いため、保険料率の上昇を
抑えることが重要だと考えま
す。 

 滞納者については、税・国保・介護・水道等と共通していることが
多いため、滞納者専門の部署を作る。中学 3年生までの医療費無料
化は良いと思うが、軽度でも気軽に受診できてしまうため医療費の
増加につながっている面もあると思われます。そのため、通院につ
いては自己負担があってもよいと思います。 

 滞納世帯への対応  滞納額が少額であるうちに定期的な電話催告を行う。悪質滞納者に
対しては差し押さえ処分を行う。 

 年々、年金額が減っていく現
状は、特に若い世代は不安が
大きいと思う。 

 更なる企業誘致や新産業、商業、観光等の振興により、若者や子育
て世代が永住し、住みやすく、活気ある土岐市にしていく。 

25 環境保全の推進 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 快適な生活環境や住みやすい
自然環境は、生活の基本で、
住居を選ぶ場合の第１の要素

 水、土、空気などを良好に保つための施策（森林緑地の確保、工場
等の規制、ごみ処理等）に対し、高レベルでの取り組みを続ける。
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であると考えるから、環境保
全を先ず推進すべきだと思
う。 

 商業施設建設、企業誘致など
は環境面（自然環境、住環境
など総合的に）において負荷
も大きいと感じます。 

 環境保護、浄化技術を主とする企業進出における税優遇措置や市内
で行った一定規模以上の活動への奨励制度など（環境にやさしい企
業を PR したい企業は昨今多い気がします） 

 土岐市はたくさんの自然が残
っているまちです。四季折々
の花や山々、夜空に輝く星は、
今後もあたりまえのように残
ってほしいと思います。市全
体でこの環境を守っていく気
持ちをもってもらえるように
意識の啓発を図ることが大切
ではないかと考えます。また、
自然が豊かなまちとして土岐
市の知名度アップを図りた
い。 

 各地域（町内）の自然を活かした体験プログラムを組んで、市外の
方に参加していただけるようにする。今は、市内向けのものが多い
ような気がします。 

 良い環境が保たれていること
の価値は益々増大する。 

 環境を保全することの大切さをＰＲする。 

26 廃棄物処理・リサイクルの推進 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 安定した「ごみ処理施設」。  平成４２年以降に新焼却設備を備えた処理施設と最終処分場を計
画する。 

 ゴミの減量化  ゴミ袋の有料化 

 資源ごみ回収日増やす（燃えないゴミ回収日を減らす） 

 ゴミを減量化するには市民個々のゴミ減量化とリサイクル推進の
意識醸成が重要であるが、そこへ導く動機づけとしては、ゴミ袋を
有料化することが最も効果的であることは他市が実施してきたゴ
ミ袋有料化後の減量割合を見れば明らかである。また、現在月１日
と少ない資源ごみ回収日を増やせば、より一層リサイクルの推進が
図られる。 

 環境センターの民間委託 

 現在のゴミ収集（資源ごみ、
燃えないごみ）のステーショ
ンのゴミの量の状況が逆転し
ているようだ。 

 現在、資源ごみ月１回、燃えないゴミ月２回を逆転させ、資源ごみ
２回、燃えないゴミ１回にすれば、埋立地の長期使用が可能になり、
町内の資源ごみ報奨金も増えるので町内の活性化につながる。 

 資源ごみ分別回収の成果の見
える化、見せる化 

 土岐市は、いち早くごみの分別、リサイクルに取り組んできた実績
があり、土岐市の長所である。ただし、実際にリサイクルがどの程
度、成果をあげているかは見えていない。数字の提示、収入がある
場合はそれを地域にどのように還元されているかなどの見える化、
見せる化を行い、さらに先進的な取り組みを行えば、土岐市の長所
が具体化してくると思います。 

 資源物の収集の項目を増加さ
せる。 

 現在、空き缶、ビン類、ペットボトル、紙類に分別しているが、今
後、最終処分場の埋立残量が減少することが考えられるので、可燃
ごみ、不燃ごみの中から資源となるものを選定し、資源物収集を行
い、最終処分場の延命化につなげていく。 

 次期ゴミ焼却施設の建設に向
けた立地場所の検討及び財源
対策としてのゴミの有料化を
進める 

 次期総合計画において方向性を検討する 
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27 交通安全の推進 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 イオンモールができることに
よる交通量の増加が見込まれ
る。 

 泉地区のような、事故の発生しやすい交差点の色分けなどを今後、
増やしてもらいたい。濃南地区は、冬場はカーブミラーが凍結して
いるため、凍結防止のミラーの設置が望ましい。 

 自転車で市役所周辺の道路
(路肩)を走行中(通勤等で)に
自分が運転してる自転車の後
方から車(特に大型車等)近づ
いてくると、車にひかれそう
な気がしてとても危険だなと
思います。 

 自転車専用道路等を作って欲しい。 

 信号無視・携帯電話・高齢者
の運転などの問題 

 マナーを具体的にしたチラシを定期的に配布していく。また、各種
団体の会合でも啓発を呼び掛ける。 

 大型の商業施設ができること
で交通量が増え事故数が事故
対策が必要。 

 事故が起きそうな場所を早期に改善すべき。 

28 防犯の強化 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 安心して出歩くことができる
地域の確保 

 若い世代の見守り。地域での声掛けが必要。 

 安全で安心な町づくり  夜間の街灯を増やすなどして少しでも危険である所を減らす必要
がある。 

 駅裏の駐輪場に自転車を駐輪
してたら、自転車の前照灯を
破壊された。自転車に付いて
る盗難防止用の鍵も破壊され
た事がある。 

 防犯カメラを付けたり、有料化しても構わないので駐輪場専用管理
棟などを作って駅裏と駅前の駐輪場の防犯対策を強化して欲しい。

 近年、無差別殺人や弱者を狙
った犯罪が増えている。現在
の防犯体制では、弱い部分が
あるが、住民全体を対象とし
て、防犯強化することは困難
かと思う。児童・生徒の安全
に焦点を当てる。 

 行政もある程度把握していると思うが、地域にお願いし、廃墟・見
通しの悪い箇所などを重点的に拾い上げ、その成果を精査し、特に
下校時に家路につくまでに危険なところについては、大人を複数配
置する。ボランティアでもよいが、責任と効果をはっきりさせるた
めに、例えば警備会社に委託してもよい。ＰＤＣＡサイクルを実施
し、無駄がないよう検証する。運営費については、一部を行政が補
助する形でよい。地域と行政が連携し、子どもを守る。 

 市民の高齢化が進む中、空き
家や未管理地の増加が見込ま
れる。街の景観の悪化や防犯
上の問題がある。 

 放置家屋の取壊しの促進、未管理地の整備等、相手があるため施策
として取組には非常に難しい問題であるが、国への法整備の呼びか
け、条例化により補助金等の整備等によって、市民が少しでも協力
してもらえるような環境をつくり上げる。 

 低年齢の子供が犯罪に巻き込
まれるケースの対応策 

 まずは地域ぐるみで防犯改正を強化する必要があると思います。不
審者や怪しい行動を見かけたら、どんなに些細なことでも情報の共
有をすることが重要です。また、自分の身は自分で守るよう深夜や
危険な箇所への出歩きは控えるよう家庭内での教育が必要だと思
われます。 

 土岐市の町は街燈が少ないた
め暗く危険な場所が多い。安
心して暮らせるためにも街路
灯の設置が必要ではないか？

 街路灯の設置場所の増大 

 犯罪の増加  防犯灯などの設置 
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29 消防・救急の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 救急出動件数は年々増加して
おり、現在の消防職員数での
行政サービスは限界にきてい
る・濃南分駐所の 24 時間体制
問題も職員不足のため着手で
きない 

 早期の職員増加が必要・現在の 2署 1分駐所体制から、1 署 1分駐
所に変更することで職員数不足は多少改善が期待できる・1署 1分
駐所体制とするとで消防車両数の削減や濃南分駐所問題も解決で
きるが、現場到着遅延が予想される 

 高規格車両の配備  南海トラフ巨大地震に備えて、災害現場のあらゆる悪路も走破でき
るレスキュー車「全地形対応消防車」の購入。 

 ここ数年で、救急の出動件数
は右肩上がりで増えている。
救急出動が重なってしまった
り、先に述べた土岐市立総合
病院の受け入れが困難な場合
が多く、他市への搬送を余儀
なくされるため、帰ってくる
までの時間が延びている。そ
のため、市内の消防力が著し
く低下しているのが現状であ
る。救急出動が立て続けに入
れば消防署の残留人員も当然
少なくなり、次に火災や救助
があれば、その少ない人員で
対応しなければならず、1分 1
秒を争う現場ではそれが人名
にも直結してしまう。また、
今後は風水害や地震などの大
災害も危惧されているため、
現状の人員での対応は非常に
難しいと感じます。 

 消防職員の定員数を増やしていただきたいです。また、濃南分駐所
も夜間は人がいないため、南署から出動すると 15 分から 20分かか
り、濃南地区の方にとって、不平等ではないかと感じる。全国的に
見てもこのように夜間のみ人がいない消防署はないと思うので、濃
南分駐所の 24 時間化も検討していただきたい。 

 救急件数増加  市内に搬送できる救急病院を充実させる。 

 救急車適正利用について  一般市民に対する広報活動をもっと実施すべきである。 

 救急出動件数が増加し、総合
病院の受け入れ態勢が整って
おらず他市の病院へ搬送して
いるのが現状で、他事案の出
動が少ない人数での対応とな
っている。 

 職員数の増加 

 救急出動件数の増加及び平均
現場到着時間の遅延化 

 少子高齢化の影響や救急現場で行う処置の高度化に伴う活動時間
の長期化等の影響もありますが、緊急性の低い事案の出動件数（タ
クシー代わりや救外が混み合うので早く診てもらいたい等）の増加
が大きな要因と考えられます。よって、市民への救急車の適正利用
の広報の強化や医療関係者への適正利用促進のための理解と協力
（緊急性のない傷病者は救急搬送でも救外受診者と同じ対応にす
る体制、受診の電話相談等で医療従事者から判断して明らかに緊急
性の低い人に安易に救急車の利用を勧めないことや、医療従事者か
ら傷病者への直接的な啓蒙活動等）が有効と思います。 

 勤務者の人数が足りていな
い。 

 １日の勤務人数を北署、南署とも２名程度増やす。今の実情では消
防学校等への出向者がいた場合休暇がとれないのが実情です。 

 緊急、不測の事態への対応は、
迅速、可及的であるほど価値
があると思う。 



 現在、救急においては救急件
数が年々増加し、約 15 年前と
比較すると 2倍の件数となっ

 職員数の増加 
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

ている。職員数や車両数は 15
年前と変わっていないのが現
状で、なおかつ総合病院の受
け入れ状態が良くないので、
他市の病院に搬送する件数が
格段と増加した。結果、帰署
時間の延長により他事案に出
動するのが他署であったり他
市の要請など悪循環となって
いる。また、少ない人数で多
くの車両を受け持つので、特
殊事案では人数不足から現場
活動の延長や災害の拡大など
招く恐れがある。 

 高齢者増加に伴う救急件数の
増加への対応。 

 消防職員の増員。消防団員確保のための取り組み強化。 

 災害への出動件数が増加して
きており現在の職員数での行
政サービスは限界にきている
のではないか。職員不足によ
り濃南分駐所の 24 時間体制
への着手ができず、災害発生
から現場到着までの時間を要
してしまうこともある。 

 職員数の増加。 

 災害件数の増加、専門教育派
遣及び病欠等により人員不足
となり、重複災害への災害対
応力が低下している。 

 職員定数の見直しが必要。 

 市民の生命、身体、財産を守
るという中で、いかに災害を
最小限に食い止めることがで
きるか。災害発生時の初動体
制の充実をさせることによ
り、現場活動開始時から充実
した活動が行うことができる
と考える。 

 職員数の増員。増員に伴い各種研修会への参加等により知識技術の
習得をする機会も増え、消防力の強化につながると考える。 

 出動件数の増加により、出動
回数が増え出動中に他事案が
あると対応できない事態が増
えている。 

 職員の増員ができるといいと思います。 

 消防活動及び救急活動の質の
向上について 

 職員数が足りていないことが第一に挙げられるが、他市の消防本部
に比べて平均年齢が若いため職員数の増加とさまざまな研修等に
参加できるような体制があると良いと感じる 

 消防職員の数が少ない。  救急件数の増加や今後起こるとされる大規模な地震等に備えて、消
防職員の採用枠を増やしてほしい。 

 消防職員数の不足  定員数の増加、若しくは消防署を土岐市中心部に 1署にまとめる。

 消防団組織の拡充  地域への消防団活動の啓蒙。特に土岐ヶ丘など新興住宅地に対し
て。 

 消防力の強化（消防団員につ
いて） 

 消防団員の研修の充実と負担軽減が必要だと思います。現状消防団
員の負担が大きすぎ、若い世代がついていけません。消防団員に過
度な負担を求めると、若い世代の人口流出につながってしまう恐れ
があります。操法大会などのあり方を見直して負担を軽減させ、実
践的な訓練を充実させて団員のレベルアップを図り、消防力の強化
につなげていく必要があると思います。 

 職員数の増員をするべきであ  土岐市民の財産を守るためには、職員数が少ないと考えます。職員
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

る。 数を増員して、消防力を強くする。 

 地震・風水害や高齢化に伴う
救急需用の増大と処置拡大に
要する各種技術向上のための
研修派遣等により、消防職員
不足など災害対応困難事象が
危惧される。 

 増員を図り、消防体制と保安を確保する。 

30 防災の強化 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 行政・市民向けの防災研修の
開催（複数回） 

 建造物（道路、橋、建物他）
の耐震強化 

 防災士、防災リーダー養成 

 以前、「大災害が発生した際、行政として如何に対応するか。」と
いった内容の研修を受けさせていただきました。有意義な内容であ
ると感じましたが、発生直後は大混乱し、一度研修を受けただけで
は、知識を活かすことは難しいと思われます。定期的な受講の必要
性を感じますし、「行政」としての立場のみでなく、「一市民」と
しての立場の研修も必要であると思います。更に、一般市民向けの
研修も定期的に開催し、日頃から防災意識を高めておくことが重要
であると感じます（災害発生前の対策と、発生後の対応方法等）。
耐震強化、防災士・リーダー養成といった行政レベルでのハード面
の拡充は勿論ですが、上述の様な個々の意識強化というソフト面の
充実あってこそ、ハード面がより機能すると思われます。 

 近い将来起こると言われてい
る大地震に対し、防災計画は
できているものの、実際の動
き等の訓練が少なく、あまり
イメージができない。また、
異動すれば役割が変わるなど
定期的な訓練が必要。また、
市民だけではなく、たまたま
土岐市に来ているだけの、土
地勘のないような人に対する
案内が少ない。 

 土地勘のないような人に対する案内（避難所や連絡先、避難所の方
向など）は、市内に看板のような形で出しておいても良い気がする。
また定期的な職員の訓練をした方が良いのでは。 

 近年、自然災害による災害が
多くなってきており、当市で
も起こる可能性が高く災害に
対応できる街づくり 

 総務課防災係を中心とし、市として災害に対応できるようにした
い。 

 近年、地震や洪水などによる
大規模な災害が日本各地で起
きる中、この地域においても
大規模地震がいつ起きてもお
かしくないと言われており、
その対策、住民の防災意識向
上が急務である。特に意識面
において、大規模災害を経験
した世代も少なくなってきて
おり、経験をしていないぶん、
若い世代ほど防災意識が希薄
なように感じる。 

 現在既に行っているが、地域ごとでのＤＩＧや防災訓練をより具体
的な事態を想定して行っていく。細かい地域で行うことで万一の際
の近所での連携を確認する。参加者は自治会役員などどうしても年
齢層が高くなるため、若者を対象とした訓練、講演会を行うのもよ
いと感じる。また、広報紙などを通じて、防災意識向上のための啓
発をしていく。また、災害が起こった際、職種に限らず市職員が中
心となって避難所を管理していかなければならないが、実際にそう
なった際にテキパキ動けるかというと今の状況では難しいと感じ
る。避難所が開設された時の動きや、防災グッズの使用方法の確認
など、職員の教育も今後必要である。 

 高度経済成長期以降施工した
既存インフラの一斉老朽化 

 限られた予算の中で、今後老朽化するであろうもの全てを一度には
直せないため、重点箇所を洗い出し、長期計画をたて地道に対策を
とる従来の方策ベストであると思う。この重点課題は、32 道路・
河川の整備と、微力ではあるが地元経済の消費による地域活性化へ
とつながる可能性があると思う。 

 高齢者世帯のみの世帯が増加
することが予想され、災害時

 高齢者世帯の把握、連絡網の整備、日常のコミュニケーションを図
っておく。 
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の対応についての具体策。 

 今後起こりうる自然災害等へ
の備え 

 自治会単位での防災訓練や防災講話などを通じて、物資の備蓄など
の備えのみではなく、自分たちの生命や財産は自分たちで守るとい
う意識を育てる。 

 災害に強いまちづくり。  庁舎の建て替えと、各施設の耐震工事が必要。「安心」に繋がる。

 災害に強い街づくりが重要で
あり、市民が安全に暮らせる
仕組みづくりを構築してい
く。 

 共助・公助用資器材の更なる充実。 

 災害弱者の把握。高齢者の増
加に伴い、単身の独居老人に
増大も考えられる。こういっ
た方は災害弱者となりえ、救
助等がおくれてしまう。地域
に認識されていればよいが、
疎遠となり近隣ともコミュニ
ケーションがとれていなけれ
ば、取り残されてしまう可能
性すらある。 

 消防団員の有効活用。パトロールや地域でのイベントで地域の方と
接する機会はあるものの、実際の活動は消防操法等に注力され、防
災的な活動はあまりなされていない。本来なら、地域防災の強化を
もっとも有効に担えるはずの消防団が、実際は部活動と大差がない
状態である。独居老人の住居マップを、ベースは市の住基等から作
成し、実際の調査員として消防団を活用する。地元地域の人間が、
顔を見て把握していることが大事だと考える。 

 昨今の自然災害から防災の強
化が急務。ゲリラ豪雨や大震
災など何が起きてもおかしく
ない世の中になっているから
こそ、それらに対応できる力
が必要。 

 災害が起きた際、各課での役割分担とは別に、職員一人一人にも何
らかの役割を持たせる。災害に関する研修を受けても、異動により
課が変われば関係がなくなるのでは意味がなく、また、職員一人一
人の性格もあることから、指揮するもの、準備するもの、すばやく
動くものなどそれぞれの性格に合わせた役割を持たせることが必
要。大災害が起きた際には、特別配置としてあらかじめ組織建てし
ておき、いつでも動けるような体制を整えておく。 

 昨年、突然の大雪で、曽木町
につながる道が塞がれて一時
孤立したことがありました。
近年は続く異常気象のため
に、市内のどこで突然の災害
に見舞われてもおかしくない
状況で、より迅速な災害情報
の把握・周知が必要であると
思われます。また、市民 1人
1 人が、災害等に関して、必
要な情報を必要な時に得られ
るような防災に関する知識の
周知が必要かと思われます。

 土岐市の防災用ＳＮＳを作って、災害に関する情報を市民が投稿で
きるような仕組みを作るのがいいかと思います。災害現場に直面し
た方が、スマートフォンで写真を撮って投稿すれば、市にもすぐに
情報が入り対応しやすいですし、登録している市民にもすぐに現場
の状況が周知できます。また、それに絡めて災害に特化した形のス
マートフォン教室などを行なえば、災害情報、台風情報、河川の水
位が見られるサイトなどの見方を指導できたり、防災用ＳＮＳがあ
れば、その登録の推奨や、投稿の仕方を教えることができ、市民の
防災に関する意識の向上に繋げることができると思います。 

 山間部（濃南地区）は自然災
害等により孤立も考えられ、
ドクターヘリコプター及び防
災ヘリコプターが広域的活動
ができるようにヘリポート整
備が必要。 

 現状はグラウンド等を離着陸場に指定しているが、離着陸の際に砂
塵等を防止するため散水が必要であるが支援隊の到着にも時間を
要すためヘリコプターの機動性が発揮できない。ヘリコプターが安
全に離着陸できる着陸帯を整備してほしい。 

 市民の意識レベルを上げる。  市全体としての防災訓練や町内レベルでの防災訓練など現在行っ
ていない範囲での防災訓練を実施する。自主防災組織を活性化する
ためのきっかけづくりとなる事業を実施する。防災に関係する行事
を増やす。 

 市民の防災に対する意識高揚
を図る。 

 大規模地震等の発生が危惧されるなか、自主防災訓練実施も増えて
はいるが全体から考えるとまだ実施が少ないと感じる。 

 市民の防災の強化意識を高め
ること。 

 【提案】現在土岐市でおこなっている、消防からのメール配信サー
ビスを生かし、定期的に防災意識を高める内容のメールを配信す
る。（例：防災時の家族集合の場所の確認、火災の起こりやすい時
期の焚火の注意等） 
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 市民間の防災の意識を高める  自治体がいくら呼びかけをしても、防災は住民の意識でほぼ決まる
と感じる。住民が防災を考える場を提供して考えてもらうべきであ
る。 

 私、自分は大丈夫だという考
えが多いように見えるため災
害に向けての何らかの予防策
がとれていない 

 もしも災害に合ってしまった場合の打開策を考える。地震などの自
然災害をはじめ火災などの対策を考える。 

 自主防災組織は町内の役員で
構成されている地域が多く任
期も短い、また訓練等実施さ
れていないのが現状と思われ
る。 

 災害による被害を最小限に留めるためには、市民の防災意識の向上
が必要。町内会の行事等にあわせ防災訓練等を取り入れる。 

 自助・共助の意識を高めてい
くこと 



 将来起こりうる東海地震に備
えた災害対策 

 災害を想定した避難訓練 

 大規模地震等の災害への備え
が必要。庁舎の新設等公共施
設の耐震化は進みつつあるも
のの、一般住宅の耐震補強は
進んでいないように思われ
る。 

 災害により被害を受けた場合の復興費用より、被害を最小限にする
ための取組費用のほうが少なくて済むと思われる。市レベルの話で
はないかもしれないが、耐震補強に対する費用面の補助等により促
していく。 

 大地震等の雑賀に備える。  万一に備えての、市民参加の防災訓練の充実を図る。 

 大地震等の大規模災害が危惧
される近年、地域防災力の更
なる向上が求められる。 

 現在、各地域で図上訓練や防災訓練等は実施されているが、いつ発
生してもおかしくないという現状を再度認識していただき、防災力
の更なる向上を図るべきである。 

 大地震等の大規模災害が危惧
される近年、地域防災力の更
なる向上が求められる。また、
職員数が少ないため、職員の
増員を強く要望したい。 

 近年、消防資器材の整備は従来と比較しても、車両の更新をはじめ
資器材等も頻繁に更新していただいている現状である。しかし、職
員数が不足しており、資器材および車両が更新されても扱う職員の
絶対的不足のため、実働職員が不足している。2署 1分駐所という
ことを理解していただき、職員増員を強く願う。 

 地域防災力を高めるために自
主防災組織の必要性が言われ
ているが、現在の自主防災組
織は、自治会の役員が担って
いるような状況にあり、役員
任期が終われば組織が変わる
ような仕組みとなっているた
め、長期間地域防災を担うこ
とがでず、十分な知識等を得
ることができていない。この
ため、実際の災害時に自主防
災組織が十分に機能するとは
考えづらい。 

 各地域に防災士等の自主防災の核となる人材の育成をし、継続した
組織づくりを実施する。 

 土砂災害警戒区域や、氾濫指
定区域などの整備。 

 ハザードマップなどで各種の危険区域を指定はしているが、実際に
知っている人は少ないと思う。そのため、少しでも知ってもらえる
ように各家庭に配布するなどがあってもいいと思う。 

 東海地震があるといわれてお
り、防災の強化は必要と思わ
れる。 

 市民を交えた訓練や、避難場所、市の備蓄等を市民に知ってもらい、
個人でも必要なものの周知が必要である。 

 東南海・南海地震が今後 30
年以内に発生する確率が高い
と言われている。災害に対す
る防災の強化が必要。 

 各々が防災に対する意識を高めるほか、最新の防災機能、グッズ等
活用する。 
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 東南海地震による対策  市民に対して危機感を持っていただくようにすることが必要だと
思います。 

 南海トラフの巨大地震が起こ
ると言われているが、先の危
機に関して鈍感になってしま
っている。有事のための備え
が必要である。 

 新たに施設を作る際に、本来の機能とは別に他の機能を持つ備品を
設置する。例）ベンチを変形させると火を使える仕様で、炊き出し
に使える。市内の消化栓の情報を共有し、ライフラインが途絶えた
時に、使用できるようにする。 

 南海トラフ大地震等の災害に
関心を持ってもらう。 

 一般市民の方に危機感を持っていただけるように、各地域で防災講
話をしていくといいと思う。 

 発生の懸念されている大地震
に対し、各地で訓練がされて
いるところではあるがそれを
いかに発災時に有効に生かす
ことができるか。 

 阪神・東日本大震災において被災された方の講演等により、さらな
る防災意識の向上を図る。 

 風水害等に対する防災体制の
強化と自分たちのまちは自分
たちで守るという自助・共助
の意識の促進を図る 

 地域自治会を中心に消防団、民生委員等が連携して災害時における
災害要援護者への対応を検討する仕組みを構築する 

 防災・防犯・消防については、
それぞれが別々の体制である
ため、横の連絡が密に取れて
いない。有事の際には機能し
ないと思われる。 

 新庁舎建設時に危機管理部門を設け、災害等の情報は一か所で集
約、常に手元で情報を管理し迅速な対応ができる体制とする。消防
指令センターを市庁舎内に設け、24 時間 365 日管理できる体制を
整える。また、夜間窓口業務にて各種情報が受信できるようにし、
安心して暮らせる体制づくり等をすすめていく。 

 防災に関する理解度の差があ
ると考えます。 

 防災について考えたり、学ぶ場を作る。多くの人に詳しく理解をし
てもらう。 

 防災の強化  今後の大規模な自然災害や人為災害に備えるため、町内レベルで防
災意識を高めるための講習や市職員のマニュアルの周知・徹底な
ど、引き続き自助・共助・公助に努めるべきと思われる。 

 本市は、幸いにも自然災害が
少ないが、いつ起きてもおか
しくない東海地震に備える必
要がある。 

 自助・共助・公助の考え方を地域で学ぶ機会を作る。自治会毎に研
修会を開催するなど。 

 木造住宅の耐震化が進んでい
ない。 

 対象となる木造住宅は、築３
２年以上経過しており、老夫
婦が住んでいる状況が多く、
耐震化をするにしてもめ時間
的にも経済的にも躊躇してい
る方々が多い。 

 建替え住宅の推進 

 建替え住宅に対しての解体補助（現在の耐震工事補助の市費３０万
円／件）。 

 これは、空き家の建替えや定住促進につながり、固定資産税の増加
につながる。 

 また、結果的に耐震化されるため震災後の対応として処分費の削減
につながるものと考える。 

 そして、建設業の活性化に繋がる。 

 老朽化したインフラ  計画的な整備 

31 中心市街地の整備 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 アウトレットにより土岐市に
多くの方が足を運ぶようにな
りました。今後、テラスゲー
ト、イオンモールができるこ
とにより、さらなる増加が見
込まれると思います。その中
で、土岐市の街への還元がさ
れていないのが現状と思いま
す。土岐市全体としてアウト

 まず駅前商店街の整備、開発を引き続きおこなう必要があると思い
ます。多治見、瑞浪、恵那、中津川、どこの市を見ても駅前商店街
の整備が整い、市のメインストリートとし、地元のグルメや地域に
根付いたお土産等の発進場所ともなっています。いろんな場所に点
在させるよりも、１箇所に集めた方が分かりやすく足を運びやすい
と思います。仮に駅前の整備が済み、多くのお店が出展できた際は、
上記施設に観光パンフレットを配備することで多くの方の目につ
き、パンフレットを手に取り、実際に足を運んでもらえる可能性が
増えるのではないかと思います。（現時点での土岐市の観光地をま
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レット等に足を運んだ方をど
のように取り込んでいくのか
が課題と考えます。 

とめたパンフレットを配備するのもよいかと思います。） 

 その町の顔ともいえる駅前商
店街が閑散としてしまってい
る。他市特に遠方からの電車
利用者に土岐市は何もない所
だと印象付けてしまうので
は。 

 土岐市住民が利用しやすい環境の整備、観光客向けの店舗等の充実
など 

 駅周辺が活気がないように感
じる。土岐プレミアムアウト
レットができ、休日には多く
の方が土岐市へ来られていま
すが、インター付近というこ
ともあり、他の場所にも立ち
寄って…ということは少ない
ように感じる。 

 ぶらぶら歩きながら、見て、食べて、ゆったりできる場所になると
良いと思う。公共交通機関もあり交通の便も良い駅周辺に人気のあ
るパン屋さんや雑貨店、カフェなどができれば、人が集まりやすく
なると思う。そこに陶器つくり体験のできるお店や、陶器の器や小
物のお店なども併設することで、焼き物にも触れてもらえる機会が
増えるのではないかと思う。 

 駅周辺地域の再開発  駅周辺一帯を区画整理し、駅へと至るアクセス網を充実させる。 

 駅前、新土岐津線の改修終了
と駅前広場開発から、街のに
ぎわいを取り戻す。 

 駅前を乗降車場だけでなく、市民が電車利用以外にも集まり、憩う
ことができるようなショッピングセンター等を誘致する。 

 駅前の活性化  アウトレットなど市外、県外からくる人にもっと土岐市をアピール
できる場所を設けては？ 

 駅前の商店街の多くが昼夜問
わずシャッターの降りている
店ばかりである。 

 中心市街地の整備だけでなく商業施設の充実を図るためにも。商業
施設の誘致など今後一層力を入れる必要があると思う。 

 駅前の商店街は閑散としてお
り人通りがないため商店が商
売にならず店舗が減ってゆく
という悪循環である。また大
型商業施設は市の端にあるた
め中心市街地には人が集まら
ない。 

 市役所の庁舎を駅周辺に立地し、まずは人が集まる場所を作る。市
がまとまった貸店舗を作り家賃を安く貸し出す。 

 駅前の整備がなかなか進んで
いない。シャッターのしまっ
た商店街、古い長屋住宅、さ
びれた駅前、駅裏になってし
まっている。ここ何年と、新
店舗がなかなできていない。
この場所で新店舗を構えたい
と、思える街に。 

 現在の駅裏を駅前にすることで、国道からのアクセスをよくする。
国道から駅までの新しい通りに、新店舗や今まであった店舗を移転
し、援助金等の待遇を行う。 

 駅前は暗く、商店街もさびれ
てしまっている。道が広くな
るだけで交通の便利がよくな
り、随分とｲﾒｰｼﾞも変わる。既
に駅前広場の整備の計画が進
んでいて楽しみですが、土岐
市の玄関なのでもっと活気あ
る明るい場所になって欲しい
と思う。 

 夜になると、駅前からアウトレットがきれいに見える。駅前もイル
ミネーションで飾る等、話題性や華やかさが欲しい。住みよい整備
された街はもちろん、夢のある「土岐市のシンボル」的なものもあ
ると良いと思う。道を広げ、学習塾などが進出して来ている。駅へ
の送迎に加え、塾への送迎で車の交通量も増えている。駅前に店を
出店したり、リニューアルするのに補助金を出し、おしゃれな店を
開いてもらうよう誘致する。建物の色あいを統一するなど、歩いて
みたい駅前にする。アウトレットや市内の観光案内ができるような
観光案内所を駅前につくる。 

 駅前及び国道 19 号沿線の活
性化 



 駅前景観整備 

 駅前広場の整備  新土岐津線拡幅整備や駅前広場整備計画が続き、商店街の活性化も
重要。すでに新庁舎準備室も立ち上がっているが、商店街に役所（一
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部の課）を入れて役所商店街にする。 

 駅前広場の整備  利用しやすい広場の整備 

 駅前商店街と郊外商業施設と
の連携 

 郊外商業施設と駅前商業街とで委員会を設立し、地域活性化のため
のミーティングを定期的に実施することで互いを協力・競争しあっ
て相乗効果的に地域が活性しあえる環境を整備する 

 駅前商店街の状況が気になっ
ています。人口減少や高齢化
等により、活気がないと思わ
れます。中心市街地を活気づ
け、長く土岐市に住んでもら
えるよう、魅力あるまちづく
りをする必要があるのではな
いかと思います。 

 2019 年にはイオンもできる予定で、将来的に土岐市駅の利用者も
増えると思います。市外、県外からの観光客が駅前でも楽しめるよ
う、駅前通りを整備し、若い人たちが利用してくれる新しい店舗の
参入を促進してほしいです。 

 駅前商店街を昭和４０年代、
５０年代の様にすることは、
時代の流れに反することであ
る。地方再生でなく、地方創
生と考えれば、商店街ではな
く、全く違うアプローチが必
要ではないか。 

 駅南の地区は虫食い状態で土地が明いているので、これらをうまく
活用して大きな空地を作り、市役所を移転することもひとつの手段
だと思う。 

 駅前整備。交通の便だけでな
く、活気ある商店街にする。

 外部からの参加を募る。 

 駅前地区の衰退、道路事情に
よるアクセス困難な立地。 

 ある程度の一極集中があってもよいのではと思います。行政機関・
医療機関・金融・買い物・鉄道等。土地の確保、道路の整備等課題
はあるが、郊外の市民サービスを低下させることなく「駅前に行け
ば、たいがいのことは片付く。車が無くても行けるし」という地区
があれば生活も便利になるのでは。 

 駅前地区の低利用状態を解消
する。 

 今後の土岐市は、自動車なしでは生活できない地域を中心に、さら
に急激な人口減少に見舞われる。50 年程度先には、店舗や病院、
公共施設から遠く、山林を切り拓いた住宅団地にわざわざ住みたい
と思う人はいなくなる。現に反例として、瑞浪市の国道 19 号バイ
パス沿いは、徒歩圏内に店舗や病院、保育所等が揃っており生活が
完結できるため、次々と住宅が増えている。このような街が暮らし
やすい、つまり住民に「選ばれる」のであって、郊外に大型店舗が
あれば人が住むというものではない。身近に生活のための施設があ
るから安心して住めるのである。人口減少・高齢者社会において旧
来の自動車依存、奔放な郊外型まちづくりの考え方を捨てなければ
ならないことははっきりしている。また、歳入減が続けば、維持す
る公共施設を絞らなければならなくなるため、市街地の縮小や効率
化は必須である。一方、将来の市内における雇用は現在以上に厳し
くなり、名古屋市や愛知県への通勤に依存する状況に変わりはない
と予想される。よって、JR や国道 19 号の重要性が低下することは
ない。そこで、空き店舗や駐車場がほとんどを占め、土地が有効利
用されていない駅前地区を抜本的に見直したい。戦前に設計された
駅前地区の街路形状は現代の生活に合わず、防災上も危険であるた
め、再度区画整理を行い、遊んでいる細かな土地を良好な街路と宅
地として再生させ、散らばっている店舗や公共施設を集める。そう
することで土地利用と施設間の移動を効率化させ、人口減による市
街地集約に対応する。高齢者比率が現在以上に高まるため、病院を
再び駅前地区に戻し、自動車に頼らなくても利用できるようにす
る。また、JR の踏切が国道 19 号からの通行を阻害していることも、
駅前地区への心理的・物理的な移動の困難さの要因になっている。
国道から駅周辺への道路の拡幅や JR との交差をアンダーパスもし
くは橋梁化する。国道や駅といった重要な交通手段を中心としつ
つ、徒歩で完結する生活圏づくりを進めるため、これらを六次総の
期間にとらわれず、50 年先を見据えて超長期的に推し進め、小さ
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くても住みやすい・維持できる街へ移行できるように、今から備え
る必要があると思う。そのためには、今駅前に土地家屋を持ってい
る高齢者の意見よりも、未来に高齢者になり、問題が直接影響する
若い人達の意見を重視する必要があると思う。 

 駅前東西方向の道路及び駅前
広場整備完了後の市街地整備
のあり方について。 

 単純な駅前の利便性向上を目指すのではなく、コンパクトシティ化
を志向する中での中心市街地の位置づけを明確にしたうえで整備
を図っていく必要がある。コンパクトなまちづくりの実現を図るた
め立地適正化計画の策定も考慮に入れる必要があるのではないか。

 駅前付近がきれいに整備され
つつあるが、駅前全体を整備
する必要がある。 

 観光と同じことになるが、いかにアウトレット等に来た、観光客が
中心市街地まで足を運べるかは環境の整備が必要。 

 旧来の商店街の寂れ、どこの
市でも同じような光景が広が
るので仕方ない気もします
が、駅前を整備していくので
あれば、それにともなう中心
市街地の整備にも力を入れる
べきと思う。 

 年に２度ほどＪＲ東海「さわやかウォーキング」が開催され、市外
から電車を利用して来市される方々に美濃焼をアピールできるポ
イントが、駅前に皆無です。車の方は、道の駅を利用できるでしょ
うが、電車で来た人たち、駅に車を置いて「美濃焼まつり」に行く
人たちに、まず、土岐の美濃焼をアピールできる「ギャラリー兼即
売所」を提供することはできないでしょうか。アウトレットに来た
人にも「駅前にあるよ」とわかりやすくアピールできる、規模の大
きな美濃焼ギャラリーを、市主導で設置することは可能でしょう
か。地域ごとのバランスがあるので難しいかもしれませんが、市主
導でそういう施設を土岐市の玄関にもってくることは、美濃焼産業
にたずさわる人々に対し、「市の本気度」を説得力を持って示すの
に十分な第一歩だと思います。 

 区画整理 

 空家、空店舗対策、賑わいの
回復 

 回答 2に関係するが、市が市外からの移住希望者と空家、空店舗の
家主との間を仲介してリフォーム費用の補助等を行い、入居しても
らう。それに伴い移住者が増えることで生活に密着する店舗の呼び
込みを図る。 

 現在の駅前地区は、人口減
少・高齢化により自治会活動
が衰退している状況である。
中心市街地の活性化を図るに
は、中心市街地人口の回復を
図り、その購買活動や市民活
動などによるまちのにぎわい
を創出していく必要がある。

 居住地としての魅力を高めるとともに、中心市街地における住宅取
得に対する支援等を制度化する。 

 言い尽くされてはいるが、駅
前通りが閑散としていて、駅
へ降り立った人が驚くほどで
ある。 

 駅前開発で、駐車場のみではなくマンションを何棟か建て、通勤通
学の便を良くすると共に、景観も良くする。 

 公共交通機関の起点であり、
土岐市の顔ともいえる土岐市
駅の駅前商店街の元気がな
い。 

 新土岐津線、駅前広場の整備など引き続きインフラの整備を行い、
人が歩きやすい空間づくりと新規に店舗が進出したくなるような
補助等と合わせて店舗の呼び込みを行う。 

 市外の人に土岐市について尋
ねると、特に若い人では「ア
ウトレットがあるところ」と
答える人が多い。アウトレッ
トには集客があるが、中心市
街地には人が流れて来ない。
市全体を活性化するには、ア
ウトレットや、出店が決まっ
ているテラスゲート、イオン
モールに来る人々を、中心地
にも来てもらえるようにする
ことが必須だと思う。 

 中心市街地の商業店舗の充実。中心市街地で買い物をした人は駐車
場の料金を割引する。土岐市の新たな名物となるようなＢ級グルメ
を作り、中心市街地の飲食店を中心に販売する。 
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 主要商業施設の多くが郊外に
建設されることよる市中心部
の空洞化。 

 中心市街地の道路等のインフラ設備を整備することで、住宅、商業
施設の立地条件を整える。生活環境を整える事でまずは人口増加に
つながり、消費増加、経済活性化へとつながる。 

 商業施設が市西方に集中し、
市外からの流入客を市内に取
り込めないため、中心市街地
のみならず、19 号沿線でも商
業集積が進まない。市内に訪
れる客を市内に引き入れるこ
とと中心市街地を魅力ある特
徴的な街づくりを進めること
で市内の業者にもやる気を持
ってもらうような計画づくり
をする。 

 駅前はターゲットを誰にするかを明確にして、それに沿った街づく
りを進める。規模を追うのとは違う魅力づくり。子育てをしている
ママさんや学校帰りの高校生などが楽しむための公園のような街
として、駅前でスポーツや散歩子どもを遊ばせる緑の多い地域でそ
れらの人の必要な店に出店してもらう。中心市街地活性化計画であ
った町には基本的に賛成。公園の中の屋台というコンセプトでいい
と思う。基本的にバス以外の車を入れない。図書館や土岐川や伊野
川と一体的な街。 

 商店街がシャッター街になっ
ていること。駅を降りて一番
に目に入る景色が寂しく感じ
る。 

 空き家バンクのように、空き店舗の所有者に貸出希望者がいれば登
録してもらう制度はどうかと思った。ただ、いきなりお店を出すの
は不安が大きいと思うので、お店を出す前に駅前広場の横等のスペ
ースを貸し出せるようにしたらどうか。パン屋を例にあげると、最
初は現在のパン屋でパンを作ってもらい、通勤時間や帰宅時間等の
駅利用者が多い時間に駅で持ってきたパンを売ってもらう。できる
だけ省スペースで売り子や出店のようなイメージ。それが上手くい
って、お店を借りてもいいと思えるようになったら、登録してある
店舗を借りてもらう。そこで今度は飲物も出せるようにし、もっと
大きくしたければ次の店舗へ、というような。借り手の負担をなる
べく減らすために、契約は短期間でお試しができるような形。また、
その流れを市である程度整えて、お店を持ちたいと思っている人が
いそうな所への広報活動をしてはどうかと。 

 商店街から人や店が出て行っ
てしまっている。駅前商店街
を、駅を中心とする中心市街
地の大きなとらえのなかで、
どうしていくか検討し、実行
力のある施策を打てずにい
る。 

 駅を中心とする市街地のこれからのあり方について、検討する組織
をつくり、駅周辺をより魅力的にする施策を実行できるようにす
る。 

 商店街では空き店舗が増え、
人通りも減少している。駅に
近いという利便性を活かし、
商店街に人が集まるような仕
組み作りが必要である。 

 これから車を使用し移動することのできない高齢者が増加すると
思われる。買い物や病院へ行くのに、バスなどの公共交通機関で移
動することを考えると、バスで駅に来て、買い物も病院も飲食もす
べてそこでできるように整備すると、駅周辺に人が集まってくると
思われる。また、高齢者だけでなく、駅近辺に住めば名古屋まで４
０分で行くことができるため、住居環境を整備し、名古屋に通勤す
る人などに駅周辺に住んでもらえるような利便性の高い空間を駅
周辺に作る。 

 商店街の問題点として、商業
者の商業離れが挙げられる。
その代表的な問題点のひとつ
に後継者不足があるが、これ
はむしろ将来の商売の発展に
明るい見通しを持てない商店
主の後継者育成の放棄といえ
る。そのほか、魅力ある品ぞ
ろえに対する研究の不足など
もある。 

 既存の商店街に拘ることなく、商売の拡大を図るということが必要
になってくると思う。既存の商店街が真に町の顔として重要なもの
であるとするのであれば、商業機能と切り離して街並み保存の観点
からその保存に取り組む必要もあると思う。 

 生活基盤となる道路インフラ
が整備され、市民が回遊する
場所等の工夫、駅前の賑わい
を図る施策が充分ではない。

 中心市街地活性化事業（国・県補助金メニュ－）の充実 
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 全国的に万能な策がなく、本
市も例外ではなくシャッター
通り、それ以上か。駅は無く
なることはないと思われるの
で、これを大事にすべきでは
ないか。 

 駅を利用する人のために岩倉市ではないが「駅前で園児を預かり各
保育園に送迎する」であるとか、交通弱者・買い物弱者が駅周辺に
住み小さな商店と診療所があれば駅周辺の立地を生かせると思い
ます。 

 大型商業施設と駅前商店街と
の連携 

 駅前商店街での商品購入でアウトレットやイオンモールでの割引
商品券を配布するなどの商店街と大型施設との連携強化に取り組
み商店街の活性化に繋げる。 

 中心市街地ではなく、市内全
域での市民生活充実の為の取
り組み 

 これまで通りの買物施設や企業の誘致 

 中心市街地とする場所が悪い
のではないか。庁舎が国道寄
りにないために人の集まりが
悪く発展しがたい。 

 新庁舎建設を現在地での建て替えを前提とするのであれば、国道か
ら駅を経由し、市役所までのメインストリート（16m 以上）を構築
する。 

 中心市街地の活性化  区画整理・道路拡幅・駅が近い新庁舎の設置 

 中心市街地の魅力づくり  駅北については、広大な駐車場用地があり国道１９号とも直結して
いることから、駅北を重点的に整備して中心市街地活性化を図る方
法もあるのではないかと思います。 

 中心市街地への魅力的な複合
型施設 

 陶器と食事をテーマにした複合型施設…陶器は地元企業のものを
使用する。それを使用する料理店は全国的にジャンルを選ばず、期
間限定でテナント出店してもらう。また、子育て世代が楽しめる施
設（屋内型遊具等）を設置することで、天候関係なく集客が見込め
るのではないだろうか。 

 長年の課題だが、中心市街地
に魅力がない。 

 ビルなどを建て、新しく新鮮な店舗をたくさん誘致できればと思
う。大きなスーパーや、美容室、エステサロン、おしゃれなカフェ
等があると、駅前が華やぐと思う。 

 長年の課題で難しいとは思う
が、中心市街地を早急に整備
すべきである。 

 多治見市のように駅周辺に官公庁ばかりが並んでは中心市街地の
活性化にならない。官公庁より商業施設を入れるべきだと思う。購
買意欲の高い若年層を取り込めるような施設があると良い。上記し
たようなクラフトショップも良いと思う。 

 土岐市の駅前は他市と比べる
と劣っている。駅前中央通り
もシャッター商店街となって
おり、ただ駅を利用すること
しかないというのが現状では
ないか。駅前の整備の話が出
ているが、果たしてそれだけ
でよいのだろうか？ 

 土岐市にはアウトレットがあり、今後はイオンモールの進出などで
駅を利用して土岐市を訪問する方が増えると思います。せっかくの
玄関口であるため、土岐市に好印象を持っていただきたい。駅前の
道路整備も重要ではあるが、JR と協議して駅の庁舎を建て替えて
商店をいくつか入れるなどして新しい土岐市の玄関口にするのは
どうでしょうか。 

 土岐市の玄関である駅前商店
街。空き店舗が多く寂しい。
市民意向調査でも駅前の整備
について重要視する意見も多
い。 

 駅前商店街（若しくは駅周辺に）を飲食店・食品製造販売等、食品
を扱う店舗街にする。観光地などで観光名所以外で多くの人が集ま
る場所というと、食べ物屋（飲食店、買い食い）が思い浮かぶ。駅
は多くの人が行き交う場所、年齢問わずフラッと立ち寄りたく様な
場所ということで。 

 土岐市の中心となるはずの駅
前周辺地域は、人口減少や商
店街の衰退などにより寂れ、
市民の誰もがこのままではい
けないと感じている。しかし、
土岐市駅周辺はポテンシャル
が高い地域であるため、きち
んとした住環境を整えれば人
は集まってくると思われる。

 みんなが危機感を感じ、空き地、空き家も多い今がチャンスととら
え、まずは将来ビジョンを示していくことが必要だと思う。 
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 土岐市駅前に魅力がない。  土岐市駅前に、大型商業施設や大学キャンパスを誘致する。 

 土岐市駅前の整備  現在、土岐市駅の西側の県道は拡張工事が実施されているが、駅南
側の商店を盛り上げるよう努力していただきたい。おそらく若い世
代は週末等、飲食をする際は多治見等の市外に出かけていることが
多いと思われる。 

 土岐市駅前の整備を整えるべ
きである。 

 他市を見ても明らかに土岐市駅前は、さびれている。土地の買い上
げ、第三機関の意見等を聞き、大幅な改修が必要だと考える。 

 土岐市駅前周辺の衰退  近年、土岐津町地内においては、アウトレットモールにより市外や
県外からも多くの人が集まるようになってきた。しかしながら、昔
からの産業である陶磁器関係においては厳しい状況が続いており、
土岐津町の一部以外では地元の人しか出入りしないように感じる。
したがって、JR 土岐市駅前をもう一度整備し直して、さらに多く
の人が市外や県外から集まるような町になるとよいと考える。 

 東濃４市を比較しても極端に
見劣りする駅前周辺の整備、
活性化について 

 中央通りの拡充が今後も不可能なら、県道河合・多治見線を東に向
けてさらに拡充を促進させ、県道南側に飲食店等を集約したテナン
トを設け、格安料金で募集する。中心部を流れる伊野川を利用し、
第４明治街道踏切下から土岐川に合流する伊野川橋まで散策遊歩
道を整備する。整備には、柳等の植樹やタイル、タイルや陶片を使
用し産地としての特色を出す。 

 東濃五市の中で土岐市の駅前
が一番寂れてしまっている。
人が集まる核となる施設、店
舗等がない限り現状の打開は
できない。 

 駅前から西踏切までの道路の拡張ができたが、この道路に民家が張
り付くのではなく魅力ある施設、店舗等ができれば、市街地活性化
の第一歩になる。 

また、イオンモールができた時は、イオンモール⇔土岐市駅の無料
シャトルバスを走らせて、中心市街地に人が集まるようにする。 

32 道路・河川の整備 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 21 号線が、肥田地区で止まっ
てしまっている。 

 高速道路からのアクセスがよい道路であるにも関わらず、駄知・下
石方面まで伸びていない。このため南部地区へのアクセスが非常に
悪い。土岐津に南北に縦貫する道があるように、21 号線から縦貫
する道路も市内の利便性を高めるためにも必要と思う。19 号・66
号・21号の国道が環状化するようにすることはできないだろうか？

 アウトレット、テラスゲート、
イオンモールと大規模ショッ
ピングセンターがあり、また
は建設予定であり、交通面で
渋滞が予測されたり、近隣住
民の生活環境（生活道路）が
著しく悪化することが予測さ
れる。 

 これらの建設に関しては、集客による土岐市への経済効果として非
常に大きいと思うが、それに相反して上記の懸念が残る。それらに
対応するために、道路設備の拡大拡充が必要と感じる。 

 アウトレットの影響による国
道 19 号の週末の渋滞があり、
イオンが完成すると、国道 19
号のさらなる渋滞が予想され
る。 

 イオン建設予定地周辺の道路の整備（可児方面、多治見方面） 

 アウトレット拡大・テラスゲ
ートオープンに伴っての渋滞

 道路の拡張・駐車場の確保 

 現在、イオンなどの進出も決
まり、その後の市の発展につ
いて期待しておりますが、ア
ウトレットで国道が渋滞して
おり、多治見市まで渋滞の列
が続いている状況で、同じ道

 現在の計画及び今後の展望を見据えた国道１９号以外のメインと
なりうる道路設備 
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路をメインとした集客施設が
できるこということで懸念し
ています。 

 高度経済成長期に建設した道
路、橋梁をはじめとした道路
構造物の劣化が激しくなって
きている。 

 損傷が激しくなってから、大規模に補修するよりも、こまめに予防
的に補修をしていくことで、構造物を長持ちさせて、費用も抑える
ことが出来る。 

 国道 19 号線の渋滞。今後、イ
オンの出店が決まっている中
で、どう渋滞を緩和するか。

 簡単な考えですが、交通量の分散が必要だと思います。多額な予算
がかかりますが、新道路の整備が重要です。 

 子供の通学路が危険である。  通学時間と帰宅時間に、子供が４，５列に横並びして歩いているの
をいつも見かける。たまにではあるが歩いている場所が反対車線に
まで伸びており、車両が来ても全く気付いていなかったり、気づい
ていても走行している車両に近づいてくることもある。ガードレー
ルや道路の整備を実施し、しっかり区分けしたほうがよいと思う。

 住みやすい環境づくりにおい
て道路整備が重要と考える。
狭小な道路の場合防災面でも
不利な要因である。歩行にお
いても危険である。 

 建築基準法上の道路では４ｍに満たない道路では幅員４ｍが確保
できるよう後退しなければならない。この後退部分を道路用地とし
て取得できれば良いと考える。 

 水路清掃、樹木の伐採、草刈
りなどの要望が年々増加して
いる。 

 道具の貸し出しや、使い方の講習会を開催する。 

 「自分の地域は自分で守る」という意識を高める。 

 多くの方が足を運んでくれる
施設により、道路の渋滞が増
加している。今後イオンの出
店を考えると交通の分散を考
えなければならない。救急搬
送時にも支障が出ている。 



 大規模開発や大規模商業施設
の誘致が頻発している当市に
おいて、これらに伴う交通・
物流の受け皿となるインフラ
の整備が急務。 

 この課題の解決には、絶対的に人・モノ・金の拡充が重要。施策に
対応できるだけの、力のある技術職員の拡充及び予算の拡大が必要
である。具体的には、現場・設計の民間経験者の中途採用の実施、
技術系職員の増員。 

 大規模商業施設誘致へ至る道
路整備 

 誘致される大規模商業施設へ至る道路網を充実（新規道路を造る、
従来道路の拡幅等）させる。 

 大型商業施設の建設にあた
り、交通の流れがより悪くな
ることが予想されると思いま
す。 

 様々な問題があるとは思いますが、国道１９号以外の大きな道路作
ることができたら緩和されると思う。今でも土日や帰宅ラッシュ時
の混雑があるため、主要道路がもう一つ必要になってくるのではな
いかと思います。 

 大型店舗進出による既存道路
の渋滞。店舗完成までに対応
しなければ、市内の交通麻痺
が予想される。 

 バイパス、道路拡幅の早期計画着工。 

 土岐南多治見インター付近の
施設増加のため、特に多治見
から土岐間の国道 19 号の混
雑が予想される。 

 新たな道路を作る。 

 道路・橋梁の老朽化、道路沿
線の樹木が大きくなり災害時
に破損、倒木等により通行不
可能となりライフラインに支
障をきたす。 

 実施予算確保のため、国、県に対しさらなる要望をおこなう。 

 道路が拡幅等整備されていな  アウトレット付近の道路は整備され、住宅ができ、更に企業・テラ
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いと企業等が進出してこな
い。多額の費用を要しなかな
か難しいが、元気な町にする
ためには道路整備が一番大事
である。 

スゲート・スーパーオオクワが進出し人が集うとても快適な素晴ら
しい環境となってきた。今後も山林を宅地開発し人口を増やし活性
化してほしい。 

 道路の整備は、商業の振興、
観光の振興、防災の強化、交
通安全など各施策の基本であ
るため、関係各課と調整を図
り、重点的に取り組むべき課
題である。 

 現在土木課に寄せられる要望は自治会及び学校関係からのもので
あるが、関係課から施策の実施に関連し、道路整備等の要望があれ
ば調整し実施していく。 

 道路の早急な整備  道路は、市民生活、産業振興、観光等に欠かせない資源です。市内
の市道延長は５５０Ｋあり、かなり老朽化が進んでいます。毎年そ
れなりの予算を計上し補修、改良等を行っていますが追いついてい
ないのが現状です。そこで思い切った計画を立て、道路補修、改良
に力を入れていくべきであると思います。それにより、市民生活、
産業振興、観光、防災力、交通安全等の向上につながり、ひいては
土岐市の道は全国一走りやすく安全であるとの評判が上がり、人口
の増加にもつながって行くものと考えます。また、一つの提案です
が、Ｈ２６年９月の改正道路法施行で、「環状交差点」としてラウ
ンドアバウトの運用がスタートしました。この効果についてはまだ
試行段階のところが見られますが、信号がないため災害時の対応や
交差点での重大な交通事故の減少などの効果がうたわれています。
土岐市でも研究していったらと考えます。 

 来るべき大地震に備え、緊急
輸送道路および重要な道路ネ
ットワーク上の橋梁等の耐震
補強・修繕工事を急ぐ必要が
あるため。 

 莫大な費用が必要であることから、補助金の有効活用。 

 老朽化対策 

33 公共交通の充実 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 11 雇用環境の充実 31 中心市
街地の整備と併せて、JR の本
数増を切に望みます。 

 働く場所が近くにあって、名古屋行の電車の本数が１時間に４本以
上あって、車の所持数を減らすことができる駅周辺に、他の周辺都
市より割安な住宅があれば、若い人は住むと思う。雇用環境の充実
が困難なら、電車の本数は堅持し、駅周辺を整備して、ベッドタウ
ンになる方向に持っていく。本数が多い駅と、住宅地を近くするこ
とが大事だと思う。子どもが居る家庭にとっては緑の多い土岐市の
環境はとても良いのにもったいない。 

 ＪＲについていえば、多治見
駅に比べ土岐市駅の電車本数
は半数しかない。 

 東鉄バスについていえば、土
岐市駅から妻木、駄知へ行く
バスは、全て駅前から中央橋
を経由しており、人口が一番
多い泉町を走る路線バスがな
い。 

 ＪＲ：多治見駅を使って名古屋へ通勤している人も、結局は多治見
駅までバスを使っているが、土岐市駅から徒歩圏内に住めば、その
人たちより通勤の便は格段に良いはずである。土岐市に住宅を建て
る気が起こるように、大型マンションの開発がされるように、その
点をもっとアピールする。 

 東鉄：泉町河合経由駄知行き。新土岐津経由妻木行き、駄知行きの
バス路線を新設する。 

 交通弱者に対する公共交通の
強化 

 市内循環型市民バスの充実 

 公共交通機関にて西側に向か
う場合、終電が２２時台と早
い。そのため、駅前地区を開
発したとしても終電のことを

 市が補填してでも、２３時半頃まで終電を延ばす。 
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考えると、どうしても目先が
多治見や名古屋に向かってし
まう。 

 高齢者が車に頼らなくても暮
らせる施策、運転免許返納推
進による交通事故防止 

 デマンド対応型交通システムの充実（土日、祝日運行など）とＰＲ
の拡大 

 高齢者が増えているためバス
等の公共交通機関の需要が高
まるはず 

 バスの本数や路線が増えるといいかも 

 高齢者による自動車の運転
は、危険であるとともに渋滞
発生等の原因となります。道
路等インフラ整備も重要です
が、高齢者が安心して移動で
きる手段の構築が必要です。
公共交通機関が充実すれば、
高齢者の運転免許証の返却も
促進できます。 

 駅を中心とした公共交通機関の整備をしたらどうか。高齢者に限ら
ず、自身で移動手段を持たない人にとって、安価で移動できる手段
は必要である。路線網は、蜘蛛の巣状になっていれば最高ですが、
駅を中心とした放射状に整備すれば、駅を中心にどこへも行くこと
ができます。移動距離は長くなりますが、行くことはできる。今の
路線バスのような大きなものではなく、10 人乗り程度の車両を使
い、本数を増やせば利便性は増す。運転手の人件費等の費用の問題
もあるが、インフラ整備に係る費用を回せば、雇用の創出にも繋が
るし、交通量が減少すれば渋滞も解消し、道路整備の必要も減少す
るのでは。今までの考えにとらわれず、大胆な変革を実施しないと、
高齢化社会は乗り切れません。 

 国道１９号線等の幹線道路沿
いに商業施設を誘致するのは
いいが、アウトレットのセー
ル時のように、国道１９号線
の渋滞の対応策も必要であ
る。 

 国道１９号の幅員を拡張するのは無理なので、抜け道として商業施
設へアプローチ出来る道路を増やし、交通を分散させる。 

 市内におけるバス交通やＪＲ
中央線の利便性向上 

 雇用環境の充実にもつながる点で、市内に必ずしも勤務地がなくて
も名古屋市等への通勤がしやすい環境を整えれば市税収入の増に
もつながるため、市内及びＪＲの利便性向上（運行本数の増）など
につながる好循環を生むための方策を講じる必要がある。パークア
ンドライドのシステム構築、駅周辺施設の充実（保育所・託児所）
など。 

 市内に住んでいるのに駅に向
かうバスが 1日に数本しかで
ていなかったりするので、地
元の駅を利用しなかったりす
ることがある。 

 バスの本数を増やしたり、路線も増やす。利用者が増えることによ
っても駅に活気がでると思う。 

 自家用車利用率５０％削減。
体と環境にやさしい新交通体
系システム構築。 

 生活スタイルの意識改革。買い物等で２ｋｍ以内は、バス、自転車、
徒歩を推奨。公共交通機関の徹底的な利用促進をアピール。「とき
ゼロえん観光」を目指し、主要施設（駅、病院、ＰＲＰ周辺、陶史
の森周辺、バーデンパーク）へのアクセスを確保し、緑豊かな自然
環境の中ゼロえん体験型観光を。 

 自動車の運転ができない高齢
者や障害者が外出するのに多
大な労力がかかる。高齢者や
障害者の自動車事故。 

 運転免許の返納と引き換えに、バスやタクシーの乗車助成券を交
付。東鉄バスと連携して高齢者や障害者に対して乗車料金の割引。
曽木・鶴里や泉が丘、五斗蒔など、スーパーマーケットや医療機関
が少ない地域のバス本数を増やす。 

 自分は車を利用することが多
いのでバスはあまり使わない
が。本数が少なく終バスも早
い。電車で来た市外の人が観
光名所へ行くためにはタクシ
ーを使う必要がある。土岐プ
レミアムアウトレットへの本
数が少ない。多治見からのバ
スのほうが多く、アウトレッ
ト目的の人たちが土岐市駅に

 観光地を巡ることのできる市内ループ型のバス。一日乗車券、観光
地をめぐるスタンプラリーなど、土岐市駅に来た観光客が敢行しや
すくなるための交通整備。分かりやすいバスマップの作成やバスマ
ップの駅前展示。 
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立ち寄ることがない。 

 車を持たない・持てない人の
移動手段がない 

 厳しいとは思いますが、主要施設を通るバス路線・本数の拡充や、
安価で共用利用できるタクシー等の増加をしてほしいです 

 商業施設（テラスゲート・イ
オン）の誘致に関してはいい
ことであるが、現状アウトレ
ットのみでも交通渋滞、それ
による事故が増加している。

 商業施設へアプローチ出来る道路を増やし、交通を分散させる。 

 商業施設へのアクセス  新規商業施設だけでなく、観光地もまわれるような市内ループバス
等。 

 人口減少の歯止めとして便利
な"まちづくり"として公共交
通の充実が不可欠である。バ
ス交通においては市民バスが
更に減ってオンデマンドタク
シー等に移行しています。原
点に戻り特に通勤・通学の手
段としてのバスの増設を再検
討し、便利な魅力あるまちと
したらどうか。 

 赤字分等、多治見をまねて市の補填もやむなし。(路線バス、市民
バス共マックス 100 円の料金とするなど) 

 多治見市と土岐市合わせて国
道１９号が慢性的に渋滞して
いる。 

 アウトレットの客の大半が車での来客となっており、今後イオンの
営業が開始されると国道１９号土岐市内中心部での渋滞も懸念さ
れ、市民生活への影響も考えられる。ＪＲや東濃鉄道と協議し、Ｊ
Ｒの土岐市駅への停車本数やアウトレット方面へのバスの運行本
数も増やし、公共交通機関での利用者を増やす必要がある。またそ
の利用者を増やすためには電車やバスでの利用者に対し利点とな
る何かが必要。多治見市との協力も必要。 

 通勤通学にバスを利用しよう
としても、本数が少なく利用
できない。使わないために本
数が減るなど悪循環である。
JR と私鉄バスとの連絡が悪
いために、電車がホームに着
いたと同時にバスが出て行っ
てしまうとか、バス停に私鉄
バスが着いたと思うと市民バ
スが出てしまい、曾木鶴里方
面の学生が困っている状況を
見たことがある。 

 JR や私鉄バスについては、市の管轄外のことであっても市民が困
っている状況なので、対策を考えていただきたい。市民バスについ
ては一度問い合わせたことがあったが、他に依頼しているのでどう
にもできないというようなことを言われた。市で運営している市民
バスなので、特に大人を頼らざるをえない子ども達も困らないよ
う、連携を密にしていただきたい。 

 電車の充実です。  土岐市は名古屋通勤圏内だと思います。土地も安く、一軒家を持つ
には魅力ある市だと思います。JR に一時間に一本でも多く増やし
てもらえるように要請し続けることです。 

 都市部から移住された方か
ら、自家用車以外の交通機関
（バス等）の少なさに対する
不満が多い。また、高齢者に
なると、車の運転が困難にな
り、こちらも自家用車以外の
交通手段がなくなることによ
り、生活範囲が狭まり、高齢
者の方の生活を不便にしてし
まう。 

 カーシェアリングの導入（①シェア用の車を市が提供・助成、②地
域コミュニティで運用（自家用車がない世帯への支援、共同利用す
ることで複数の高齢者の方の移動手段になり得る。）） 

 本市では、民間による公共交
通網整備の他に、市民バスの
運行により公共交通が保たれ
ている。しかしながら、民間

 ①現在、土岐プレミアムアウトレットと名古屋を結ぶ路線が運行さ
れているが、あくまで名古屋方面からの買い物客を対象としてい
る。このため、例えば土岐市駅を発着して、必要に応じて土岐プレ
ミアムアウトレット経由で名古屋へ行くバス路線を開設要望（朝か
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

は経営上の観点等から、ＪＲ
については多治見止まりが多
く、バスに至っては路線数が
限られているのが現状であ
る。一方、市民バスは運行本
数が限られ、なかなか充実し
た公共交通となっていないの
が現状である。また、本市か
ら、他市に向かう路線も充実
していないのが現状である。

ら深夜まで）して、通勤・通学・名古屋へ出かける市民の足を確保
したらどうか。 

 ②バス路線としては、多治見又は瑞浪方面については開設されてい
るが、土岐市から可児市へ行く路線は開設されていない。しかしな
がら、県道土岐可児線は、桃山街道として史跡や文化施設が点在し、
また、可児公園があるものの本市からは公共交通で訪問することが
できないのが現状である。このため、土日祝を中心に路線を開設し、
観光客や市民の観光等の足の確保をしたらどうか。 

 ③市内新興団地からＪＲ土岐市駅までの路線と運行本数を確保し
たり、上記②のように休日に例えば、土岐市駅から可児駅までのバ
ス路線を開設し、観光客が周遊できるようしてＪＲ利用者の増加を
図るとともに、土岐市駅周辺に居住スペース（マンション等）を建
設・誘致して人口増加を図り、ＪＲに対して土岐市への運行本数の
増加を引き続き要望していったらどうか。 

 ④ＪＲと土岐市駅発着のバスの運行時間の調整を図り、公共交通利
用者の利便性を高めて欲しい。 

 ⑤市民バスの運行本数を増やすとともに、１日乗り放題乗車券（民
間バス会社との相互利用もしてほしい）などを発行したらどうか。

 利用者の減少により、本数の
減少、最終時間の繰り上げな
ど経費削減によるサービスの
低下等、利用者にとっては、
定期利用がしづらいものとな
っている。 



34 上下水道の整備 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 下水道は、その投資に多額の
費用が掛かります。また、そ
の維持管理にも費用が掛かり
ます。土岐市の上下水料は、
東濃５市においても高いと言
われており、市民にも負担を
いただいております。今後、
下水道管の敷設が住宅点在地
域に差し掛かっていけば、そ
の投資に見合う費用を下水道
使用料で賄うことは到底でき
ません。また、下水道の弱点
は震災です。管がつながって
いるため、一箇所でも破損す
れば、使用不可または困難に
なります。 

 浄化槽は、以前はその浄化能力に疑問があり、下水道整備の方法が
とられてきましたが、現在は浄化センター並みの浄化能力があると
いわれています。現在、土岐市では浄化槽に補助金を出しています
が、一方で法定点検を受けていない世帯があるなど問題もありま
す。今後、下水道と浄化槽の利点を生かした整備を行っていくのは
どうでしょうか。今後、下水道の整備が必要な地域は、住宅点在地
域なので浄化槽の設置により整備を行い、その維持管理を市役所が
受け持つ代わりに使用料の負担を求める。これにより浄化槽の法定
点検も受けてもらうことが可能になります。住宅密集地域は下水道
の敷設がほぼ終わっているため、維持管理費に重点を移していくと
いう手段も選択肢としてあるのではないかと考えます。 

 既に都市計画区域の下水道整
備も終わっており、今後、人
口の増加も見込めず、施設の
老朽化が進み、維持管理費の
増大が予想されます。都市計
画区外の下水道整備の費用対
効果が少ないので、取り止め
る。 

 費用対効果が少ない区域外での下水道設備の新設をやめて、維持管
理に集中する。未整備の地域は浄化槽の補助金で対応。 

 重要インフラであり今後とも
継続して適正に維持していく
ことが重要である。 

 維持管理に経費が掛かることをＰＲする。 
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35 住環境・街並みの整備 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 【少子高齢化から脱却】土岐
市の高齢化率が 29％と、年々
増加傾向にある中、子どもの
減少、若年層の市外転出は顕
著である。それを少しでも食
い止めるために、『若者が住
みよい街』とはどういうもの
か、情報収集していく必要が
ある。 

 若年層の意見を積極的に取り入れるべく、議員や市職員が市内の学
校に出向き「今の土岐市、未来の土岐市」をテーマに意見交換を行
い、柔軟なアイデアや発想を行政運営に活かしていく。 

 アウトレット周辺の開発や、
大型店舗進出に伴い土岐市に
住みたいと考える人が増加す
ると推測されるため、団地の
造成を促進する。 

 市内に団地を造成しようとする業者に対する助成事業を実施する。

 安心・安全に暮らせるまちづ
くり 

 住民が一番敏感なことは、安心・安全な住環境だと考えます。地域
の防犯、防災等は行政、役所への丸投げでなく、地域住民自らが管
理して行く必要があり、そのような制度、仕組みを構築する必要が
あると考えます。 

 駅にでるまでの交通の便が悪
い。 

 バスや車で、駅や名古屋などの都市に出やすい環境を整える。駅周
辺の駐車場を増やしたり、バスの路線や本数を増やしたりするとい
いと思う。 

 駅前や川沿いなどの整備が必
要。道路が狭かったり、街灯
がなかったりする。 

 川沿いはランニングや散歩のコースになっている。もっと道路を整
備して、歩道を作ったり街灯を設置していかないと危険である。整
備されたコースなどがあると人も集まってくるかと。 

 街並みが古い場所が多いため
新しく転入する人がいないよ
うに思う。さらに生活の利便
性に欠けている。 

 食料品以外の生活必需品を買う店が土岐市には少ない。さらにある
店でも古い外見だと行く気もおきない。若い人は基本的に洒落た環
境を好むと思うので街並みから一新していく必要があると思う。 

 既存市街地のまちなか居住の
推進。 

 ＪＲ土岐市駅周辺の子育て世代や高齢者の利便性の高い共同住宅
の整備（ＰＦＩ、ＰＰＰによる整備） 

 近々、空き家への税金等での
扱いが変わってくるようであ
るが、空き家の他に倒産した
工場等も、数年間買い手が無
ければ、金銭的に難しいかも
しれないが、早急に取り壊し
させるなどしてほしい。管理
されていない無人の工場等
は、危険極まりない。 

 倒産した会社等は、金銭的に取り壊しも困難と思われるが、市が安
値で買い取り有効活用して欲しい。工場等の広大な土地は、共同住
宅や店舗等を誘致し人を集めることの出来る施設が欲しい。一軒家
を建てるまでの間、アパート等の共同住宅に住む人が多いため、ま
ずは住む場所を用意してみたらどうかと思う。 

 近年、アウトレットをはじめ、
薬局、スーパーの数は増えた
にも関わらず、土岐市の人口
は年々減っている。 

 魅力のある街づくりとして、今市民が何を求めているかのアンケー
トを取る。特に、若い世代の定住を目的として、土岐市に住むにあ
たって何が必要かを聞く。（土岐市内、外共） 

 空き家など、火災危険もある
し、景観をそこねる。 

 アウトレットや大型デパートができ、市外から来る客が増える。き
れいな街並みや公共交通機関の充実は必要である。区画整理などし
て住みやすい環境をつくる。 

 雇用を創出しても、通勤圏で
ある周辺市へ流出してしまう
ようになってはいけない。若
者を中心に土岐市に住みたい
と思わせる魅力が必要。 

 雇用の場や子育て環境等複合的な要素が必要であるが、その一つに
統一的な美しい街並みづくりをすすめてはどうか。そのためには民
間の協力が必要だが、道路等公共施設の維持管理が支障とならない
よう、維持管理に重点的な予算などの配慮をしてみては。 

 国道１９号を走っていると使
っていない建物があり、道路

 使っていない建物は対応をしていき、道路沿いの緑地化を進めれば
明るい印象に変わっていくのではないかと思います。 
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

沿いということもあって黒く
くすんでいるため、町の雰囲
気が暗く感じることがありま
す。 

 市で住宅地としての造成をす
る。アクセスの良い土地を確
保、これから住もうとする世
代を獲得していく必要がある
と思う。 

 7 割山林、思い切って造成する。駅・国道にアクセスできる環境を
整えつつ。 

 若い世代の定住促進  災害の少ないまちを全国に発信し安心で住みやすいことをさらに
アピールしていく。中高一貫教育を本市が実施し、人づくりに主眼
をおいた特色ある学校づくりを行う。高校までの授業料を無料化し
子育てのしやすい環境づくりをする。 

 人口の増加のために住環境を
整備する 

 移住手当等を充実させ、市外にアピールする。 

 人口減少対策（住環境の整備）  定住促進事業の継続 

 駄知町の整備が遅れている状
況 

 特に駄知町の整備が遅れていると感じる。陶器産業が盛り上がって
いた時代のままと変化がない。下石町のとっくり村のようなアピー
ルできるモノがあるとよい。 

 地勢的に街が点在していて整
備効率が悪く、整備に意志が
感じられない。既存の住環境
にとらわれず、新たな街並み
づくりに取り組むべき。 

 アウトレット・テラスゲート土岐・イオンモールを中心とした周辺
山林の大規模開発により、点ではなく面で整備を推進すべき。 

 定住促進のための住環境整備  住所を移そうとする人が、他の市（多治見、瑞浪等近隣市町村）と
比べたときになぜ土岐市を選ぶのかという長所と、比べてなぜ土岐
市を選ばなかったのかという短所を専門家による調査を行ったう
えで把握し、長所を伸ばし短所を埋める施策を行う。例えば駅（若
しくはバス停、スーパー等の生活施設）から徒歩２０分圏内にある
市外から人が移り住んできそうな土地周辺の道路（歩道）整備を重
点的に行う、区画整理を行う、地籍調査を先行して行う、左記のよ
うな開発を行う民間事業者に補助金を交付する等。条件を整えるこ
とができれば、市外からの定住者のほか、マンション等の建設促進
（結果的に市外から入居者がある）、休閑地の売買促進等による税
収増が見込まれる。コンパクトシティの観点からもよいのではない
かと思う。 

 土岐が丘付近は開発が進み、
大型店舗なども増え発展して
いますが、その他、１９号線
付近や駅前は隣接の多治見や
瑞浪に比べ、大型店舗など少
なく不便が多いと思います。
その為若い住民が便利のいい
他市にながれているのでは。

 国道１９号線沿い、駅前の開発整備。 

 土岐市に住みたいと思われる
ような住環境の整備 

 宅地や集合住宅の整備に加えて、雇用、教育、福祉の充実が住環境
の向上につながるのでは。 

 土岐市の人口が 6万人を間も
なく下回る状況である。 

 アウトレット、テラスゲート土岐の完成予定、イオンの建設計画な
ど土岐市に住みたいという要素が増えているため、企業に呼びか
け、アウトレット付近を中心にさらなる宅地造成をする。また、そ
の周辺から名古屋への高速バスが出るようにすれば、名古屋で勤務
する人も住みやすい環境となる。（例、可児・多治見からの名古屋
への高速バス） 

 東濃地区に唯一残された市民
プールが廃止されてしまっ
た。空き家が多数放置されて

 子育て世代には、とても重要であり東濃地区唯一の施設で市民から
の存続も多く希望がでていた。現在は他県の市民プールを使用する
ために遠方へ行かざるを得ない状態である。他県の市民プールのよ
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

いる。駅前及び駅周辺が閑散
としている。 

うに、料金を値上げして整備し、民間委託させれば東濃 5市から外
貨の収益が見込めるのではなかっただろうか？同じ利用料金でや
れるとはだれも思っていない。濃南地区にプールがあっても、どう
やって夏休みに利用できるのか？公園でなく、この地区にしかない
ものをしっかり残してほしい。空き家管理を行い、管理するのか取
り壊して新しく宅地化するのか等を明確にする必要がある。廃屋の
近くには、だれも引っ越したくないはず。 

 当市及び、周辺自治体がいず
れも直面している問題は、世
帯住民の減少だと感じます。
市の人口を減少させないため
には、流出を防ぐだけではな
く、他地域からの流入を促し
ていかなければならない。 

 自分が将来にわたって居住する地域を選択する際に、その地域に対
するイメージというものは重要な選択項目になると思われる。土岐
市内の玄関である土岐市駅周辺、国道 19 号沿い、市内の各インタ
ーチェンジ周辺の街並み整備を重点的に行うことで、快適で住みや
すい町とのイメージを持ってもらうことが可能であると考えます。

 廃屋、廃工場、空き家の放置
が多数存在し、防犯・防災的
にも危険が大である。また、
今後高齢者の施設入所や死亡
等で空き家は増加傾向にあ
る。 

 まずは、現状の廃屋、廃工場、空き家の把握が必要である。有効利
用できる物件は市が補助することにより活用する。危険が大である
物件に関しては、できる限り所有者に取り壊しの依頼をし、金銭的
な補助をする。 

 明らかに見劣りする市の玄関
口の一つである土岐市駅周辺
の街並み整備。 

 駅周辺は民間の空地も多く、活用の仕方によっては整備、発展の可
能性大。民間デベロッパーも活用した街づくり。 

36 公園・緑地の整備 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 現在の公園・緑地の整備は十
分だとおもわれるが、上述 2
項目と併せて、大規模開発・
住環境整備において重要。 

 上述 2項目を進める中で、土岐市の豊かな自然環境を保全すること
を含めた開発整備をすべき。 

 公園・緑地が少なく子どもを
遊ばせる場所がない。園外保
育で公園等子どもを遊ばせる
場所がなく、行くところがな
い。 

 魅力のある土岐市にするためにも公園・緑地を増設して子育てがし
やすい環境作りをする。トイレが大人ばかりであるので、子ども用
トイレも設置する。 

 子どもを連れて遊びに行ける
施設が少ない。 

 小さな子供を連れて１日楽しめるような、そんな公園をつくる。芝
生があり、水場があり、遊具があり、室内で休憩もできるようなそ
んな施設があるとありがたい。 

 市内にある公園は、雑草や遊
具の経年劣化が著しく、他市
と比較すると明らかに整備が
行き届いていない。子供たち
を遊ばせる意欲がなくなる。

 随時更新整備が必要 

 市内に整った大きな公園が少
ない。大きな公園でも、整備
や更新が中途半端なため子供
たちの遊び場がない。県外か
ら遊びに来るメリットもない

 新しい遊具や広い場所を確保し、県外からでも遊びに来てくれるよ
うな公園を設ける。休日には、イベントごとを開催し、商業施設だ
けでない集客を得る。 

 小さい子どもさんがみえる家
庭では、休日になると都会の
イオンモールとかに出かけら
れるかたが多いです。もっと
自然の中で親子で触れ合いな
がら遊ぶことが、心身の成長

 親子でサッカー、キャッチボールなどができる公園の整備（駐車場
完備）マップを作成して、市民に知らせる。 
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

に役立つと思います。 

 整備された公園がある地区と
ない地区があり、遊ばせるた
めにも車で出かけないと行く
ことができないが、駐車場が
整備されていない所が多く、
路上駐車になってしまう。小
学生ぐらいの子が一人で行け
る公園が家の場所によっては
ない。他市と比べ、魅力ある
遊具のある公園がない。 

 町内毎等に公園を整備するか、駐車場を作る。新設遊具のある公園
が市内数か所でもいいので、設置してもらいたい。 

37 その他 

重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

 「介護保険の健全運営」介護
給付費の増加 

 適正・適切な介護サービスの提供のための給付費適正化の実施の強
化。 

 土岐市において、若い力の流
出は大きな損失であると考え
ます。 

 土岐市は素晴らしい町です。若い力がそこに根付くためには、十分
な雇用が必要不可欠であり、そのための産業振興は欠かせません。
そこにぜひ、郷土愛、ふるさとの心を大切にしたくなる町づくりを
お願いしたい。土岐市の魅力について、新たな魅力はもちろんのこ
と、土岐市ならではの魅力。温かなコミュニティの形成。それを、
市民自らが発見して、発信していくような取組。未来の土岐市を担
う子どもたちが、土岐市の未来を考え、発信していく。そんな行政
と市民が手をつないで取り組んでいけるような取組ができればよ
いなと感じています。イメージだけで、具体性がなくて申し訳ござ
いません。 

 高度経済成長期に集中的に整
備された土岐市管理の社会基
盤（道路、橋梁、上水道、下
水道等）が、今後一気に更新
時期を迎える。笹子トンネル
事故のように社会に重大な影
響を及ぼす事故の発生は防が
ねばならず、そのための維持
管理にかかる人的、経済的負
担は土岐市の財政を圧迫する
ことが予想される。今後、い
かにして老朽化する社会基盤
を適切に維持管理していくか
が課題となる。 

 社会基盤（道路、橋梁、上水道、下水道等）毎に、維持管理費が財
政を逼迫しないうちにアセットマネジメントを実施する。・市民の
方を「社会基盤見守者（仮）」に認定して社会基盤の点検の一翼を
担ってもらう。例えば、見守者からの通報には維持管理費を優先的
につけるなどのインセンティブを付与する。 

 少子高齢化対策少子高齢化に
よる税収減少・社会保障費増
加 

 まちづくりを考えるとき、災害に強い、高齢者にやさしいなどいろ
いろあると思いますが、安定した予算が必要です。具体的なアイデ
アはありませんが、若い人が土岐市に住み、納税してくれるように、
近隣市と比較して子育て環境や教育に魅力があると良いのかなと
思います。 

ふるさと納税で、景品で釣るということには賛成ではありません
が、たくさんの土岐市民が他市にふるさと納税してしまうといった
事態にはならないようにしないといけないと思います。 

 人口減少対策  せめて土岐市の職員は市内に住むように促したい。１人の職員がず
っと市内に住み続けることによって、市民税、固定資産税、軽自動
車税、たばこ税、上下水道料等でどれだけ市の収入に貢献している
かを試算し、職員の理解を求めるのもひとつの方法かと思います。

 土岐市駅は市の顔です。しか
し、通勤・通学に駅を利用し

 新庁舎は、駅直結で。土岐市駅を利用して通勤・通学している方が
利用しやすい場所に市役所があれば、市民にとって利便は良くなり
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重点課題 課題解決のアイデア・提案など 

ている市民の多くは、家族の
送り迎えで素通りしていま
す。多くの市民が通過するこ
の場所を便利で快適なものに
すれば、市民の定着につなが
ります。また、電車が到着す
る時間の駅前は、いつも大渋
滞です。これを解消する必要
もあります。 

ます。各種届出等、通勤・通学の途中で。また、駅を中心に交通網
を整備すれば、遠方からの利用がしやすくなります。 

駅直結の大駐車場を。宅地開発によりできた住宅団地は、駅から遠
方にあり、駅周辺の駐車場の数も限られるため、家族の送り迎えで
の駅利用に。そこで、駅直結の大駐車場で安価に車をとめることが
できれば、他市から市内への転居のＰＲになります。土岐市は、名
古屋圏への通勤がしやすい街です。新産業を育成し、市内に雇用を
創生しつつ、名古屋圏への通勤者の定住を図ることができれば良い
と考えます。 

 陶芸村はあるが、居住してい
る住民の中には作陶を行って
いない住民もおり、陶芸村と
して機能していない。 

 衰退している？とはいえ全国には多くの陶芸家を目指す若者がい
るので、そういう人たちが集まるような環境（作陶場所や雇用等）
を整え、宣伝する。 

 一部地域における高齢化に伴
う 

 年をとっても元気で、社会との関わりが持つことができる地域づく
り 



97 

設問５ 上記のほか、人口減少・少子高齢化への対策、地方創生や地域活性

化への対策など、分野や施策を横断して土岐市全体で取り組むべき

対策や事業について、具体的なアイデア・提案などがあれば、以下

の回答欄に記入してください。 

Ａ．結婚・出産・子育て支援 

＜結婚・妊娠・出産・子育て支援＞ 

 医療体制・出産・育児に不安のある町に移住しようとは思わない。その町で生きていくための必要経費
というものは市町村単位で違う。居住地選択の際、要因になる。例えば、市税・市の補助金制度、市指
定ゴミ袋の単価、水道・下水料金、育児、教育にかかる費用。移住を検討している人は、他市と比較し、
検討をしている。 

 高齢者が多い事を利用して、高齢者と子育てを融合させる。高齢者は日中暇な人が多い。一方、初めて
子供を産んだ人は不安や自分の時間が無い人がいる。高齢者と子育てを融合させた場により、他県から
来た人で親の手を借りられない人も利用でき、土岐市に住んでいる高齢者も活躍できる。 

 子育てしていくうえで、メリットになる物が少ない。土岐市の知名度が弱い。そのような点から考え、
土岐市の知名度を上げられる施設や病院（特に小児科医療）の充実や公共の子どもの為の体力増進施設
などを開設して取り組みのアピールをしていく。 

 "子育て支援の充実 
" 

 子供を安心して産める環境作りが必要。 

 市や県ベースでの結婚情報サービス(マッチング) 

 若い夫婦が住みやすい環境をつくる。保育、産婦人科、交流の場づくりを目指す。 

 出産する女性が減り、出産年齢も上昇しています。強制するものではありませんが、家庭を持つこと、
子育てをすることが楽しいと感じられるような教育・社会環境を整える必要があると思われます。３人
出産する方は少なくありません。未婚の方に楽しい出会いの場が提供されるといいですね。（テレビ番組
の様な） 

 女性の社会進出と人口減少・少子高齢化の是正の問題は、両立が非常に難しいと考えます。長い間『男
性が外で働き、女性は家庭を守るべき』という考え方の社会で進んできた日本で、急に人々の考え方や
社会の制度が変わるとは思えません。社会が女性の社会進出に男性と同等の働き方を求めるならば、人
口減少・少子高齢化の流れは止められないでしょう。これには人々の考えが変わることが必要で、長い
時間を要すると考えられます。現状において行政が少子高齢化に対応しようとするならば、必要となる
のは高齢出産に対する手当です。社会で働く女性が、結婚や出産を考えられるようになるためには、あ
る程度の実績が必要で、子供がほしいと意識した時には、高齢出産といわれる年齢になっているケース
が今後、増えてくると思われます。一方で高齢出産やそれに伴う不妊治療には高額な費用が掛かります。
また精神的にも大変つらい現実が待っています。こうした女性たちに対する金銭的な援助や、精神的な
対応が、現状において必要だと考えます。しかしながらこうした対応は社会問題に対する場当たり的な
手当です。社会全体、特に男性が女性の出産、育児に理解を深めることが最も必要であると考えます。 

 進学・就職・結婚を機に市外転出し戻らない若者、女性が多いと考えられる。これを抑制する方策を考
える必要がある。結婚すれば子どもが増える環境が整うわけで、出生率を下げている要因が未婚率であ
ることに着目すると、いかに未婚者を減らすかが重要と考えられる。このため市をあげて婚活支援をし、
かつ市内定住を促すとともに若い世代が結婚・出産できる環境づくりのための支援体制を整え、子育て
に至る切れ目のない施策が必要。 

 人口減少、少子高齢化については、安心して生み、過ごせる生活が基盤になると思います。その他、婚
活イベントも活発に行っていくのも良いと思います。 

 地域の特色を生かした街コンの実施。 

 通勤組子育て層のサポートとして、駅型保育施設の整備等。 

 土岐市が住みよいまちになることが大切である。定住奨励金についても、各市が同様な施策を展開して
いる状況下においては、一時的な奨励金の交付が、ここに住むという選択理由として重要なポイントと
なってくるかどうかについては疑問がある。子どもを産み、育てるという生活設計を立てる上での重要
なポイントは何かというと、子育てにかかる費用や子育てしやすいと思える環境であると思う。例えば、
保育料の無償化、小中学校の給食費の無償化など、中長期的な負担の軽減を施策に取り入れることが重
要になってくると思う。 
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 病児保育、保育園の延長保育拡大などの、より子育てしやすい環境を整える。 

 保育料が非常に高く、各家庭の収入を増やすために働きたい、だから保育園に預けている。というごく
当たり前のことが、現状では保育料を払うために妻が働きに出る、という状態になってしまっている。
かといって旦那は仕事がある、値段の安い幼稚園に入れたいがとてもお迎えに間に合わない。という家
庭がかなりある。子供を預けられないから働けない、働けないから収入が不安、子供にお金がかかるか
ら子供は一人でいいや。というループになる。保育料を補助してもいいのではないか。 

 母子家庭専用の市営住宅を設置し、寮母さんをおいて学校から帰った子どもたちの勉強や食事の世話を
してあげ、母親が安心して仕事に就ける環境を整えてあげるといいと思う。 

＜教育環境＞ 

 教育環境の改善及び、教育レベルの向上 

 子育て世代が住みたい街づくり“保育環境の充実”附属幼稚園の廃止、保育園の認定こども園化、放課
後教室の放課後児童クラブ化 

 少子高齢化、地域活性化に対し、子どもの教育から取り組む必要がある。特に子供の地域性が低下して
おり、小中学校の取り組みが地域に対して閉鎖的であることが原因だと考えます。地域住民と小中学生
が交流できる事業、機会の増設し、地域に対して親しみを産む取組が必要です。具体的には、花の木大
学を、小中学校の校舎で行うなど日常から交流する機会があればよいと考えます。 

 附属幼稚園制度を廃止するべき（子育て世代の転入を阻む一因になっていることに早く気づかなければ
いけない） 

 保育料の助成、大学の学費一部助成 

＜少子高齢化対策・人口減少対策＞ 

 10 年 20 年先、子供たちが戻ってきて子育てをしたいと思う町を、自分たちで構築しなければ、きっと
何をしても人口は増えず活性化しないと考える。 

 これから結婚したり、子育てをする若い世代が住みたいと思える、土岐市独自の強みが必要。春日井市
は、若手職員が「誇りと愛着がもって住み続けることができるまち」を PRするために、シビック・プラ
イド向上委員会としてプロジェクトチームを作り活動している。土岐市でも所属課や政策に関係なく、
20 代の若い職員でプロジェクトチームを作り、土岐市の魅力を若い目線で PR する活動をしてもらう等
の取り組みがあるといい。 

 お店がない、街並みが古い、不便、では新しく転入する人は見込めないと思う。もっと街を近代化して
いくことが人口減少、少子高齢化を止める大きな要因であると感じます。 

 幹線道路網に直結した、生活道路の整備を促進する。就職地に対し、住居地の位置づけをする。定住人
口を確保、増加を目指す。 

 少子化であるにも関わらず、岐阜県内の市町村で多くの自治体が実施している不妊治療の助成など土岐
市に限らず東濃３市(土岐、多治見、瑞浪)では実施されていない。不妊治療にはお金がかかるため経済
的な負担が大きくなるため何らかの原因で自然妊娠が難しい人が子供が欲しくても諦めざるを得ない状
況であるので早期に実施してはどうか。 

 "少子化について 

 ・第３子以降の、保育料・教育費の無料化。（高校まで） 
（できればすべての子供） 

 ・女性の社会進出を認める。 
（まだまだ女性が育児や家事をする風潮がある。職場での理解も乏しい） 

 ・晩婚の傾向があるので、若いうちからの出会いの場を設ける。 
（40 歳に結婚して、3 人以上産むのは厳しい） 

 高齢化について 

 ・医療費を使わないようにする。 
（なるべく病院に行かなくても良いような体作り・気持ち作りをする。そのための場を設ける） 
" 

 少子高齢化について、子育て世代への住宅補助や減税等、住みやすく子育てしやすい環境づくりが必要。 

 親と子の同居世帯を増やしていくことが、少子化対策、高齢化対策の一つのキーワードになるのではな
いか。そのために、同居世帯への優遇措置（できるかどうかわからないが、同居に関する相談窓口の開
設、住宅リフォームの助成、車両購入助成、固定資産税の軽減など）を導入し、同居へのインセンティ
ブにしてはどうか。 

 人口減少、少子高齢化対策を最重要課題とすること。まず、定住人口の促進のため子供を育てやすい安
全安心で生活や子育てが出来る環境を作ることが重要である。たとえば、高校生までの医療費免除、延
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長保育の時間帯を７時から 21 時まで、小学生までの給食費免除など他市にはない特典を持ち土岐市から
の人口転出を防ぎ、また、市外からの転入を促す政策をどんどん実施するべきである。（市外からの転入
者の引っ越し費用の５割負担など）次に、日本で生活をしている外国人を土岐市に住んでもらい（仕事
と住居を提供することで人口増にも貢献）、英語圏の言葉、生活、文化について、土岐市で学ぶ小中学生
に体験してもらうことで子供たちに慣れ親しんでもらい将来に役立ててほしい。また、他の自治体の小
中学校で体験できないシステムを構築することで他の市町村から移住を促進出来るのではないかと考え
ます。（思いきった施策をすることでマスコミが取り上げてくれるため土岐市のＰＲにもなる（無償） 

 人口減少・少子高齢化への対策については、自治体が主体となり、婚活パーティや出会いの機会を増や
していかなければ、少子高齢化・人口減少を悪化の一途をたどっていくことでしょう。また、そういう
ことを積極的に行っていくことで、メディアにも取り上げられ、市全体のアピールにもつながっていく
と思います。小規模なものではなく、他にはなかった大規模なものや特殊な形態のもの。とにかく、話
題性を出すことが最重要課題だと思います。 

 人口減少についてです。おりべの丘、土岐ヶ丘の造成により子育て世代の転入が増加していると聞きま
す。しかしながら土岐市全体としての人口は減少しております。原因は多々あると思いますが 10代後半
～20代前半の転出がその一つだと思います。自宅から通えない学校に進学し、下宿のため転出そのまま
当該地域に就職し土岐市に戻ってこない方が多いと思います。そのような方が学校卒業後、土岐市に戻
り暮らし働けるように、雇用の確保や名古屋への通勤のためのＪＲ便数の確保の整備等をし、Ｕターン
しやすいまちづくりをしていくことが大事だと思います。 

 人口減少に歯止めをかけるために、若者の定住を図る必要があると思います。例えばですが曽木・鶴里
などは、地理的に豊田、名古屋など愛知県からのアクセスも良く、アパートなどより安価で入れる市営
住宅を数棟建てられれば、県外、市外の若者にとっても一時的な住居として需要があると思われます。
そして、そのまま土岐市に魅力を感じてもらえれば定住も望めます。 

 土岐市に住みたいと思う人を増やすこと。それによって子どもを増やす工夫をしたい。例えば駅前ゾー
ンに市営のマンションを建てる。電車で通勤する人たちを名古屋県内から引き込む。同時にＪＲとの共
同で、土岐市止まりの電車を整備していく。もう一つは山地ゾーンに戸建ての居住地を整備する。新興
住宅地の開発、同時に古い団地の住宅を買い取り、イノベーション化により、再生住居を市が作り直し
販売する。古い町を新しくしていく都市計画を進めたい。 

 不妊治療に対する助成がない。助成がないため、土岐市・多治見市以外で住居を探すという声を実際に
聞いたことがあります。近隣では土岐市と多治見市のみ助成制度がないようで、人口減少や少子高齢化
対策をするうえで必要な施策ではないでしょうか。 

Ｂ．雇用対策・産業振興 

＜地域産業の強化＞ 

 陶器産業の振興と、新しい産業の振興を両面で考えていきたい。陶器産業については、陶器産業で活躍
できる若者が住みやすい環境を整備し（住環境や労働環境や結婚、子育て環境など総合的に）、住んでも
らうことで美濃焼の伝統を維持・発展させつつ、人口減少、少子化対策ができる。例えば、陶磁器試験
場を学校化し、その学生や訓練生は、就職を優遇したり、市内飲食業者利用時の割引制度を作るなど。
新しい産業は、雇用の創出、税収の確保として重要ですが、 

＜人材還流・雇用対策＞ 

 雇用の充実 

 高齢者の労働環境を整える。労働者が増えれば税収の増加があるはず。増えた税収を少子化対策に使う。 

 市内に魅力的な雇用環境を整え、現役世代も昼夜を通して市内で生活できるなどの環境を作る。 

 若い世代の土岐市離れを止める為に、就職先の確保が必要と思われる。企業の参入、地場産業の活性が
繋がると思われる。 

 生きがい就労。 

＜企業誘致＞ 

 アウトレットのような、大規模施設を郊外でなく中心市街地に誘致する。 

 イオンモールの進出など、徐々に地域活性化に寄与できる事業の発信はできてきている。今後も積極的
に企業誘致に取り組むべきだと考える。 

 企業誘致により、地元雇用を促進していくべきではないかと思います。 

 県の企業誘致の計画では、東濃地区は自動車産業が重点となっていたが、トヨタなどは国内での生産拡
大は見込めないため、それ以外の分野において積極的に誘致を進めて行く必要があると思います。 

 雇用する場があれば、それに伴って人口が増えると思う。多くの企業に土岐に来て欲しい。 
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 人、企業を呼び込むためには、それなりの土地が必要であり、新たに山間地域を造成し道路(バイパス）
等を整備なければ増えてはいかないと思います。 

 東海環状を利用した企業の誘致。学校の誘致。 

＜農業・６次産業化＞ 

 各務ヶ原キムチのように、土岐の特産物が欲しいです。お菓子などに、商品化します。企業と共に、Ｐ
Ｒできれば、おもしろいと思います。 

 道の駅でスイーツや地元野菜等新たな商品の開発をＰＲする場として活用する。市内のスイーツ店の新
商品を市内の食器で提供して、気に入った食器もその場で購入できるようにするなどコラボ企画を行っ
て、陶磁器以外の産業の振興の場にもっと活用していく。 

 人口増加。定住促進の原点である、１次産業を復活させる。 

Ｃ．観光交流・地域活性化 

＜観光促進＞ 

 アウトレット周辺及び、イオン建設地区周辺の整備が必要。商業施設のみだけではなく、レジャー施設
等の誘致も必要。 

 キッザニアを、土岐ヶ丘もしくはイオンモール内に誘致するよう関係者に提案し、実現に向けて協力す
る。まず、子育て世代に土岐市を訪れてもらうことから地域活性化の一歩を踏み出す。 

 区画整備を進め、街に入ってくる環境をつくる。 

 作り手の顔が見える陶器の販売所。物だけでなく、陶歴や写真等もある売り場作りを行う。時間に余裕
があるときは売り場でアテンドもしてもらえるとより良い。 

 作陶場の個性化とネットワーク化が必要だ。テラスゲート、伝統産業会館、創陶園、どんぶり会館等の
作陶場において、それぞれの特性を生かし、回遊性を持たせた個別化と相互連携が必要。 

 市内温泉施設を利用する。関市が刃物の町をアピールするために行ったゲーム会社やアニメとのタイア
ップ企画(信長の野望×刃物展やエヴァンゲリオン×刃物展）のように、美濃焼の歴史的価値やイメージ
アップをアピールできるような企画を市内道の駅やセラトピア等の施設で同時に行い、市内への観光客
の流入を図る。 

 商業施設用テナント等への建替え等に対し、固定資産税の減免等により進出を促す。 

 図書館の充実。規模を大きくし、そこで食事をしたり買い物をしたり出来るとよい 

 中心市街地の活性化、人口減少への対策などはどこの地方都市も抱える問題であるので、どこもやって
いないことをやることも大事だか、いいと思われる施策はどんどん参考にして取り組むことも必要では
ないか。（単なる２番煎じでは失敗すると思うので、土岐市風にアレンジすることなども大切と思うが。） 

 美味しいもの、有名なものは誰もが食べてみたいものと思う。観光土産は食べ物が良いと思う。東京バ
ナナ、白い恋人みたいな有名な定番商品を作れたら良いと思う。イオン、アウトレット、テラスゲート
等土岐市への年間来場者は群を抜く数であると思う。 

 無料もしくは少額の入場料で利用できる規模の大きい屋内遊具施設を新設する。そこを中心として周り
に食事エリアや買い物エリアなどを作りテナント募集する。 

＜地域活性化（歴史・文化・スポーツ）＞ 

 温故知新。歴史文化の再認識。過去、歴史を見直す。市制施行当時、若しくは昭和初期の状況を踏まえ
た上で、今後の見通しを推測する。 
" 

 地域活性化対策として、ＪリーグＦＣ岐阜のホームスタジアムを岐阜県や東濃他市などと協力して建設
し、チームの拠点とする。岐阜県民は野球もサッカーも名古屋のチームを応援する傾向にあるが、「地元
岐阜のチーム」として定着すればサポーターの増加や住民の一体感も生まれ、他県から訪れる人も増加
し大きな経済効果を生むと考えられる。松本市や山形市、甲府市など、研究すれば不可能ではないので
はないかと考える。 

 土岐市の地場産業は陶磁器で、衰退したとはいえ、今でも多くの人が陶磁器関係の仕事をしているのが
現状。陶磁器の再生について、ふるさと納税をからめていろいろな事業所から品物を出してもらうなど
したらどうかと考える。 

 土岐市職員が率先し、地場産業の陶磁器を購入して使用をする（市内在住者ほど陶器はもらうものだと
思っている人が多く土岐市職員自らひいては土岐市民自らが地場産業のブランド化を妨げていると考え
るため）。 

 陶磁器試験場の機能強化（試験研究施設から人材育成施設への転換） 
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 文化・芸術の振興に関連することではあるが、例えば多治見市のように、駅前再開発と有料駐車場の整
備と併せて文化振興事業団の財政基盤の強化と自立性の向上を行なうことで、より一層の文化・芸術の
振興を図るような対策も必要ではないか。文化の振興は、新たな人の流れを生み出せる可能性がある。
新美濃陶磁歴史館の建設、文化プラザと新市庁舎の切り離し整備が可能になれば、土岐市駅を挟んで南
北の人の流れを生み出し、活性化に繋がると考える。 

＜移住・定住の促進＞ 

 ここ数年でテラスゲートやイオン等の商業施設が充実していくが、商業施設ができるメリットは、土岐
市より多治見市に多くなる可能性が高い。多治見市の人口は増加していく。大規模住宅地造成・駅裏再
開発といった要素もある。一方土岐市は、人口も雇用も増加が見込めないのではないか。例えば、商業
施設の雇用に伴い、土岐市に定住してもらうための住環境の整備促進を行いアピールする。 

 住みやすい環境をつくる。宅地開発など、自然も残しつつ行う。 

 医療・新規産業・学校教育の充実を行う。今、土岐市に住んでいる市民を、市へ留まらせる理由になる。
また、新規に入ってくる土岐市民の獲得にも大きな基盤になると思われる。 

 企業誘致や、商業施設ができたことにより雇用が増えた。そこで雇用された人に対し、土岐市に住みた
いと思う魅力が乏しいように感じる。その原因を、ノウハウをもった第三者に委託し調査、分析する。
そうすると、重点的に取り組むべき方向性、具体的なアイデアが見えてくると思う。 

 空き家の有効活用 

 空き家対策として、他市他県から人を呼び寄せる。暮しやすい土岐市をアピールし、子育て家族を移住
させる。 

 計画期間内の人口増加目標を明確化する。人口減少対策、定住促進対策担当課を設置し、全庁的に取組
む。 

 高齢化率が上がれば上がるほど、財政が圧迫される。高齢化率を上げないためには、老人を減らすか、
若者を増やすかだ。現実的な後者について考えると、若者が定住するには、雇用と商業の充実が重要で
ある。幸いにもアウトレットモール、テラスゲート、イオンと明るい話題が多い。ただ、それらが土岐
にあるからといって、若者は定住地を土岐に決めるとは限らない。通勤圏に入る多治見や瑞浪、さらに
はもう少し遠方も、条件によっては定住地の選択肢に入る。結局は住環境や、土地の値段も含めた総合
的な判断で決まってくる。ありきたりな奨励金何円というだけではなく、話題性のあるものや、住宅メ
ーカーや不動産業者に PR してもらえるような仕組みを作るなど、他市町村に勝つという考え方が必要だ。 

 高齢者に対しての福祉は日本においては喫緊の課題だと思うが、若年層が住み着かない地域が増えれば
より負担が増える。若年層が増えれば高齢者に対する福祉にも関心を持ってもらえるはず。若年層が帰
って来られるようなまちづくり、地域づくりを継続的に考えなければいけないと思う。 

 国勢調査の結果では、市外通勤者は多治見市の 13.1%に次いで名古屋市が 9.1%となっており、名古屋市
への就業者が多い。名古屋市への通勤層に対して駅周辺における住環境・子育て環境の整備を行う。例
として、市営集合住宅の建設や空き地、空き家等から集合住宅の建設（建替え）に対して補助（固定資
産税の減免等） 

 今住んでいる人が転出していかないような施策。例えば一戸建てを建てて１０年継続して住み続けたら
特産品のカタログギフトがもらえる等 

 山林を造成、住宅・居住環境を整える。中央線・国道・高速道路へのアクセス性を高めて在住者を確保
する。若い世代の戸建購入を促進、公園や学校の整備、若い世代に目を向けた環境作りをする。生活者
が増えれば必然と商業施設も増加すると思う。 

 仕事があり、生活がしやすく、学校、医療が充実していれば住み続けてもらえると思う。病院や介護施
設の充実。子どもの医療費や予防接種負担の継続など、子どもや高齢者に優しい施策を継続する。空き
家バンクや借家などの施策も継続して、認知度が高まるといいと思う。補助金の交付を受けて土岐市に
住まれた方に、土岐市の住みやすさ、居心地の良さ等を語ってもらい、アピールする。 

 市外への転出者を少なくすることです。たとえば大学生まで医療費の無料化、学費を補助する、土岐市
に就職したら奨励金を出すなどで若者の地元離れをくいとめる取組をするべきです。 

 市内転居で住宅を購入した方にも定住促進奨励金を支給してはどうか（市外への転出者をくい止める効
果があると思う） 

 若い世代に魅力ある町づくりを行う。たとえば、小学生以下の子供がいるような家族が家を新築する時
は補助金を出すなど、土岐市へ移り住みたくなるような魅力的なものを作る。 

 若者を土岐市に呼び込む為、住宅補助、固定資産税の減免、不妊治療の市独自の助成、幼稚園、託児所
の充実、軽自動車税の減免、子ども医療費の中学までの無償化、子ども世帯の水道料金、下水道料金の
減額等を行い、加えて商業施設の誘致を図り、移住してもられるように施策をする。 

 住みたい街とは都会化することばかりではなく、住み心地の良い住環境を整えることではないでしょう
か。住み心地の良い住環境とは何か。自分たちが住みたいと思う街を目指してより考えてみる機会だと



102 

思います。大型商業施設や大手企業の誘致はうまくいっていると思います。児童医療や子育てのしやす
い子育て支援環境のさらなる整備、魅力のある学校教育方針、老後に安心して暮らせる福祉の充実、災
害に耐えられる防災力、信頼できる医療機関等を整備することが住みたくなる街なのではないでしょう
か。 

 住みやすい住宅団地を作るべきである。土岐津町の土地価格のみ高騰しており、土岐市のバランスは良
くない。 

 将来を考えた場合、どこにおいても少子化問題が最重要課題である。今は家庭でも女性の意見が幅をき
かせているので、清潔で子育てがしやすい施策を練り、女性が住んでみたいと思うまちづくりに主眼を
おくべきである。土岐・南インター中心にさらに住環境を良くして定住者を促進させ、保育園をつくる
など本市においては今の風に乗るしかないのでは。いづれにしても他都市と同じような施策では変わら
ないので現状を変えていくなら痛みをともなうような大転換が必要である。 

 進学や就職のため土岐市から離れていた方が、戻ってきた時に、何か特典をつけたらどうでしょうか？ 

 人口が増加しなければ活気のある街にはならないため、土岐市定住促進奨励金の額を上げて（例えば１
００万円）それをマスコミを介してＰＲする。また土岐市のホームページでもトップで大きくＰＲし周
辺の他市との明確な差をつける。 

 生活に必要となる主要な家電量販店、大型店舗等は多治見市、瑞浪市にあり、企業が更に建設する可能
性は低いため、買い物は市外へ出てしまう。土岐市としては２箇所（３箇所）あるインターチェンジを
含めて、何処へでも出かけやすい土地をセールスポイントにしたらどうか。普段生活することが出来て、
何処へでも出かけやすい土地として、団地も含めて、一時的にでも住める共同住宅を増やし、住み慣れ
たら地元に一軒家を持ちたいと思わせるような街を作れたらいいと思う。住みたいと思わせる街づくり
が難しいが、まずは住む場所を提供したらどうか。 

 大学進学や就職時に、都市圏などへ移住してしまうケースが多いため、学生時の奨学金を定住する際に
は、減免するような制度により、定住を促進する事業を実施する。 

 中学生までの支援をする市町村は、多くある状況です。高校生や大学生に定住してもらうこと、大学卒
業後に戻ってきてもらうような支援や優遇措置が必要ではないか。 

 定住の促進には、木造２階建てのアパートより、マンションを増やすことが必要なのかなと思います。
市外の人が土地と建物の２つを同時に購入することは大変なことなので。 

 定住促進事業について。企業・工場を誘致し、雇用促進を行う。人口を増やすことが、地域活性化に繋
がる。 

 定住促進奨励金が市外からの転入者に限られていますが、市内からの流出を防ぐためには市内在住の方
が新築した場合も対象にするなど基準を見直すべきだと思います。また、土岐市内にあらかじめ土地を
持っていない市外の方が、一生に一度のマイホームを建てる場所を考えるうえで、30 万円の奨励金では
どこの市の土地を買うかの判断にあまり影響していないかもしれません。 

 土岐市には、家を建てる際の優遇制度があります。外から人を呼び込むことは、大切です。しかし、市
外から来る人で、それを目当てにして来る人はいないと思います。それよりも、現在、土岐市に住んで
いる若者に、住み続けてもらえる仕組みづくりが必要です。 

 土岐市定住促進奨励金の増額、子育て世代に魅力のある助成をしていただきたい。 

＜情報発信＞ 

 アウトレットやテラスゲート、今後はイオンができる。陶器の町として魅力を伝えるのも大事だが、今
後は、新しい魅力をもっと伝えることが出来れば魅力的な町であることをＰＲ出来る。 

 インフラ整備、ふるさと納税の特典等による土岐市の魅力発信。 

 土岐市は、印象として保守的である。もっと積極的な取組が、必要。テレビに出る。ネットを使っても
っとアピールをする。多くの人の目にとまることをしていく必要がある。 

 公立幼稚園のある市町村は少ないと思う。名古屋通勤圏の方に、PR する。アウトレットや、バーデンパ
ーク、道の駅等、観光の場所でＰＲする。 

 市としての情報提供、PR があまり積極的でないように感じる。市民意識調査でもイベントや手続きなど
について、情報をどこで入手したらよいかわからないといった声もある。既に一部 twitter のアカウン
トを作成し情報提供しているものもあるが、ホームページや SNS（Facebook・twitter など）により、市
政情報に限らず市内の魅力あるコンテンツなどを積極発信できると良い。全国的にも事例があるが、
Facebook やホームページ等で職員一人ひとりが市内の情報などをブログ形式で自由に発信できるのも
面白いと思う。ある程度のルールは必要であるが、それにより閲覧者が今まで埋もれていた土岐市の新
たな魅力を発見できるようになる他、職員にとっても個々のレベルでの情報収集力や発信力、活用力の
向上にも役立つ。 

 土岐市がいかに住みよいまちであるかのＰＲが不足しているように思える。土岐市には豊かな自然があ
り、充実した商業施設があり、交通アクセスが良好であり、子育て環境が整っており、地価も割安であ
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る。ＨＰを活用してもっと土岐市の魅力をアピールするべきだと思う。 

＜市民協働＞ 

 イベントの企画運営を、一般市民からアイディアを募集する。 

 一番大事な事は、市民との協働まちづくりだ。市民の意見を取り入れることが、重要だと思う。すぐに
実行可能な提案であるならば、即実行していき、より市民が主役の市になる必要がある。 

 介護施設で一日過ごすのではなく、介護施設と協力して高齢者にとって活動範囲が広がる取り組みをし
ていく。例えば、高齢者が高齢者のための産業をしていく。元気な高齢者がそうでない高齢者のサポー
ト事業をしていくなど気持ちがわかる者同士の関わりをつくって行く 

 共働き家庭の増加。高齢者の増加。人々を繋げ、共に助け合っていくシステム作りが、地方自治体に求
められていると思います。そのような意味で、社会教育部門は今後、ますます市の施策の中で重要度を
増していくと思われます。図書館でのイベントも、３世代を対象としたものや、それぞれをつなぐもの、
同じ本を読んだ人たちの読書会、ボランティアなど、地域単位ではつながり得なかった人々をつなぐ場
所として、また、市役所より気軽な居場所として、今後ますます大切な場所になると思います。図書館
だけでなく、生涯学習課の講座も同じです。色々な場所で、多様なネットワークができれば、いざとい
うとき、市としてもそれを頼りにすることができます。行政主導のネットワークづくりには、限界があ
ります。重要度の高い防災にしても、既存のネットワークを利用できれば、新たにそれを作るよりも、
実効性のあるものになると思います。今後、こうしたネットワーク、コミュニティづくりを間接的に主
導できるような、社会教育システムの構築に、力を入れていくことが、土岐市の強固な地盤をつくり、
発展につながるものと信じます。 

 市職員には行政スキル（事務能力）があり、住民の方と協力しその能力を活かせば、自治会、地域団体
は円滑に進み、ニーズにより近い政策が進むと考えます。 

 市内一周駅伝の参加チームが少なくなっていると聞きました。繰り上げスタートを少なくして意欲に繋
げたり、異動して応援できるようにしたり、もっと宣伝したりして、市民みんなで土岐市の催しを盛り
上げていこうとする気持ちを作っていくことも大切だと思いました。 

 市民活動のネットワーク化。いろいろな分野で活動される方が多くあり、防災、まちづくり、福祉など
すべての分野で共助の体制ができればと考えます。 
自助が基本であることが勿論ですが、地域の支えは非常に大きな力を発揮します。 
そのためにも、そうした活動を行っている方々が交流をする場を設けたり、定期的に活動発表会を開催
して、お互いに活動への認識を深めるなど行い、ネットワーク化が図れたらと考えます。 

 曽木町では、平成２４年３月に人口が１０００人を下回ってから、限界集落にならないように、自治会
の補助機関としてＳＳＫ（曽木町振興活性化）委員会を立ち上げ、人口増加、土地有効利用対策、観光
物産振興に力を入れて活動している。そのような活動は駄知町などでも行われていると思いますが、全
町的に広がって行って、土岐市からもいろいろな協力が得られる体制ができると良いと思う。 

 体裁を整えるだけの会議ではなく、市・市議・地域経済団体・商業者・学識経験者・市民などの多種多
様な意見をうまく引出し、着地点に導けるような舵取りのできるファシリテーターの育成が必要。市内
に人材は豊富にみえるので、市民が自分たちのために土岐市を良くしていこうと主体的に市政に参加で
きるような環境を整え、意識を変えていくことが必要。 

 団地など急激に高齢者の多い地区がこれから形成される。町内会など運営などを再考したほうが良いと
思う。 

 地域単位での協働が不可欠であると思われるが、具体案は未だ浮かばない。 

＜中心市街地活性化・土地利用＞ 

 アウトレットのように人が集まる施設を駅周辺にも設ける。 

 アウトレットやイオンの誘致により、多くの人が土岐市に来るようになる。市内の他の場所にも来て欲
しい。その為には、国道１９号沿いや駅前の開発が必要。 

 駅前が素敵になると良いです。通勤帰りにジムによって帰れるとか。駅前の無料駐車場が、３０分以内
でない方が大変多いです。（特に金・土の夜）駅に迎えに来る車が利用しやすいようにお願いします。 

 駅前にビルやマンションを開発する。名古屋からのベッドタウン化をはかる。 

 駅前の開発が第一だと思います。他の市に比べ活気がなく、暗い印象です。駅前に、飲食店の少なさが
問題だと思います。活気のある街作りには、若い世代が必要だと思います。早く店が閉まり、選択肢の
少ない土岐市に魅力を感じていないのが現状です。私も多治見に行くことが多いです。若い世代の土岐
市離れを防ぐことが、人口減少・少子高齢化問題・地域活性化など、多くのことに繋がっていくと思い
ます。幸い、アウトレット等により若い世代に魅力のある施設が多くできつつあります。多くの人が集
える場所を、アクセスが良い駅前につくれたら良いと思います。 

 駅前の活性化が必要。シャッター街となっているため、人が集まりにくくなっている。飲食店を増やす。
陶器を売る店を増やす。店舗を賃貸にし、窯焼き業者に貸し出しをする。 
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 駅前地区の再開発が、土地問題等で不可能であれば、多治見市のように駅裏を開発する。駅前と駅裏を
逆にすることで、幹線道路からのアクセスや様々な問題の解決策になると考える。 

 生活する上で必要な施設等を土岐市駅前に設置していけば人の出入りが多くなり、雇用や消費が促進さ
れ市民にとって住みやすい街になるのではないか。 

 土岐市の弱点は地形である。各町が中央丘陵地で分断されており、駄知町民は、瑞浪市へ、妻木、下石
町民は、多治見市へ買物等に出かけているのが現状で、実質、人口 3 万人程度の都市の中心市街地で、
商圏が狭い。このことを解決しなければ、土岐市の活性化は図れない。魅力ある施設、店舗等を中心市
街地近辺に持って来るしかない。 

 土岐市は名古屋圏のベッドタウンである。アウトレットには人は集まるが、市街地には人は集まらない。
土岐市駅を病院やマーケット・マンションになったビルにし、駅周辺をマンションや住宅地にしたほう
が活性化すると思われる。また、文化と社会福祉が充実した市にすることが魅力ある町となり人口も増
加し、活性化するのではないでしょうか。 

 土岐市駅周辺の飲食店の活性化のため、補助金などによって開店しやすい環境を作る。 

 土岐市駅前の活性化。駅前にコンビニ、産婦人科、託児所、介護施設、病院などがあれば、利便性もよ
く、人の出入りが多くなり、雇用や消費の促進及び住みやすい街「土岐市」になるのではと思う。 

 名古屋まで直通で快速であれば 40 分程度で行くことが出来る。駅前の商店街が錆びれてしまっているの
で、思い切って方向転換をして、ベッドタウン化して、アパート、マンション等の高層住宅を建てるこ
とによって人口減少を解消する。 

 老朽化した市街地の再生。生きがい就労。 

 "区画整理事業を行ってから、相当年度が経過しているのに、未だ農地や未利用地となっている場所が散
見される。これらの区域に対する固定資産税課税を強化するとともに、企業立地に伴う市内流入人口を
確保するために、これらの土地を有効利用された場合の報償制度を創設する。 

 都計法の線引きを行わないで、市街地区域農地と同様の課税を行うには、特区等の検討も必要になる可
能性がある。" 

 使用していない休眠地等があればそれを活用する。（新規の事業者に貸す、宅地として販売するなど・・・） 

 使用地における宅地分譲、定住促進奨励金の増額及びＰＲ。中央丘陵地の利用。 

 "泉や土岐津、肥田などの市街地部分を面で指定し、その区域内の遊休地や農地（農地法の関係もあり難
しい点もあるかもしれませんが）を住宅用地として売却した場合に、売り手に対し奨励金を出すなどし、
住宅地として魅力的な土地が市場に出回るように誘導することで、一戸建てを持ちたい世代（子育て世
帯）に土岐市に住むことをアピールしてはどうでしょうか。 

 現在の土岐市は、住宅地の中に畑や、遊休地が点在し、場所としては魅力的なのにそれらが市場にでて
きていないため結果魅力的な住宅地がない状態と思います。" 

Ｄ．安全・安心の確保 

＜暮らしの安全・安心の確保＞ 

 災害に強いインフラ整備 

 土岐市でも人口減少・少子高齢化が進む中で、バスなどの移動手段が少ないことや、総合病院の医師数
の減少など、高齢者が暮らしていく上で不安な要素があるので、それらを解消していくべき。 

 日が落ちると車もあまり通らない、街灯も少なく暗い、7時を過ぎればほとんどのお店は閉まっている、
狭い路地も多いなど不気味に見えるところが多い。パトロールの回数を増やしたり時間帯を変えてみた
りいつでも見守っていてもらえる安心感があればいいと思う。危険個所など個人宅や市内の事業所にも
配布して自分に身近なところが危険であることを認識し自分の身を守るとともに知ることによって注意
してみるようになるため防犯にもつながると思われる。 

 普段の生活の中で、周辺市町村を利用した方が良いことが多すぎる。なにか 1つでも整備できたら。 

 魅力的な町でなければ人は集まらないと思う。そのため、商業区の発展や、安全な町づくり、救急医療
の充実化が必要だと思います。 

＜医療・保健福祉＞ 

 医療の充実は必要。 

 産婦人科を新設できるように市が手引きできると良いと思う。 

 市独自の特定不妊治療の助成を行う。 

 常勤産婦人科医師の確保、産婦人科個人医院の誘致 
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 総合病院の産科を復活させる。 

 総合病院は民営化など早期の健全化と市民のニーズの応えられる診療の充実を図る必要がある。 

 病院、高齢者介護の施設が確実に不足する。在宅医療を余儀なく受け入れることとなる。それなりの体
制を図ることとなるが、そのためには、圏域を大きくして、考えていく必要がある。 

＜道路・公共交通＞ 

 ＪＲの本数増加を要望し名古屋からの利便性を高める。 

 JR 中央線の土岐市から名古屋方面との本数を増やす運動をすることにより、名古屋の衛星都市としての
人口増加だけでなく、東海地区から入る人の動きができる。人口増加・商業の発展・活力ある世代の増
加を産み、人口増による労働力を期待した工業誘致にもつながる。教育レベルも向上する。 

 ＪR中央線を利用しやすく（多治見止まりの電車を土岐市まで・・・など） 

 ＪＲ東海への多治見止まりの延長要請、100 円バス路線及び本数の増加。 

 バス（普通車含む）の停留所及び、本数を増やす。常にバスが市内を循環している状態をつくる。理由
は、高齢者の通院や買い物などが不便。飲酒の機会があるときに不便（外食が減る）。「防犯」強化につ
ながるである。例えば毎日が不可能な場合は、曜日別、８町別に実施する。 

 駄知や肥田、下石、曾木、鶴里など不便である。益々、駄知、肥田など高齢者が多くなってきているが、
公共のバス等を使い、外へ高齢者がでるような取り組みをしていく。 

 人口流出を防いだり、新たに人口流入させるためには、人にとって「住みよい街づくり」をしなくては
いけない。渋滞緩和・防犯強化・商業充実は、必須のステータスだと思う。まず、道路交通網整備は重
要である。新規での道路計画は、費用も時間もかかるため、都市間連絡道路の早期実現に向けて、取り
組むべきである。具体的には、市内にＰＲ看板を作成・配置したり、チラシを作成・配布して事業自体
の機運を高める。（現在用地買収が何年間か停滞している） 

＜行政改革＞ 

 「地方創生」について、県レベルからの条例化を推進し、施策を展開していく。 

 ｉＪＡＭＰなどで課長級以上などの全職員が情報収集し、先進的事例などを全市的見地から考えること
から始めてみる。 

 アンケートの結果の公表を希望します。こうした取組みを継続することで職員の意識の変化につながる
と思います。 

 既存ストックのマネジメント強化による、財政健全化 

 強制はできないが、市の職員は市内に居住すべき。市内に居住すれば、便利なところ、不便なところが
身を以て体験できる。職員の意識として、まず、職員の意識改革から。 

 財政には限界があり、できることできないことがあることを市民に理解していただくことも重要である
と考えます。コンパクトシティを目指し、何でも 8 か所でなく移動手段の確保でカバーできないかと考
えます。 

 千葉県流山市など、特徴的な政策により成功しているとされる市町村がいくつかあると思うので、既存
の考え方にとらわれずそのような成功事例を研究し、市政の参考にしていくとよいのでは。 

 総合病院改革により一般会計からの財政投入を少なくすることを検討 

 土岐市の市制が施行されて６０年を迎えるが、未だに旧８か町村の名残があり、これが良い反面、大き
な支障となっていることは否めない。土岐市全体を見渡してみると、これまでの金太郎飴行政にも限界
がきていることは事実であり、２１世紀型都市を構築していく必要があると思われる。最近の言葉で、
コンパクトシティという言葉も使われるが、行政側から経営的側面ばかり主張しても簡単に市民には受
け入れていただけないことだと思われる。限られた財源の中で、どこに資源を投入していくべきか取捨
選択も必要な時代になって来ているものと思われる。このため、市民に対して現状を説明しながら、明
日の土岐市を皆で考えていく機会をこれまで以上に提供し、市民と共に今後の土岐市について考えてい
く必要があるのではないかと考える。 

 福祉の場合、画一的に「在宅サービス」につなげることが正しいとは言えないケースも多く、個別のニ
ーズや状況に見合ったサービスがとれるよう、課や部を超えた連携が取れるようになるといいと思う。
部や課、医療機関、関係機関とスムーズに調整ができるような横の繋がりがあるといいと思う。滞納ケ
ースにしても税、国保、その他使用料など同じ対象者が多いと思うので、それぞれの部門で徴収するの
ではなく、徴収に特化した滞納部門みたいなものがあってもいいと思う。 

 法人監査など、高度に専門的な会計知識や経営経験を要する業務が増加してきている。そこで、民間法
人の窓口を一本化し、法人監査業務や支援業務、さらに、3 セクなど市が施策として創設した企業に対
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する支援、ＮＰＯなど協働まちづくりの主体となる団体への支援などを行う部署を創設する。そこでは
民間企業のＯＢ（たとえば銀行において融資部や審査部などを経験した者）を活用する。 


